
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夜の森。

　その平穏を告知なく搔かき回まわしてきたこれまでの音に、衝撃に、異臭に、動植物たちは密ひそやかな抗議の意を込めてざわめいている。

　異臭は遠近の二種だ。

　遠くから、金属的な何かが焦げるような無機質な臭い。

　そして近くには──魔術熱線で穿うがたれた柔肉が、焼け焦げる臭い。




　練れん介すけの眼前には巨大な白銀の騎士の姿があった。

　その横には細身の白いエルフの姿があった。

「始めよう。この馬鹿げた戦争の、終わりは近い」

　ＲリボＶルヴの中から発された久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとの声はあくまでも平静。すべき仕事をただ片付けるだけだというように、何の気負いもなく──躊躇ためらいもない。

　魔術熱線の元となったらしいライターの炎をくゆらせるエルフ、セリアメア・ピナイステリも同じだった。冷淡な侮蔑の視線が、立ち上がることすらできないシーナに向けられているが、それは瀕ひん死しの害虫の生死をただ見定めているようなもの。

「クソが。テメェらっ……」

　セリアメアも、為なすべきことに迷いは持っていなかった。

　熱線で胸を貫かれ、ただ血と罵りの言葉を吐くしかできないシーナに向けて、もう一度手元のライターを持ち上げる。もう片方の手に握りこんでいた何かを、その火の先端に軽く触れさせて、彼女は再び唱えた。

「《火の精霊よ／正しき灯の恵撫は其処へフアイヤーエレメンタル・クロウリングカレス》」

　胸に大穴を空けられて動けないダークエルフと、それを身を挺ていして庇かばうことしかできない無力な眷けん属ぞくに、終わりをもたらす死の熱線が放たれ──




「……！」




　まず感じたのは、風圧。巨大な何かが一息に動いたことによる空気の揺れ。次いで、どうっ、と重く分厚い何かが衝撃を鈍く受け止めるような音。

　練れん介すけの視界に大きく映るのは、熱線を遮るように、自分たちの前に飛び込んできた、

　巨大な狼の輝獣。

　顔はこちらを向いていた。練れん介すけというより、シーナの顔を見つめていた。

　そしていつだかと同じように、涎よだれを垂らす口がかぱりと開いて、

「シー……な……」

　輝き獣じゆうは言葉を発さない。少なくともただの輝き獣じゆうは発さない。

　ならば答えは明白だった。それは、ただの輝獣ではなかったのだ。

　漆黒の毛皮が外側から解けるように、空間に溶けるように、徐々にその体積を減らしていく。別の姿に変じていく。凶悪な牙の並んだ口も、太い爪の生えた手足も、熱線を防いだ肉厚の身体からだも、全て。

　数秒後、そこにいたのは。

　手足をついて、顔だけを上げて微笑ほほえんでいる──

　折れた角を額から生やした、赤しやく銅どう色の肌の少女だった。

「ああ、シーナ様……また、会え、ました。嬉うれしい、です……」

　シーナが目を見開くのがわかる。

「お前、まさか、カリン……？」

「はい……はい！」

　少女は目元を緩ませて頷うなずいた。

　角と牙。特徴的な肌の色。それは有り体に言えば鬼のようだった。そしてファンタジー世界の鬼と言えば──オーガだ。

　以前に聞いたことがある。

　シーナは基本的に一人で生きていたが、ほんの少しだけ、誰かと一緒に旅をしていたことがあった。その相手はハーフオーガの少女だったという。

　もしも眼前の彼女が、そのシーナの同行者だったのなら。

　それはもう一つ、別の意味を持つ。

　非常に重要な、決して忘れるわけにはいかない、何よりも大きな意味を。




　そのハーフオーガは、向こうの世界で、シーナを裏切り殺した存在だ。
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　どちらかと言えば華きや奢しやで線の細い体たい軀く。額の中心ではなく、少し横にずれた部分に中ちゆう途と半はん端ぱな角のようなものを生やしている。途中で不自然に折れたような形状。

　オーガと聞いてイメージするものとは裏腹に、どことなく気弱そうな顔立ちに思えた。子犬のような目を、カリンと呼ばれた少女は、真っ正面からシーナに向けている──

　それを黙って見ているセリアメアたちではなかった。事情を理解しているわけではないだろうが、三度、熱線の魔術。

「《火の精霊よ／正しき灯の恵撫は其処へフアイヤーエレメンタル・クロウリングカレス》！」

　それを防いだのは、今度は輝き獣じゆうの毛皮ではない。

　手足をついていた姿勢から、まさしく獣のように素早く身を翻ひるがえしたカリンの手に、虚こ空くうから生み出された何かが握られる。ちょうど一握りできるほどの棒状の何か。その色、質感、全体的な印象に、練れん介すけは既視感を抱いた。

　それは、彼女の額に生えている、折れた角と同じような質感を持っているように見えたのだ。

「《雄々しき巨軀のグシオンアンチエインドパワー》！」

　刹那、二つの変化が同時に起こった。

　彼女が握っていたものが一気に膨らみ、身の丈程もある強大な両刃の斧おのを形作ったのと──

　その斧おのを摑つかむ彼女の身体からだそのものが、めしり、と軋きしんだこと。

　それは筋肉の躍動。肉体の励起。全体的な造作はそのままに、一瞬で歴戦の戦士の身体からだを手に入れたがごとく、その四肢に隆々たる筋肉の盛り上がりを獲得する。

　彼女はその圧倒的な筋肉量でもって振り向きざまに斧おのを振るった。彼女であった輝き獣じゆうが飛び込んできたときと同じ、大きな物体が動いたことによる風圧を感じる。両刃の斧おのは盾のようにエルフが放ってきた熱線を防いだ。

　しかし相手はセリアメアだけではない。白き正義の騎士たるＲリボＶルヴ、エルフの眷けん属ぞくたる久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとも同時に間合いを詰め、手にしていた輝き獣じゆう対策用のＥＦメイスを振り下ろしていた。

　カリンは避けない。

　くるりと斧おのを手中で持ち替え、腕の筋肉を躍動させ、

　真っ向から巨人のメイスにその斧おのを撃ち合わせた。

　かたや３メートル近い鋼鉄製の巨人。かたや小柄とも言える生身の少女。

　それは比較のしようもないアンバランスな二者だ。武器自体のサイズのみが辛かろうじて匹敵しているとはいえ、結果は容易たやすく想像できると思えたが──

　尋常ならざる筋肉の躍動は、その結果すらも覆くつがえす。

　弾いた。

　生身の存在が振るう長大な斧おのが、ＲリボＶルヴの武装であるＥＦメイスの一撃を受け止め、それどころか鈍い音を立てて弾はじき返かえしたのだ。

　現実感がない光景だ。車を殴り飛ばす人間を見たような、トラックを足で転がしている人間を見たような違和感。スケール感の黙殺。本来並べることすらおかしいはずのものが拮きつ抗こうし、別の結果を生み出している。

　それはあからさまな異常で、しかし確かな現実だった。

　だが練れん介すけは知っている。

　そんな結果を生み出すものこそが、異世界から転生してきた人外、魔マ術ギ種スの使う──

　種族固有の、魔術なのだ。

「なにっ……」

　さすがに真っ向からのパワーでＥＦメイスを跳ね返されるとは思っていなかったのか、久く瀬ぜの操るＲリボＶルヴのバランスが僅かに崩れる。

　その刹那の隙をカリンは見逃さなかった。

「《疾き瑠璃色のゲルダウインドブロウパワー》！」

　次なる魔術行使。斧おのの形状が今までのものより細く、流線型に変化する。合わせて彼女の身体からだも、その体格を変じていた。最初の少女でもなく、先程までの筋骨隆々っぷりでもなく、アスリートや豹ひようのような細身の肉体に。

　彼女は踵きびすを返かえし、練れん介すけたちのほうに向き直る──何かを予感していた練れん介すけは傷ついたシーナの身体からだを既に抱えるようにしていた。それを見たカリンが小さく眉を揺らしたが、面倒だと思ったのだろう、練れん介すけとシーナの身体からだを丸ごと片腕でその肩に担かついだ。

「──逃げます！」

「噓うそだろ、どうなってやがる!?　練れん介すけ、こいつは──」

「わかってる、でも今はこうするしかないぞ、シーナ！」

　ちっ、と彼女を抱きかかえた胸の下から舌打ちが聞こえた。しかし本当に今は選択肢がない。状況には不明な点が多すぎるが、少なくともここでエルフにとどめを刺されることだけは避けなくてはならない。何よりも態勢を立て直すべきだ──この敵か味方かもわからぬ少女の力に頼ってでも。

「《火の精霊よ／緋の三つ子たち気儘に踊りてフアイヤーエレメンタル・ノーテイトリプレツツ》」

　蛇のようにうねる、数条の炎の矢がセリアメアから飛来。カリンは背後の空間を搔かき回まわすように片手で斧おのを回転させた。先程の斧おのの圧倒的なパワーとは異なる、流線型に形状変化した斧おのは気流を高速で搔かき回まわし、あるいはその刃でもって、炎の矢を受け流す──同時に彼女は疾駆を開始。

　練れん介すけとシーナを背負った状態でありながら、その速度はまさに獣のようだった。

　夜闇が満ちる森の中に飛び込み、走る。セリアメアたちが追ってくる気配があったが、無視して走り続けた。木が乱立する森は、エルフはともかく、ＲリボＶルヴが地上走行するにはさすがに難しい地形だ。

　走る、走る、走る。

　どれだけそれを続けただろうか。なんとか背後からの気配は振り切れたようだった。なおも彼女は足を動かし続けていたが、練れん介すけはそこで胸中のシーナからのシグナルを受け取る。

　温度、いつものぬくもり。呼気、平静に近い。胸の出血、停止。

　眼まな差ざし──もういいぞ、と状況変化を促すもの。

　ならばと練れん介すけは唐突に身を捻ひねり、カリンの肩から強引に脱出した。シーナと共に着地。

「わっ」

　急に荷物を二つ失ってバランスを崩したカリンがたたらを踏み、前方に少し滑って停止。

　小さく眉根を寄せた顔で、

「降りるなら降りるって言ってください。危ないですよ」

　魔マ術ギ種スとしての治癒力でひとまず傷を塞いだシーナは、油断なく彼女を見据えていた。

「どういうつもりだ、カリン」

「どうって……私、ですから。私は、シーナ様のもの。シーナ様が危なかったら、助けるのは当たり前……ですよね？」

「ンなこと言ってんじゃねえ。まず、そもそもだ──オーガは魔術なんて使えねえはずだ。つまりオーガは魔術種じゃねぇ。なんでこっちに来てやがる？」

　予想外の言葉だった。それが本当なら、彼女がさっき見せた力は何だったのか。この世界にどうして転生してきているのか。

　カリンの返答は曖昧だった。

「はあ……なんでなんでしょう？　私もそのあたり、頭がぼーっとしてて……」

「ふざけんなよ。聞きたいのはその態度もだ」

　さらにシーナの目が爛らん々らんと光る。今までに何度も見たものだ。

　一切の手加減なく、油断もなく。ただ倒さねばならない敵を睥へい睨げいする、殺意の視線。

「お前はあっちの世界であたしを殺したろうが。味方ぶってんじゃねえぞ」

　だがカリンはその視線の圧力にまったく気付いていないように。

　本当に、きょとんと首を傾かしげて、答えたのだった。




「殺した、って……何の話ですか？」
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　どうしてそうなったか、そもそもの理由は忘れた。

　とにかく何か利害の対立があったのだけは確かだ。金銭か生命かはともかく、そうしなくては手に入らない、あるいは奪われることを阻止できないものがあった。

　だからそうしたという、ただそれだけ。

　故にかつてのシーナ・グレイヴ・ゾァインメリは、コボルド族の旅商人たちのキャンプ地の中央に、一人、立っていた。周囲に漂うのは新鮮な死臭と血臭。コボルドは悪辣で悪知恵の働く商売人たちの種族で、金にあかせて集めた最新鋭の武具や他種族の傭よう兵へいがここにも揃そろってはいたが、シーナの魔術の前では敵ではなかった。

　面倒な労働のあとにはご褒ほう美びが必要だ。

　シーナはキャンプ地の物色を始める。動かなくなった者の懐ふところを漁あさり、価値のありそうな運び荷を調べ、受取人には永遠に届かないであろう商品を代わりに有効活用してやることにする。

　ある一台の、横転した馬車の荷台。その幌ほろをめくりあげたとき、シーナは眉根を寄せた。

　そこにあったのは対処に困る、面倒な商品であった。

　檻おりに入っていたと思おぼしき、一人の少女。馬車が横転した衝撃で壊れたのか、歪ゆがんだ檻おりの隙間から恐る恐るといった感じで這はい出でようとしていた。シーナに気付いて、びくりと身体からだを震わせて、そのまま動きを止める──折せつ檻かんを恐れているのだろうというのは容易に想像がついた。きちんと躾しつけられていた商品らしい。

　まだほんの子供だろう。華きや奢しやな体たい軀く。赤しやく銅どう色の肌。額には短い角が生えている──中央ではなく、横に寄って一本だけ。

（オーガのガキか？　……いや）

　別の血も入っている混ざり物だろう、と判断した。オーガは普通、二本の角を生やしている。オーガの肌の色をしつつも片側だけしか生えていないのは、つまりそういうことだろう。おそらく訳アリ商品だ。それなりに珍しく、やせっぽちではあるが五体満足で生きていて、メスとしての機能も使えなくはなさそうな、不均衡な角を除けば見目も醜くはない……玩具。

　見れば似たような玩具が入った檻おりが、同じ馬車にはいくつも積まれていた。ただ中にいた別の兎うさぎ耳みみの少女や体毛のない男児などは首が捻ねじれたり血を吐いたりしていて動いていなかった。この中ちゆう途と半はん端ぱなオーガの玩具が、唯一の生き残り。

　興味はなかったし、金に換えるのも不可能ではなかったが面倒だった。今は他に、より即物的な戦利品が見つけられる。

　だからシーナは鼻を鳴らしただけで踵きびすを返かえそうとする。

　そのとき──くい、とマントの裾が引っ張られる感覚を覚えたのだった。

　少女が、マントの裾を摑つかんでいた。こちらを見上げて、しかし何も言わず、ただ──自らの全てを預託するような視線を、向けてきていた。

「…………」

　理由はわからない。

　その手を強く振り払わなかった理由はわからない。

　適当に無視して馬車を出て、戦利品の品定めをしているとき、ずっとすぐ背後にくっついていた気配を放置していた理由も。そのあともしばらくしたいようにさせていた理由も。

　落ち着いたあと、売らなかった理由も──

　本当に、わからない。
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　そんなことするわけがない、覚えていない、の一点張りであった。

「駄目だ。クソめんどくせぇ。めんどくせぇのは嫌いだ」

　そのうちにシーナのほうが溜ため息いきと共に根負けし、適当な木の根元に座り込むようになった。かろうじて動けるようになったというだけで、今はセイレーンとの戦闘を終えた直後、エルフの卑ひ怯きような奇襲から逃れた直後なのだ。セイレーンの根源魔力のおかげで燃料補給はできているとはいえ、純粋な休息も必要なタイミングだ。

「お疲れですね、シーナ様……薪を拾ってきます。火を起こしましょう」

　そんなことを言って、カリンは森の夜闇の中に姿を消していった。その態度は自然で、何かを企たくらんでいるような様子は見られない。

　その方向を警戒し続けることしばらく。一つ息を吐いて、練れん介すけは言った。

「……どう思う？」

　シーナも周囲の警戒を疎おろそかにはしていない。細めた目で、

「わけわかんねーが、どうも噓うそついてるって感じでもねぇんだよな。敵意も感じねえ」

「人違いって可能性は……さすがにないか」

「あるわけねー。あれはカリンだ。あたしが拾った犬っころ代わりのハーフオーガ。あたしの知ってる姿よりちっと成長してる気もすっけどな」

「シーナの記憶より成長してるんなら、それは──」

「ああ。当然、あたしを殺したあとの時系列のあいつだろ。なのに知らないわけがない。忘れてるのか、記憶がないのか……」

「そういうこともあると思うか？　こっちに転生してきた影響とかで」

　シーナは少し考えて、小さく頭を振った。

「正直、わかんねぇ。ぶっちゃけあたしにも転生のシステムなんざわかっちゃいねえからな。神のヤロウが一方的にやっただけだし。だけど──絶対にねえとも言えないかもな。あたしだって向こうの世界での出来事を一から十まで覚えてるわけじゃない。特に……自分が死んだときのこととかさ」

　シーナは口をへの字にして付け加えた。

「でもよ、さすがに最後の瞬間のことだけは覚えてっぞ。間違いねぇ、寝てたあたしを殺したのはあいつだ。あたしの胸に刃物をブッ刺したのはあいつだ。ま、その姿をしてた偽にせ物ものだったっつーのもなくもないが」

　向こうの世界であれば、姿を変えられる魔術があってもおかしくはないだろう。だがそれは可能性としてあるというだけで、シーナとしてもそれを本筋とはしていないようだった。

　つまり──やはり、自分自身を殺したのは彼女だと、考えている。

「今のうちに聞いとこう。あの魔術については？　一時的に身体からだと斧おのをパワーアップさせる魔術みたいな感じだったけど」

「それが一番の謎だな。オーガは力が強ぇ人食い鬼ってだけで、魔術を使うなんて話は聞いたことなかったが……」

　不機嫌そうに鼻を鳴らし、

「こっちに来て魔術みてーなもんを使ってる以上、実は魔マ術ギ種スだったってことなんだろうな。上位種だけが魔術を使うゴブリンと一緒で、マジで一握りしか魔術を使えないから、あたしは死ぬまで知らなかったし聞いたこともなかった……っていう可能性はある」

「カリンがたまたま、その魔術を使える少数派だったってことか」

「当然、あたしはあいつが魔術を使う場面なんて見たことないぜ。そりゃそうだ、アレは多分物心ついたときから奴隷商人の商品になってて、そっからチョクであたしについてきてたわけなんだから。あたしと一緒に旅をしてるときは使い方とか知らなかったんじゃねーかと思うな」

「だったらやっぱり、それは……今のあいつは、シーナが知ってるカリンより《進んでる》ってことになる」

「そう。あの角だってあたしといたときは折れてなかった。だから余計におかしいんだよ。あたしを殺したことを、あいつ自身が知らないなんてこと……マジであんのか？」

　それは今までの会話より少し小声での、あるいは独白じみた囁ささやき声ごえだった。

　焚たきつけ用の小枝を抱えたカリンが、闇の中から戻ってきたからだ。

　ぐいぐいと存在を主張するわけではない、一歩引いた気配で──それでもどこか自慢げに、褒めてもらえるのを期待しているかのように、彼女はもじもじとした上目遣いでシーナに視線を送っていた。




　特にお褒めの言葉はなく、しゅんとした様子ではあったものの、火は普通に起こされる。

　追われているかもしれない状況でどうかと思ったが、火が目立たないような焚たき火びの仕方も彼女たちは知っていた。根源魔力が感じられないくらいの距離であればそうそう見つかることはないだろう、という評価だった。それならそれでいいのだが、

「……えへへ」

　一緒に火を囲むことになったカリンは、もじもじしつつ、尻を少しずつ滑らせてシーナに近寄ろうとしていた。というか既に肩が触れ合うほどのすぐ隣に座っている感じになっていた。

「寄るな。離れろ」

「……はぁい……」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのシーナがぞんざいに手で押して間合いを開けさせると、あからさまにがっかりした様子で彼女は火の側に腰を落ち着けた。小枝を焚たき火びにくべながら小声でぶちぶち言っている。

「せっかく久しぶりに会えたのに……つれない、シーナ様……でもそれがシーナ様っぽくていいと言えばいいけど……」

「ぶつくさ言ってんじゃねぇ。──そろそろいいだろ」

　揺れる炎をその瞳に映し、彼女はカリンを睨にらんだ。

「教えろ。お前はなんでここにいる？」

「ええと、そうですね。いまいちぼんやりしている部分もあるんですけど……」

　彼女は勿もつ体たいぶることもなく、素直に説明を始める。

　混血でありながら魔マ術ギ種スオーガの代表として選ばれ、この世界に転生した。しばらく戦ったあと、セイレーンと出会って敗北した。それから後のことは特によく覚えていないが、根源魔力のほとんどを奪われて──言い換えれば部分的に残されて消滅を免まぬがれて──

「何かを食べさせられて、歌を聞かされた、ような……？」

　首を傾かしげるカリンにシーナが鼻を鳴らす。

「多分、輝き獣じゆうっつったか？　あいつらの何かだろ。それでお前はあの狼おおかみみたいな獣のパワーを手に入れた。セイレーンの魔術かオーガの魔術かで、どういうわけか肉体自身がまるっとあの狼おおかみの姿に変化した。その状態でセイレーンの手駒にされてた……ってところか」

「わかりませんけど、多分、そうかと」

　思い返せば、最初から狼おおかみ輝き獣じゆうだけはセイレーンの操る輝き獣じゆうたちの中でも特別な存在感を放っていた。圧倒的な力と体軀を持ち、他にはない知性を感じるような目をしており、あまつさえ──シーナの名前を、呼んでいた。

「ふん。それで一匹だけが街の中に入ってた理由もわかったな。中に入るときだけセイレーンが姿を元に戻したりしたんだろ。そうしたら検知網やら何やらに引っかからないで門をくぐれたのかもしんねー。お前にだって人間っぽい服の姿が設定されてたりするんだろうからな」

「あ、そうですね。思い出しました、なれますよ。えいっ」

　どこか野性味のあった大雑把な布の衣装が、しゅるんと別の衣服に変じる。襞ひだが入った紺色のスカート、白の面積が多い上半身、大きな首回りの襟、その下に巻かれたスカーフ……

　セーラー服だった。年格好的な違和感はないが、神のセンスを疑う。

　シーナの耳が制服姿のときは少し短く見えるのと同じ偽装的なものか、肌の色も変わり、額の折れ角も見えなくなっている。

「ど、どうでしょう。なんとなく、シーナ様と、一緒のくくりな気がします、ね？」

「しねーよ。あと着替えろとも言ってねーし」

「……ごめんなさい……」

　またしゅんとする。

　だが気を取り直したように、ところでセイレーンは……？　と質問を発してきた。

「はん。聞くまでもねーだろ？　ブッ殺してやった」

「わあ。さすがです、それでこそシーナ様！」

　我が事のように顔をほころばせる。凶悪なドヤ顔のブレザー褐色ギャルと、気弱そうなセーラー服少女──確かに学生服というくくりで見れば二人は近いものかもしれない。過去に一緒に旅をした者たちが、今また同じ焚たき火びを囲んでいるというだけかもしれない。

　だが。それでも。

「それで、聞こうと思ってたんですけど……」

　カリンの視線が──練れん介すけに、向けられる。

　シーナに対してのものとはまったく違う、底冷えのするような瞳。

「その人間は、誰ですか？」

　練れん介すけは忘れていない。彼女があの狼おおかみ輝き獣じゆうであったというのなら。

　それは、自分の身体からだを完膚なきまでにバラバラにした存在だ。一切の容赦なく死の淵ふちまで追い込んだ存在だ。唯ゆい夏かが助けてくれなければ、あるいは本当に目覚めることができなかったかもしれない。

　シーナを追いかけていたのが、セイレーンの指示か、彼女自身の再会の欲望のようなものかはわからないが、少なくとも。

　彼女が練れん介すけの生命を脅おびやかすものであるということだけは、事実だった。

　視線を合わせる練れん介すけとカリン。

　その間に流れたのは、シーナの威圧的な──本気の殺意すら感じる言葉だ。

「練れん介すけはあたしの眷けん属ぞくで、あたしのものだ。手を出したら殺す」

　カリンは一つ瞬まばたきをして。

「私と同じようなものですか？」

「……眷けん属ぞくは眷けん属ぞくだ。とにかく何かしたらブッ殺すぞ」

「うーん……じゃあ……いいです。シーナ様がそう言うのなら」

　あからさまに納得いっていないような顔ではあったが、そんな言葉を口にする。自然な動きで尻を滑らせ、さりげなくシーナとの距離を縮めていたような気がした。逆側のすぐ隣に座っている練れん介すけに対抗するかのように。

「そう言えばお前の眷けん属ぞくは？」

「私の……？　ああ、眷けん属ぞくってそういう……なんか誰かが言っていたような気がするアレのことだったんですか。私の眷けん属ぞくは、いませんよ」

「いない？」

「はあ。だって、知らない誰かと一緒にいるなんて……その、怖いし……なに話していいかわからないし……一緒にいて困らないの、シーナ様、だけだし……」

　後半はもごもごと呟つぶやいていたが、少なくとも噓うそをついているような感じではなさそうだった。自分の魔術を使うのに必須な要件ではない──スライムのような関係性の眷けん属ぞくなら、いなくても戦うことは可能だろう。その状態のままセイレーンに負けて操歌魔術ソングマジツクの支配下にあったのだとすれば、納得できなくもないことだが。

　にしても、このカリンというハーフオーガは何なのだ？　明らかに不利な状況でセイレーンと戦い、自分がシーナにしたことを忘却し、今も懐なついた子犬のようにシーナに身を寄せようとしている──意味がわからない。ただ愚かというだけなのか。

　自分たちが置かれている今の状況に、この読めない魔マ術ギ種スの残ざん滓しはどう関与する──？

　そのとき唐突にポケットの中で何かが振動した。自分のスマホだ。そこに入っていると意識していなかったので少し驚いた。ＲリボＶルヴの胴体席ボデイスペースの中で精せい霊れい樹じゆと化したとき、当然ながら携帯などの持ち物について気にしている余裕はなかった。

「服だけじゃなくて携帯も保管してたのか」

「へへー、だいぶ慣れたから、服のついでに樹きの中に巻き込めるかなと思ってさ。財布もあんぞ？　……なんだその顔、嬉うれしくないのか？」

「いや──助かるのは助かる。助かってばかりもいられないって感じだけど」

「何だそりゃ」

「とりあえず今はこの電話に出るよ。委員長だ」

　魔マ術ギ種スの残ざん滓し──万全の根源魔力を持っているわけではない、魔マ術ギ種ス未満の存在。それは電話をかけてきたその相手も同じなのかもしれなかった。通話を開く。無駄な社交辞令など口にしないのが枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かという少女だ。

『どうなった？』

「少しまずいことになった」

　手早く現状について説明する。セイレーンには片をつけたこと。だがエルフと久く瀬ぜが裏切り襲いかかってきたこと。そこにシーナの顔見知りらしいオーガの魔マ術ギ種スが現れたこと。

　話すにつれて電話口の向こうの空気が張り詰めていくのがわかった。

『駄目ね。電話すべきじゃなかったかもしれない』

「わかってる。天てん覧らん橋ばし博士はハッキング的な能力も持ってる。久く瀬ぜにまだ協力してるなら、こっちの携帯の位置情報が辿たどられないとも限らない。通話が終わったらすぐに電源を切るよ」

『全部壊して捨てるぐらいでもいいかもしれないわ。まっとうでない手段を使えるのなら、特定の携帯の位置を調べる方法なんてたくさんあるでしょう』

　嘆息が一つ聞こえて、

『森の中からは出ないほうがいいでしょうね。かと言ってその位置もまずい。これから指示する場所で合流しましょう。いろいろ用意していくから少し時間は欲しいけど』

「用意って？」

『今は説明してる時間がないわ。私の視点からも、そっちが言う意味とは別で、まずいことになってるってことだけは伝えておく。油断しないで』

「……よくわかんないけど、わかった」

　通話を終えて、唯ゆい夏かと話していた通り、今まで使っていた携帯を壊した。

　首を傾かしげるシーナに苦笑いする。

「助かったのは本当だ、ありがとう。でも、もうこれは使えないってだけ……エルフがこの場所を突き止める可能性が出てきた。移動しよう」

　シーナはすぐに状況を理解した様子で顔を引き締め、腰を上げた。

　カリンは何も理解していない様子ながら、シーナの動きを見て至極当然といったように自分も立ち上がった。同行する気だろう。

　こちらの視線での問いかけに、シーナは肩を竦すくめて諦めの気配。

　謎が多い。敵か味方かもわからない。メリットもデメリットも計算できない。

　それでも──

　ひとまずは、シーナを殺した少女とまだ一緒に行動せねばならないようだった。
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　急がねばならない。

　通話を終え、唯ゆい夏かは自室の中を往復して素早く準備を開始する。

　そのとき来訪を告げるチャイムが鳴った。反射的に警戒心を身に纏まとうが、インターホンで応答するとその必要はないとわかった。頼んだのを忘れていた。最後のカロリーだ。

　玄関口でピザの配達員から商品を受け取る。

「すみません、遅れてしまって！　いやー、なんか大変なことがあったらしくて、道が……」

「急いでいませんでしたから大丈夫です。これ、お代金」

「はいどうも、ちょうどいただきます。……パーティーですか？」

「そんなものです」

　世間話をしている余裕もない。素っ気なく対応。届けられたピザの山に対しての、ワンルームマンション内の静けさや靴の少なさに矛盾を感じたのかもしれなかったが、配達員は少し怪け訝げんな顔を見せただけで何も言わなかった。過食症の女の噓うそだとでも思ったのかもしれない。それはだいたい合っている。

　ドアを閉めて、その追加のカロリーを腕からさっさと補給。これでほとんど肉の量は通常時くらいにまで戻るはずだ。

　その食事をしながらも準備の手は止めなかった。彼らに必要なものを考えながら、荷物をまとめていく。あちらにも食糧は必要だろう。スライムでなくとも補給は大事だ。それから──

　不意に、どうしてこんなことをしているのだろう、という根本的な考えが頭に浮かんできた。

　甲か斐い甲が斐いしく。手間と労力を使って。頼まれてもいないのに。

（……仕方ないでしょう）

　今までにも何度も繰り返してきた理由言い訳が、また繰り返される。

　益を考えれば、こうするのが論理的に正しい。選択肢はない。

　彼らのためではない。結局は利己的なものだ。

　彼らに生き残ってもらわなければ、それを囮デコイにしている自分の平穏が危うくなるから。

　そうだ、自分がこうやって協力しているのは。

　これから先も彼らに戦い続けてもらうために、仕方のないことなのだ……。
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「焚たき火びの痕跡ですね」

　セリアメアが膝を伸ばして立ち上がりながら言った。

　ＲリボＶルヴの外部カメラを通してでは、彼女が調べていた地面に何があるのか判然としなかったが、元より久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとは彼女の言を疑いはしない。

「どちらに向かったか辿たどれるか？」

「少し難しいかもしれません」

　どこか憮ぶ然ぜんとした表情で、エルフの彼女は果てなく広がる周囲の闇に目を向けていた。認めたくはないが認めなくてはならない、というように。

「私は森のプロですが、この痕跡の消し方を見る限り、あのダークエルフも同等以上のスキルを持っているでしょう」

　どんな分野であろうとも、お互いが達人であれば、少し触れ合っただけでその技術に関してある程度の評価はできるものだ。彼女が見つけた焚たき火びの痕跡も、常人であれば間違いなく見過ごしてしまうようなレベルのものだったらしい。

　千ち紗さ人ひとは少し考えて、今後の動きを決定した。

「まあいい。一度騎士団に戻ろう」

「いいのですか？」

「構わない。現状は、僕たちのほうが絶対的に有利だ」

　実際に対たい峙じした場合の戦闘力差という意味でも。

　その対たい峙じの未来が状況的に決まりきっており、決して逃げられはしないという意味でも。

「そう……これはもはや、時間をかければかけるだけ有利になる、ただの狩りのようなものだ。気長に、慎重に追い続けるだけでいい。そうすれば──いつかは必ず狩れる」

「なるほど。言うまでもありませんが、狩りは得意です」

　害獣であれば特にね、と彼女は薄く笑って付け加えた。
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　練れん介すけの携帯は使用しないことにしたので、正確なＧＰＳ情報を伝えられてもそれを確認する術すべがない。『連絡を取った場所から北西方向５キロメートル先にある小さな池の周囲』とざっくりした位置を決め、そこを唯ゆい夏かとの待ち合わせ場所にするしかなかった。

　木々が庇ひさしになっている目立たない場所を選び、シーナにまた焚たき火びを起こしてもらった。唯ゆい夏かへの目印にもなるだろうと考えてのことだ。そうでなくとも、ある程度まで近付けばお互いに根源魔力で察知することはできるだろうが。

「思い、出しますね。私、最初は、本当に何にもできなかったけど……少しずつ、シーナ様に教えてもらって。火とか起こせるようになって、料理とかも」

「……」

　シーナは無言で焚たき火びの火力を調整しているだけだ。何かを懐なつかしむような目で焚たき火びに言葉を発していたカリンは少し残念そうな様子を見せていたが、ふと練れん介すけのほうに視線を向けて──

　どこか挑戦的に、唇を曲げてきた。

「あなたはシーナ様にそういうの、教えてもらいました？」

「──いや」

　素直に答えると、ふふーん、と彼女は得意顔になって、

「あれ。眷けん属ぞくと言っても意外にたいしたことないんですね。ひょっとして私のほうがシーナ様に近しかったりするんじゃないです？」

「オイ。練れん介すけに絡からむなよ」

　シーナがカリンを睨にらんで言うが、練れん介すけもいつまでも黙っているつもりはない。彼女のスタンス的なものはもうなんとなくわかっている。ならば上下関係ははっきりさせておくべきだろう。

「俺がシーナの眷けん属ぞくになった理由はな。好きだから、だ。どっちが距離的に近いかどうかは、多分はっきりしてる」

「は、はあ？」

　練れん介すけはこれ見よがしに肩をシーナに寄せてみた。さっきの焚たき火びと同じく、あまり寄るなと距離的な牽けん制せいを受けているカリンには不可能な距離感。

「俺はシーナが好きだ。まずダークエルフなのが最高だ。声も好きだ。自由で何にも縛られなくて軽やかなのが好きだ。それから」

「そ、そんなの私だって、当然なんですけど？　シーナ様の素敵なところ挙げる勝負ですか？　だったら受けて立ちますよ！　夜寝るとき寒かったらびっくりするくらい複雑に手足を絡からめて暖を取ってくるところとか、生身の敵なら殴り殺せるくらい筋肉があるのに、どうしてか気の抜けたときは触ると全身ぷにぷにしてとっても柔らかくて気持ちいいところとか──」

「ああ。強いのに柔らかいのが不思議だよな。それも知ってるマジで最高だ」

「ほう……わかりますか。意外とデキますね……」

「あーもううっせーな！　そんなどうでもいい話してる場合じゃねーだろが！」

　シーナがクワッと威嚇してくる──その表情に僅かな照れの色が含まれているのは見逃さなかった。意外とこういうディフェンス力がないところも可愛かわいいと思う。

「練れん介すけにちょっかい出すなって言ったよな。邪魔になったらマジで今すぐ放り出すぞ」

　シーナに対しては生意気な口を利きくこともなくすっと身を退いたカリンだったが、その言葉には小さく頰を緩めた。

「……ふふ」

「なに笑ってんだよ？」

「昔もよく言われたなあ、って思い出してたんです。シーナ様に拾われて、言葉もあまり知らなかったころ、何にもできなくて、ただ後ろをついていくしかできなくて……いっぱい邪魔とか迷惑なことしちゃってたんでしょうね。そのときシーナ様は『今すぐ放り出すぞ』ってよく怒ってました。それでも結局は私が後ろをついてくるのをちらって見るだけで、何もしないで、そのまま一緒にいさせてくれて……」

　また、昔の思い出を懐なつかしむ顔だ。シーナが反応に困った様子で口を噤つぐむと、カリンは改めて練れん介すけに視線を向け、

「まあいいです。とりあえずは。眷けん属ぞくのあなたも、シーナ様の素敵なところを知ってる仲間だってことだけは、わかりましたから」

「……そいつはどうも」

　練れん介すけは曖昧に頷うなずくだけに留とどめておいた。少しでも情報を得ようと、シーナをダシにして少し踏み込んだ会話をしてみたものの、依然として結論は出ない──このハーフオーガの少女に、どれだけ心を許していいものか。

　油断はしていなかった。何があっても対処できるような位置取りはしている。シーナのすぐ隣にいるのも親密度マウントのためだけではなく、いざというときに肉の盾になれるようにだ。

　ただ傍はたから見れば、それはいまいち伝わりにくい事情だったかもしれない。

「さすがは優等生。胸元を開けた女にべったりくっつきながら、別の知らないセーラー服の女子と仲良く話すスキルもお手の物ね」

　驚いた様子はなかったから、シーナは気配に気付いていたのだろう。カリンは──気付いていなかったのか、シーナが平然としていたので気にしないことにしたのか。

　闇の中から静かに現れたのは仏ぶつ頂ちよう面づらのクラスメイト、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かだった。最後に見たときは練れん介すけの身体からだを治療した影響で子供じみた体たい軀くだったのだが、これまでの時間でカロリーや魔力を補給していたのだろう、今はほとんど元の同級生サイズに戻っているように見えた。それでも同年代のクラスメイトと比べれば遥はるかに華きや奢しやで小柄なのは変わらないが。

「シーナ様？」

「あー……こいつは……行商人みたいなものだと思っとけ。利用できるから利用してるって感じの奴やつ。今んとこ敵じゃねぇ」

「ふーん。ひょっとしてあなたもシーナ様の素敵なところを知ってるタイプの人ですか」

　唯ゆい夏かは真顔のまま鼻を鳴らして、

「嫌いなところなら手足の指で数えられないくらい言えるわ」

　カリンも真顔でシーナに視線を向けながら言った。

「──だいぶ敵に近そうですけど？」




　周囲でも警戒しとけそうじゃなきゃ寝とけ、とのシーナの冷たい言葉を受け、カリンはしばらく退屈そうに膝を抱えて周囲の森を見回していた。そしてそれに飽きると、膝を抱えた姿勢のままこてんと横に倒れ、言われた通りに寝息を立て始める。

　これまでの流れを改めて聞いていた唯ゆい夏かがそちらを見て、

「ずいぶん素直ね」

「基本的に、あたしの言うことにゃ逆らわない奴やつだったからな」

「大事なのは、それが『本当に今もそうなのか』ってことよ。あとは、基本的に、の中身ね」

「ンなの知るかよ」

　唯ゆい夏かが持ってきてくれた補給用の携帯食糧をバリバリ嚙かみ砕くだきながらシーナが言った。視線がカリンの寝顔を経由する。

「ただ、あいつはエルフからあたしらを助けた。今こうしてても襲ってこねえ。その事実は事実だろ」

「手駒にする気なわけ？」

　そうはっきり言語化して考えていたわけではなかったが、状況を考えればそういうことになるのだろう。練れん介すけもペットボトルの水で喉を潤しながら頷うなずいて、

「戦力としては必要だと思う。ＲリボＶルヴと生身で打ち合えるパワーは実際のところ捨てがたい。久く瀬ぜたちがどう出てくるにしろ、手札は多い方がいい」

「どう出てくるにしろ、ね」

　その鸚おう鵡む返がえしは意味深だった。肩を揺らして、唯ゆい夏かは深く息を吐く。

「本題を伝えるわ。これを見て」

　ポケットから取り出されたのは真新しいスマホだ。練れん介すけの視線に、

「こんなこともあろうかと──なんて台詞せりふ、実際使うことになるとは思わなかったけど。いざというときのために用意してた別の携帯。初めて使うから、まだ私という個人との繫つながりを特定するには至らないはず。元のは捨てたわ」

　彼女らしい警戒心の強さだ。理屈を考えれば、もう自分たちと唯ゆい夏かの繫つながりは久く瀬ぜたちにもバレているわけだから、そうするのも危機管理的には当然ではある。練れん介すけだけが携帯を手放せば済むという話ではない。

　しかし彼女が見せたいのはその携帯そのものではないようだった。

「ニュースなんて見ていないでしょう？　大騒ぎよ」

　画面に表示されたのは一般的なニュースサイトのトップページだ。一見するだけでトピックが特定の物事に偏っているのがわかった。練れん介すけはすっと心が冷えるのを感じる。

「なんかあたしらの知らねえ面白いニュースでもあんなら口で教えろよ。漢字はまだちっとわかんねーんだぞ」

「……俺たちが知らないニュースは、ないな。知ってるニュースが大人気だ」

　努めて冷静に言った。

『長なが門と南駆動騎士団の襲撃事件』『令和最悪のテロ事件発生か』『輝き獣じゆうが侵入していたとの目撃証言も』『問われる保安態勢』『死亡者、行方不明者多数』『ＲリボＶルヴやＥＦを否定する宗教団体が関与の可能性』──

　そこで報じられていたのは、自分たちがつい数時間前に体験した出来事の数々。関係した者によって、あるいは伝聞によって、記事は次々と更新され、文字と写真によって鮮烈に大事件が描き出されていく。明確に間違っているデマも中にはあったが、大半は不完全ながらも正しい情報で構築されているようだった。

　その第三者からの視点による報告の数々で、練れん介すけは初めて、セイレーンが為なしたことを──そして自分たちが触れたものを客観視する。

　多くの人が、死んだ。

　多くの建物が壊され、燃え、ＲリボＶルヴも破壊され、輝き獣じゆうが暴れ、そしてやはり──人が死んだ。

　それは自分たちの世界の中だけの話ではなかったのだ。異世界から来た人外の魔マ術ギ種スたちと、その眷けん属ぞくが織り成す戦争の中だけの話では。

　戦争に参加しているのは、自分たちだけではなかった。

「…………」

　息苦しさは生まれたが、飲み込む。

　知ったことか、という思いが練れん介すけの中にはある。そうでなければ戦えなかった。ここに座っていられなかった。かろうじて生死を意識していたとすれば、それは白衣に眼鏡の、血縁のある一人の女、二番目に大事なものぐらいが精々だった。

　だから、自分には何を想おもう資格もない。何を悼いたむ資格もない。

　練れん介すけは目を細めて記事をスクロールさせるだけ。その横から唯ゆい夏かの小さな手が伸びた。

「一番見てほしい記事はこれね。読むべき面白いデマもあるんだって初めて知ったわ」

「……これは」

　眼球が固定される。その記事はおおよそにおいては他のものとさほど変わりはなかったが、最後に──けっして見過ごすことのできない一文が、あったのだった。




《関係者によると、この宗教団体「導き手たる光」の行動に何らかの関与をした疑いで》

《ある騎士校の生徒を重要参考人とし、その行方を捜索中だという情報が──》




　練れん介すけは夜空を見上げた。

　ついに来たか、と。

　その広く暗い世界に向けて、頭頂部から何かが放散していく感覚があった。陸地と繫つながっていた舫もやい綱づなが解かれたような、一応の拠より所どころにしていた基準点が失われてしまったかのような──自分の中に残っていた『確かなもの』の消失。

「あなたはついに社会を敵に回した。逆に言えば、向こうは社会を味方にしたってこと」

　唯ゆい夏かの声は静かだった。

　あくまでも冷静に。向かい合わねばならない数式をただ読み上げるように。

「それに比べてこっちにいるのは、半はん端ぱな魔マ術ギ種スたち──スライムとオーガの食べ残し。さて、どうすれば太刀打ちできると思う？」
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　ぱちぱちと焚たき火びが小さく爆はぜている。

　他に聞こえるのは夜の森に住まう生き物たちのざわめき、微かすかな風で木の葉が揺れる音……そして、ハーフオーガのセーラー服少女の寝息。

「つまり、街に戻ったら捕まっちまうかもってこったな？」

「そういうことになるかな」

　今後の方策に頭を巡らせつつ、練れん介すけは渋い顔で答える。するとシーナはからからと笑った。

「オイオイなんつー顔してんだよ。額にシワ寄りすぎだろ。ンなのたいした問題じゃねえぞ」

「そう……か？」

「そうだぞ。ならしばらく街に戻らなきゃいいだけだろ」

　あっさりと言った。

「あたしが何回向こうの世界でそんな状態になったと思ってんだよ。つーかそういう状況のほうが多かったっつーの。基本的にお尋ね者だからな、ダークエルフは。街の騎士団やら自警団が本気になって追ってくるっていうなら、離れたところでテキトーにやってりゃいいだけだ」

「ほとぼりが冷めるまでこのまま山で暮らすってこと？」

　膝を抱えた唯ゆい夏かが言うと、

「だって昨日までと変わんねーだろ。テントとかはねーけど、だいたい一緒だ」

　セイレーンの操る輝き獣じゆうが襲ってきてもいいように、ここ数日は人ひと気けのない場所でテント生活をしていたのだ。それを少し延長するだけだと言われればそうかもしれないが。

「むしろついにあたしのテクが披露できるってなもんだ。お前らの野外活動は快適だけど工夫がなさすぎる。まあ任せとけよ、寝床も食い物も心配はいらねーから」

　何の気負いもない、いつも通りの彼女だった。飄ひよう々ひようとして、余裕を失わず、全身全霊で自由で、軽やかだ。それはその顔を見ている練れん介すけにも伝でん播ぱし、胸中の重苦しい何かの密度を自然と薄める働きを果たす。

「そう自信満々に言われると、マジでキャンプの続きをしてればいいだけな気がしてきたな」

「ちょっと朝倉くん……」

　眉根を寄せて口を挟もうとした唯ゆい夏かに、シーナはへっと鼻を鳴らした。

「バーカ、お前もだ。全部深刻に考えすぎなんだよ。とにかく今日はもう寝とけ。とりあえず体力は回復させなきゃなんねーだろ。周りの警戒はあたしがしとく」

「……」

　練れん介すけと唯ゆい夏かの視線を受けながら、シーナはぺきりと小枝を折り、焚たき火びに追加。

「本当に大丈夫だっての。こんなことはいくらでもあった。ただ森で暮らして、腹が減りゃ獣とか獲とって、焼いて食べて。喉が渇けば水飲んで、眠たくなりゃ寝て……生きるってのは意外に大変だが、それと同じに、意外とシンプルにいけるもんでもあるんだぜ」

　彼女が言うならそうなのだろう。

　そして自分の願いは彼女と共にいることだ。ただそれだけだ。だから周囲の状況がどうなろうと、その望みさえ叶かなっていれば問題はないのだと思う。ただ一点、練れん介すけが練れん介すけの立場から気にするべきことは──

　それが、シーナの望みにも叶かなっていることなのかどうか。

　快楽主義的なダークエルフとして、何かを我慢しているものでないのかどうか。

　だから聞く。

「それは……シーナにとっては、楽しいことか？」

「ん？　もう飽きた暮らしじゃねえのかって？　わかってねえなー」

　シーナはにやりと笑って、

「最近は、お前がいりゃ何でも新鮮で楽しいよ。わりとな」




　その答えがあれば、他には何もいらなかった。







[image: ]
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　夢を見ていた。

　覚えていない、意識して思い出すこともできない『生まれた場所』というものも見えた気がするから、夢というのは不思議なものだ。洞窟だったかもしれないし集落だったかもしれない。見てはいたがそれを認識する自我がそこにはなかった。

　一番古い記憶は檻おりだ。気付けば狭い一人用の檻おりに入っていた。だからそれが世界で、家。そのどちらの概念もあとで知ったものだったけれど。いや、全てがそうだった。自分は檻おりの中で成長した。その意味では自分は動物だったのかもしれない。知性のない獣と一緒だったのかもしれない。

　エサは飢え死にしない程度の分量と頻度。それでも別の檻おりに入っていた生き物が自然に動かなくなっていることはよくあった。瘦せすぎると価値が落ちると飼い主たちがぼやいていたこともよくあった。それでも何も変わりはしなかったから、結局その程度の価値しか求められていなかったということなのだろう。

　教育があった。ほとんど檻おりの中だったが、ごく稀まれに外にも出された。でも外は怖かった。痛くて気持ち悪い物事しかなかった。商品価値がどうこう。上う手まくできなければ折せつ檻かんがあったから必死で頑張った。いろいろなことを覚えた。舐なめるときに歯を当ててはいけない。

　でも実際は上う手まくできてもできなくても折せつ檻かんはあった。教育の時間とあまり変わらない、折せつ檻かんの時間。痛みの比率がほんの少し多いというだけ。自分はどうやら他の子たちより頑丈なようだったので、いろいろなことをされた。殴おう打だ。汚物。痛み。挿入。目玉をぽろりと零こぼして動かなくなった隣の檻おりの子を見て、いいなあ眠れて、と思ったことがあった。

　それが世界。

　檻おりを中心とした自分の世界。

　自分にとってはそこが全てで、そこしかなかった。

　けれど不思議なことに。他の何も知らないというのに。

　嫌だなあ、という思いだけはずっとあったのだった。檻おりの中にいることは普通ではなくて、嫌なことで、それが当たり前のことではないのだと──何な故ぜか、知っていた。似たような境遇の子の中にはずっと笑っていて檻おりと教育と折せつ檻かんの暮らしを楽園のように受け入れて暮らしていた子もいたが、どうしてか、そのようにはなれなかったのだ。その子は笑い声が耳みみ障ざわりだという理由で折せつ檻かん中に馬ば糞ふんを戯たわむれに喉に詰め込まれて笑顔のまま幸せそうに死んだ。

　その子のようではなく──そうなってもおかしくはなかったのに──

　自分は、従順に、それでも嫌だ嫌だ嫌だと思いながら、『別』『他』『外』……言葉としては知らないそのような概念を求めていたのだ。

　自分の世界檻ではない何かを。何ど処こかを。──誰かを。




　夢は飛ぶ。

　衝撃。世界である檻おりが置かれていた馬車が。檻おり自体がぐるんぐるんと回って、勿もち論ろん自分の目も回って、色んなところに叩たたきつけられて、周囲が騒がしくなって、気付けば檻おりの中の同類たちは皆動かなくなっていた。

　そのときはまだ、檻おりの中で跳ね回って身体からだをぶつけたのは痛かったから、また表情を変えずに思うだけだった──嫌だなあ、と。枷かせが歪ゆがんで外れて、気付けば檻おりの外に這はい出でる形になっていたが、檻おりの外に出るのは折せつ檻かんや教育と同義だったから、同じだった。嫌だなあ、と。つまりそこはまだ、自分にとっては『外』ではなかった。

　けれど、次だ。この瞬間は何度夢に見てもいい。

　幌ほろが開いて、控えめな光が差し込んできたとき。

　そこにいたのは──見たこともないような活力を身体からだに具そなえた、目に力を湛たたえた、褐色の肌をした誰かで──

　それは自分を飼っていた者たちとも、今まで見たことのある誰とも違っていて。

　だから、『別』で、『他』だった。

　だから、思わず手を伸ばして、マントの裾を摑つかんでしまった。

　それが振り払われたのかどうかはよく覚えていない。

　ただ、痛くはなかったことだけを覚えている。

　そこから先に痛みがなかったことだけは覚えている。

　つまりそれは。

　新しい、『別』だった。『他』で『外』だった。今までの世界では考えられなかった──『違うもの』。はじめての、嫌ではないこと。

　こちらがいい、と思ったのだった。

　だからただそれを追いかけて、すがりついて、求め続けた。何度拒絶されても。怒鳴られても。今までの折せつ檻かんと比べればそれは全然嫌ではなかったから。




　結局のところ──そうして切り替わったのだ。

　そこから、自分にとっての世界は『彼女』になった。
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　薄目を開ける。

　少しだけ夜闇が薄まっているような気がしたが、夜はまだ明けていない。真ん丸な蒼あおい月が浮かんでいるのが木々の隙間に見えた。脳の奥をその光が淡く撹かく拌はんする。

　いくつかの寝息。微かすかに燻くすぶる焚たき火びの音。

　カリンはむくりと身を起こした。そう、自分はカリン。彼女がつけてくれた名前。

　探すのはもちろん、世界だ。自分にとっての全て。こんなところで出会えるとは思っていなかった、幸運の結晶。

　焚たき火びの近くで、自分の片腕を枕にして、目を閉じて寝ていた。

　ああ。

　きらきらとした髪。目立つけれど不思議に闇にいるときは溶け込んで、彼女にとっての敵を排除する邪魔にはならない。触るとさらさらで、鼻を近付けると日向ひなたの匂いがするのを知っている。長い睫まつ毛げ、つんと整った鼻、尖とがった耳はそのときの気分でぴくぴくと動く。

　大きな胸は触ると柔らかくて、懐炉代わりに仕方なさそうに抱きしめられて寝るときがとても好きだった。彼女が起きるまで脱出することなんかできなかったけれど、それは冷たい檻おりとは全然違う、温かく心地ここち好よい不自由。太ふと股ももやお腹なかや腕も一緒だ。

　勿もち論ろん、普段何もないときに自分から近付いても、うざいと押おし退のけられることが多かった。自分が勝手についていっていただけで、能動的に彼女が自分を飼ってくれていたわけではなかった……気がする。

　でも、今はどうだろうか。こんな特別な状況であれば、少しぐらい積極的にいってもいいかもしれない。うざいと押おし退のけられても今まで通りで懐なつかしくて嬉うれしい。損はない。

　かつてそうしたように、寝ている彼女にこちらから触れるべく、こっそりと近付いていく。

　そこで、彼女が枕にしていないほうの腕が、同じように寝ている眷けん属ぞくの男の頭を乗せているのを見た。かつて自分がそうされていたように。

　眷けん属ぞくの男が言っていたことを思い出した。好き。好き？　考えたこともなかった。自分なんてそれ以上。世界なのに。

　だから示してやろう、と思った。いい機会だ。どう示すべきか？

　空を見上げて少し考えたら、丸い月が答えを教えてくれる。やっぱりそうすべきなのだろう。自分の望み、欲求、願い、夢。それは彼女だ。彼女だから、こうしたいのだ。

　そうして──尊いものを見るような微笑ほほえみで、心から愛いとしいものを慈いつくしむような目で。

　カリンはかつて自らが折り取った角を虚こ空くうから生み出し、握ったそれを媒介にして、長大なる角斧に変化させた。

　わくわくと振りかぶったところで、視線が合う。

　地面に寝転んだ姿勢のまま、シーナは犬歯を剝むき出だしにして笑っていた。

　その獰どう猛もうな笑い方も、好きだった。

「お前はアホか。目を閉じてるからって寝てるとは限らないぜ？」
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　背中に広がる地面の硬さを利用するように、カリンの腹部を蹴り飛ばす。凶悪な斧おのを出したのと同じタイミングで、その姿はセーラー服ではなく元の布の服に戻っていた。

「起きろ練れん介すけ、ユイカ！　ついに本性出しやがったぞ！」

　自分はカリンを誘うために寝たふりをしてみただけだが、二人も元々浅い眠りだったのだろう、すぐに目覚めて体勢を整えた。

　蹴りはまともに入ってそれなりに間合いを広げられたが、あの巨大な斧おののリーチは長い。加えて言えば、ＲリボＶルヴとエルフから逃げたときに見たカリンの体捌さばきは素しろ人うとのものではなかった。油断できる距離感とは言えない。

　限度が読めない、未知の運動能力。自分が知っているのは鈍くさく後ろをついてくる姿だけだ。言葉少なく、他に何もないのだというような眼まな差ざしで、懸命に足を動かしていた姿だけだ。

　改めて胸中に刻み込む。あれは自分が戯たわむれに助け、子犬のように後ろをついてくるに任せていたハーフオーガの子供ではない。

　オーガという魔マ術ギ種スの代表で、自分を殺した者だ。

「シーナ様は……ぶっきらぼうで、つっけんどん、でしたけど。痛いことはしませんでした。だから今のも痛くないんです。うん。そう……痛くないのは、幸せ、です」

　カリンは微笑でそんなことを呟つぶやいている。だが瞳の焦点は曖昧で、正気かどうかも定さだかではなかった。

「シーナ……どうなってる？」

「さあな。とにかくやっぱあいつは敵だ。あのまま寝たふりしてたら間違いなくぶった切られてたぜ。また、な」

「最初からそれほど信じてたわけじゃなかったけど。弱点とか戦い方の情報は？」

　唯ゆい夏かの言葉に鼻を鳴らす。

「あいつ個人の話なら知るわけねぇ。あたしが死んだあと──殺したあと、一人前になって、種族の代表になれるくらいの使い手になったってことだろうからな。わかんのは一般的なオーガの戦い方だけだ。基本は肉弾戦で、とにかく力で押してくる。知らねー魔術使ってくるあいつも……タイプ自体は変わんねぇ気がする、な！」

　命を狙う者に手加減はしない。基本装備の弓を虚こ空くうから生み出し、カリンに向けて撃ち放った。ぼんやりしていた彼女が小さく顎を上向かせ、

「魔術……魔術？　そう、私の、手に入れた、力……《疾き瑠璃色のゲルダウインドブロウパワー》」

　斧おのの形状が変化した。全体的にはより流麗に、刃の中程にはなぜか中抜きされた空白。その斧おのが手元で軽く一回転されると、矢は全てその斧おのの前に防がれた。触れていないものまで弾はじき飛とばされていたから、周囲の風を巻き込んで動かすような力を持っているのかもしれない。

「ふん。ま、そうは言っても、ちったあバリエーションもあるか」

　カリンが自分の額、折れ残った角を撫なでるようにしながら頰を緩めた。

「えっ、褒められました……？　そうなんです、私、頑張ってるんです。シーナ様、見てください。見て……」

「褒めてねえ」

　本来のオーガは二本角で、折れても再生するという話だったから、あの治っていない一本だけの折れ角は、半分しか血を持たないカリンだけの特徴だろう。オーガの社会では蔑視に値するような特徴ではあっただろうが。

　そのやりとりに改めて何かを感じたか、カリンはこちらを見ているような見ていないような判別のつかないその目のまま、ぶるりと背筋を震わせる様子を見せた。

「うわあ、シーナ様だ、シーナ様と話せてる。嬉うれしい。わがまま言っていいですか。やっていいですか。久しぶりに会えたらやりたいことがいっぱいあったんです。うん、たとえば……一緒に遊んでほしいです、とか」

　刹那に踏み込んできた。矢で牽けん制せいしながら後退しようとする──

「セイレーンとやりすぎて遊び疲れてんだよ！」

「ずるい！」

　が、カリンの動きは想像よりも遥はるかに速かった。速すぎた。風に乗っているかのような速度。矢は足止めにもならず、打ち払われ、みるみるうちに間合いの中に──

「シーナ！」

　練れん介すけに突き飛ばされ、間一髪避ける。代わりにそれを為なした練れん介すけの手首から先が飛んでいた。

「邪魔」

　カリンの興味なさげな目が練れん介すけを捉え、斧おのがさらに軽やかに練れん介すけの首を刈ろうとした瞬間、その後ろから何かがカリンの身体からだに巻き付いた。唯ゆい夏かがその身を変じさせて投じたロープ……いや、金属製のワイヤーだ。摑つかんで引き寄せられる危険性は冒さず、切り離して手近な木の幹に他方の端を巻きつけていた。一本だけではなく二本、三本。

「でかした、そこのパンくらいなら駄賃でくれてやるぞ！」

「あなたの歯形がついてる食べかけなんだけど。遠慮するわ」

　シーナは練れん介すけと共に地面にしゃがみ込んだ。今のうちだ。




　──根付き、息吹け、我が森よルート・ブリーズ・マイデイア。

　──闇者へ、忌者へ、福音たれウエイスト・アンフオーギヴン・エンダーク。

　──葉繁り、肥立ち、季は巡るグロウス・ブロウズ・リンカーネイト。

　──果てに、種木は、より靱くエンド・ナーサリー・エンリヴン。

　──芽吹き、息吹け、新しき森バツド・ブリーズ・マイデイア──




　慣れたために速度が上がっている。セイレーンたちの根源魔力を得て原動力に余裕が生まれていることも大きいのかもしれない。

　大地と接続された練れん介すけが精せい霊れい樹じゆへと変じ、その蔦つたや枝がシーナの身体からだを這はい包み、お互いの温度を感じあい──発芽。新しい練れん介すけの形となった精せい霊れい杖じようを引き抜き、シーナはダークエルフ本来の姿と力を取り戻す。

　それは言い換えれば、あちらの世界での『普段の姿』に等しい。

　カリンは曖昧な視線のまま、半開きの口で吐息のようなものを漏らした。

「あ……シーナ様、だぁ……すごい、すごい。そう、そんな感じで、幌ほろを開けて、立ってて、私を、見ていて……助けてくれて……」

　戯たわ言ごとを聞くつもりはなかった。

　相変わらずカリンの意図やその状態はわからない。正気かどうかも、それが一時的なものかも永続的なものかもわからない。それでも迷っている余裕がないのは確かだった。

　戦力として利用できないうえに、こちらの命を脅おびやかす可能性があるのであれば。

　たとえ過去にどんな接点があった存在であろうとも、自分は──

　悪辣で無慈悲なダークエルフは、それを排除できる。

　ずっとそうして、生きてきたのだから。出し抜いて欺いて盗んで、その結果の正当なる恨みを買いながら、悪意と敵意の中を泳いできたのだから。

　一人で。

「シーナ、何を使う？」

「そこの焚たき火びの灰で行こう。残り火で燃えたら池に投げてやるから安心しろ」

「そいつは朝の目覚めに丁度いい。気持ちよさそうだ」

　そんな軽口を叩たたきながら、精霊杖の石突を燻くすぶる灰の中へ。ああは言ったが燃え移らない確証はあった。練れん介すけをそんな危険に晒さらしてたまるか。

　そこにいたのは灰の暗霊──燃え尽きた命なき灰たちの声を、掬すくい上あげる。

「《灰の精霊に命ずる／身を寄せ合いて記憶を念えアツシユスピリツト・クラウドアナムネシス》！」

　現れたのは人間大ほどの体積を占める灰の集まり。それらは灰がその発生において必ず経由した母、炎の記憶を覚えている。すなわちその灰たちは、シーナの意一つで燃焼爆発へと至る起爆雲だ。風に乗りかなりの速度で、そして自由な方向から、さらには武器で打ち払うこともできない広がりを持って、致死を導く灰の雲がカリンに向かって流れていく。

「ああ──シーナ様は、そうやって殺してくれたんですね。痛くて苦しくて気持ち悪いことしかしなかった私たちの飼い主たちを。ここで実感できるなんて不思議。新鮮。嬉うれしい、嬉うれしい、嬉うれしいッ！《雄々しき巨軀のグシオンアンチエインドパワー》！」

　避けられるタイミングではないと思えたが、カリンは強引に自らの魔術を発動した。筋肉の鮮烈な隆起。斧おのの重厚な変化。彼女の身体からだ自体が一回り大きくなったように思える。

　忘れていたわけではない。ただその意味をシーナは実感を持って理解してはいなかった。あれは久く瀬ぜのＲリボＶルヴと真正面から撃ち合っていた形態。すなわち今のカリンは、ＲリボＶルヴに匹敵する瞬間筋力を保持しているに等しい──！

「うう……あああああ！」

　単純な力任せも、過ぎれば異様。ワイヤーで拘束されていた身体からだの内側から筋肉が躍動する。唸うなり声と共に彼女が身を捩よじらせると、スライムによって再現されていた金属製の拘束具は耳みみ障ざわりな異音で千切られ、それどころか唯ゆい夏かが重石おもしとして接続していた木々の幹すら張力に対応できずに砕けた。あるいはその根が大地から引きずり出された。

　だが身の自由を得たとしても灰の起爆雲の対処は難しいはずだ。斧おので力任せに薙なぎ払はらっても、風や空気を防げるものがいないのと同じ、移動自由度の高い雲は必ずカリンの元に辿たどり着つく──その予想すらも筋力の前に打ち砕かれた。

　カリンは肉厚に変じたその斧おのの刃を眼前の地面にぶち込み、大量の土砂を中空に巻き上げたのだ。砂でもなく土でもなく、それはほとんど地面そのものが一塊になって抉えぐれたような形。だからそれは灰の起爆雲を物理的に飲み込み無効化した。シーナは舌打ちする。

　持ち上がったその土砂が重力に引かれ落ちると、瞬間的に土煙が発生。計算したかどうかは定さだかではないが、一瞬、カリンの姿が見えなくなる。警戒して間合いを開けようとする──いや、威圧感の方向が違う。狙いは別だ。

「邪魔されるとうざいんですよ。あなたはシーナ様じゃないから。痛かった、苦しかった、縛るなんて！　何が楽しいのかわからない！」

「……！」

　土煙の向こうに見えたのは、唯ゆい夏かに対して間合いを詰めるカリンの姿。唯ゆい夏かは暴れ回っていたワイヤーや木々を避けたためか、体勢を崩していた。そこに繰り出される角斧の一撃。

「委員長！」

　手中で練れん介すけが息を吞のむのがわかった。まあそうだろう。斧おのに薙なぎ払はらわれ、顔見知りの腹から上と下が分離する様はそうそう見るものではない。驚くのも普通のことだろうから許す。唯ゆい夏かの下半身はその場で崩れ落ちるように倒れ、小さな上半身は回転しながら吹き飛んで別の木の幹にぶち当たった。奴やつの肉体はスライムだ、単純な斬撃には強い。根源魔力に干渉されていなければ死んではいないはずだが、戦闘参加はもはや不可能だろう。

「シーナ様！　邪魔者はいなくなりましたぁ！」

　自由を得たカリンが改めて近付いてくる。

　やはり焦点の合わない瞳で、けれどもこちらをしっかりと見て──笑顔で。

　ああ。かつて寝ている自分を襲ったときも、あいつはあんな顔をしていたのだろうか？

「《灰の精霊に命ずる／熱き光虫舞い踊らせよアツシユスピリツト・フローテイングルミナス》」

　忘れろ。今は自分が死なないことだ。

　馬鹿でかい凶器の斧おのを手に、嬉うれしそうに駆け寄ってくる敵を排除するだけだ！

　灰で作られた、爪の先ほどの小さな虫を無数に生み出し、周囲に展開。その数百匹の灰虫たちはそれぞれが部分的に赤い光を湛たたえている──それは『放たれる前の熱線』のようなものだ。収束された熱の点。触れれば肉や鉄を穿うがつ熱量を具そなえた灰が、まさに羽虫じみた不規則な軌跡を見せながら空間を制圧する。

　一つ一つの威力は比較的低いが、目や脳などの急所を貫けば効果はあるだろう。今は結界のようにこれを広範囲に配備することが重要。無策で近付いてくれば急所狙いで殺到させるだけだし、武器で打ち払えるものではないだろうし、さっきのように斧おので大地を捲めくり上あげても一部分しか防げない。その隙をついて別の灰虫たちに横手から攻撃させればいい。

　どう出る、カリン？　黙って自分の後ろをついてくるだけだった愚鈍なハーフオーガが、どれほど賢い手を思いつく？

　行く手を塞ぐ灰虫たちの群れの前で、カリンは一旦足を止めた。

　小首を傾かしげるようにしてから、

「《怯懦の遠きテスローハーリングパワー》」

　変化はカリンの右腕のみに対する筋肉集中。ひどく歪いびつな形。それは斧おのもだ。柄が中途からねじ曲がり、その曲がった柄に沿って、刃の部分が前後に長く伸びていく。

　そうしてカリンは、三角形に近い形状になった、その細い斧おのを。

　ただその動きをするためだけに特化した形であろう、膨らんだ右腕で──

　投擲してきた。

「シーナ！」

「っ──!?」

　回転しながら飛来してくる死の三角形。灰虫たちでは押し止められない。その隙間を潜くぐり抜ぬけてくる。咄とつ嗟さに身を躱かわそうとしたが、それを想定していたかのように、空気を摑つかんだ投とう擲てき斧おのはぐいんとカーブを描いて。

　掠かすめたシーナの左腕を圧倒的質量で斬り飛ばした。

「くっ……そ、があっ……！」

　回避動作がなければ首が飛んでいたかもしれないし、左腕を犠牲にしていなければ精霊杖練介が真っ二つになっていたかもしれない。

　三角の投とう擲てき斧おのは大きな弧を描き、カリンの元に戻っていった。効果がなかったとはいえ、接近を防ぐ灰虫の布陣を解くわけにはいかない。第二投にも警戒が必要だ。左腕が疼うずく。

「シーナ、大丈夫か」

「拾えばくっつく。たいした問題じゃねえ。クソが」

「……甘くみないほうがいい。シーナが昔に知ってる相手とは、多分……」

「わかってンよ」

　魔術戦なら分があると踏んだが、最初の一撃は無効化され、スライムはやられ、向こうは無傷で、こちらは血を流している。

　認めるしかない。あれは自分の知る子犬のようなハーフオーガであるのかもしれなかったが、それと同時に、この戦争で戦うための力を持っている確かな魔マ術ギ種スでもあるのだ。

　しかも──強い。

　細やかさなどは感じないが、それを補ってあまりある、単純ながら圧倒的な力を持っている。小細工や精神系が得意そうだったセイレーンとは相性が悪いだろうが、それ以外の相手であれば、その力のみで容易たやすく叩たたき潰せるほどの。

　足音。圧力。

　カリンの微笑の表情は変わらない。何をしても。そこだけは、昔とは違っていた。自分の後ろで怯おびえたり慌てたり安あん堵どしたり、言葉ではなく表情で胸中を表していたころとは。

「──気味悪いな。あたしを殺したいなら殺したいで全然いい。そういう奴やつらはマジで多い。あたしがお前を助けたって思うんならそれも勝手だ。何度も言った通り、あたしにゃ金目のモン奪ったところにいた犬コロが勝手についてきたって感じだけどよ。だけど──両方同時にやんのはヘンだろ。矛盾してっぞ。顔か態度か、どっちかに合わせろよ」

　手を考えろ。息と体勢を整えろ。眼前にいるのは、脅威だ。

　時間稼ぎのようにシーナが言うと、カリンは再び小首を傾かしげた。

「矛盾、してますか？　そんなはずありません。私を助けてくれたシーナ様は私の全て。私の全てはシーナ様から始まりました。私は私だから、ごく普通にこうしてるだけですよ。今だって、あのときだって……あのとき、だって──？」

　自分が口にした言葉が何かの引き金になったかのように、不意にカリンは足を止めた。ここに至り、初めて微笑ほほえみが消える。今までよりも少しだけ開かれた目。虚こ空くうを見つめて、何かを次第に思い出していくかのように、その瞳に別の色が加わっていく。

　訪れたのは、世界が停止したかのような一瞬だった。

　こちらは動けない。左腕の痛み。これから行使すべき魔術のあらゆる可能性。精霊杖と化して共に在る練れん介すけ。唯ゆい夏かの状況は知れない。

　カリンは動かない。こちらを抹殺可能な純粋なる力を持つ魔マ術ギ種ス。自らの中にあった何かに気付き、あるいは思い出し、今まさに何ど処こかの地点に辿たどり着つこうとしている。

　だがその全てが停止した時間は、大いなる世界自身の手によって、唐突に終わりを告げる。

　否定しようのない、世界の動き。

　ちょうどそのとき、明るんでいた空の彼方かなたより、明確な陽光が射さし込んできたのだった。

　朝。夜明け。太陽の訪れ。

　それは曖昧な事象でありながら、明確に幾つもの意味を持っていた。

　一つの『区切り』であることだけは確かだった。

　だから不思議ではなかったのだ。




　全てを見渡していた何かが、それを『区切り』にして、行動を起こしたのも。
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　──根源魔力を持つ者、根源魔力に接続されている者たちよ。




「な……？」

　頭の中に、不意に声が響く。練れん介すけは困惑した。

　それは確かに意味を持った言葉で、声。けれどそれがどんな声かがどうしてもわからなかった。男なのか女なのか。低い声なのか高い声なのか。それすらも。

　ただそれが絶対的な『情報』として、自分の中に直接届けられているということだけはわかった。未体験の感覚に認識が暴れ回る。異常な情報伝達に細胞が困惑する。自分という概念が戸惑い軋きしみ、激しい頭痛のような不快感を伴って暴れた。

　精霊杖自分を握る片腕のシーナも、はっと目を見開いていた。彼女にもこの声は届いているのか。

「こいつは……この声……？　わかんねーが、この感覚、だ。覚えがあるぞ」

「シーナ？」

「こっちの世界に来たとき。目覚める直前。あたしらに状況を伝えてきたのは、こんな感じの声だったような気がする。ああ、そうだ、つまりこいつは──」

　シーナは犬歯を剝むき出だしにして、虚こ空くうを睨にらみつけるようにしながら言った。

「神の声だ」




　──最終局面に至ったと判断し、情報開示を行う。

　──現時刻、現世界において、存在している魔マ術ギ種スは以下の通り。

　──エルフ、ダークエルフ、スライム、オーガ。

　──提示するのは種別だけであって、量は提示しない。

　──これらの情報は部分的に上位獲得者に開示されたものである。

　──以下は勝者の報酬に関する新規情報である。

　──勝者には種の繁栄を可能とする《世界》が与えられる。

　──この開示により、我は迅速なる終着を望む。

　──故に。戦え。戦え。戦い、勝ち取れ。

　──汝なんじらの種の強さを示せ。

　──世界を担になう者たちの姿を、見せよ──




　どこかに吹き飛んでいた現実感が、やはり吹き飛ばされたように戻ってくる。杖つえの身体からだでも感じる吐き気。悪お寒かん。五感全てが捻転を起こして現実に酔っている。今の直接的な声らしきものはそれほどまでに異様な体験だった。

　シーナは眼光を爛らん々らんとさせながらうずくまっている。それはカリンも同じだった。いや、彼女はさらに頭を抱えて、首を横に振っていた。

「なにこれ……痛い、痛い、気持ち悪い。世界？　私の世界は、シーナ、シーナ、なのに……嫌、痛いのは──いやぁっ！」

　彼女はそんな悲痛な叫びを上げると、よろよろと立ち上がってあらぬ方向に走り去っていった。先程から様子がおかしかったが、それに輪をかけて自分というものを見失っているように見えた。あの神の声のせいか。あれは確かに自分の内面に直接的に襲いかかるような不快な体験だった。自我が、五感が強引に撹かく拌はんされ、圧倒的な立場からの力で無遠慮に犯される感覚。それが彼女の精神に混乱を与えたのかもしれない。

　しばらく身構えていたが、戻ってくる気配はなかった。

　ひとまずは窮地を脱せた──か？

「やれやれ、神の野郎め。どういう告知タイミングだ？　気き紛まぐれか最初から決めてたのか知んねーが、おかげでラッキーなことになっちまったぞ」

「こういうのは、今までになかったことだよな？」

「当然だろ。どうやら……マジで決着は近いみてえだぜ」

　襲ってくる前に久く瀬ぜが伝えてきたことは正しかったようだ。エルフたちがそう動き出した理由。生き残っている魔マ術ギ種スは残り少ない。ああ、もう全てが、見えている──

　ざっ、と軽く砂が擦れる音。

　見ると、朝日の中に唯ゆい夏かが立っていた。腹部で横に両断されたせいか、今はヘソ出しのようなあられもない格好になっているが、身体からだ自体は元のサイズだ。動けているならほっとした。俯うつむき加減で前髪が顔にかかっており、表情はよく見えない。

　数呼吸の間があって、彼女は口を開いた。

「言っておくことがあるわ」

「委員長……？」

　その声のトーンが今までに聞いたことがないものだったから、練れん介すけは怪け訝げんに思った。

　だが彼女は構わず続ける。

　視線を合わせないまま──静かに。

　けれども、一音一音、はっきりと。




「私はもうあなたたちを手伝えないし、一緒にはいられない。お別れよ」
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　横よこ薙なぎの衝撃。自らの意思とは関わりなく訪れる、唐突で理不尽で一方的な〝何か〟。

　身体からだを上下に分けられて、べちゃりと惨みじめったらしく地面に叩たたきつけられて、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かは思い出す。

　ああ。これは、あのときと同じだ。

　ある日の路地裏。日が沈んだばかりの学校帰り。いつものように自分と他人との違いがたまらなくなって、そのたまらなくなったことがたまらなくなって、食べて、食べたくなくなって、誰もいないところに行って自分の指を喉に突っ込んで吐いていた。

「ブハハハ。勿もつ体たいない。愉快なる、歪ゆがんだ食欲の味だ。我が、食べ方を教えてやろう、か？」

　声のほうを見たら、尋常ではないフォルムの人影が立っていて。近付いてきて。逃げようとしたけど間に合わなくて。転ばされて。手が伸ばされて。そうして首がごきりと異音を立てるまでの間──自分は、何を感じていたのだったか。

　寂しさ、だ。

　必死にしがみついていた場所せかいから、自らの意思でなく強制的に振り落とされる感覚。

　自分が終わる予感というものは、唯ゆい夏かにとっては、そういうものだった。

　だから怖おぞ気けがするほど寂しくて、涙を流して、もがいた。

　嫌だ。嫌だ。嫌だ。〝ひとりぼっち〟になりたくない。なってしまうのは、嫌だ。

　そうだ、そうならないために、みんなと一緒になるために、食べて、食べなくて、目立たないように、頑張っていたのに。どうして──？

　その疑問に対する空虚。

　冷たく訪れる、無慈悲な孤独の接近警報。

　自分というものを、世界というものを一方的に完全に包み込む流れ。

　死という、特別な〝ひとりぼっち〟の予感を、唯ゆい夏かは思い起こさざるをえなかった。

　あのときは実際に死んで、今は辛かろうじて核は無事という違いはあるが。

　身震いが漏れるのは同じだ。〝ひとりぼっち〟への恐怖が暴れ回るのは同じだ。

　みんなと一緒、彼と一緒に頑張れるクラス委員長であるという仮面が崩れ、情けなく泣き叫んでしまいたくなる。でも嚙かみ殺ころせ。今はまだ大丈夫なのだから。孤独に死んではいないのだから。立て直せ、化け物。這はいずって探して、下半身の肉と合わせればすぐに元通りだ。

　そうして、いつも通りに戻ろう。普通に戻ろう。

　ベッドの中で夢を見たときと同じだ。孤独に最悪に近付いてしまったあのときを思い出して跳ね起きて、がたがたと震えて朝を待っているときと同じだ。

　これからのことを考えろ。まだ、自分は、〝ひとりぼっち〟じゃない。化け物の主人一匹だけでも〝ひとりぼっち〟よりはマシと自分に言い聞かせて動いていたあのときとも違う。

　自分は特別でなく、すなわち孤独でなく、みんなと一緒に在れる。

　同じ立場の彼が、特別な自分を見ないでいてくれる。

　そういう黙殺の契約がある。

　だから、大丈夫だ。それに縋すがれ。これからも〝ひとりぼっち〟にならないように。

　これからも──




　頭の中に不可思議な《声》が届いてきたのはそのときだった。今までに体験したことのない、異様な感覚。情報の一方的陵辱。自意識の内部が覗のぞき見みされているような不快感の中、さらにそこで伝えられた内容が唯ゆい夏かの存在しない背筋を震わせた。

　それは、聞いていない。

　多分、彼が言わなかったのは悪意ではない。

　裏付けが取れない、あちら側の振りかざす一方的な理由であるから、彼は保留していただけだろう。一から十まで全て説明できる余裕のある状況でもなかったことだし。

　けれど駄目だ。

　この状況を支配する監督者から告げられてしまえば、疑うことはできない。

　これからも彼との契約が続く限り自分は自分のままでいられる。

　特別でない、〝ひとりぼっち〟でない、みんなと一緒の枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かでいられる。

　でも──戦争の終わりが近いということが、明確に告げられてしまったなら。

　タイムリミットの存在が、残酷に提示されてしまったなら。

　考えざるをえない。

　契約が続くのは、いつまで？

　私が孤独な終わりを迎えずにいられるのは──いつまで？




　論理的に考れば、当然だ。こうするしかない。

　だから言うべきことを言った。

　杖つえの姿の彼が返してくるのは怪け訝げんな気配。まだ理解が至らないのか、あるいはそのふりをしているのか。

　今までずっと先送りにしていた問題の行き止まりが、ここなのだ。

　向き合わねばならない。




　ダークエルフが、全てを見透かすような薄笑いでこちらを見ていた。
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　シーナが一歩を踏み出すと、それに反応して唯ゆい夏かも一歩下がった。

　そうして練れん介すけは理解する。彼女は警戒しているのだ──シーナを。

「まあ、そうだな。理解はするぜ。やべえって思うタイミングだ」

「……」

「今までなあなあでやってきたが、終わりが見えちまうとそうもいかねえよな。あたしも体験してるぜ。同じ城にたまたま同じタイミングで忍び込んだ奴やつと、なんとなく互いに利用して進んだこともあったが……それも宝物庫を開けるところまでだ」

「委員長。さっき言ったことは──」

「本当よ。状況が変わったわ。エルフが動いた理由が、もっと先にわかっていたら──私はこの山にまで来なかったかもね」

　終わりが見えたということ。

　単純なその一要素こそが、自分たちにとって致命の毒だった。

　どこまで契約を続けるのかという大事な部分をないがしろにしていた、穴だらけの協力関係の、代償だった。

　彼女の『普通でい続けたい』という願望は。

『終わり』という概念とは、あまりに相性が悪すぎた。

　後ずさりをするように、静かに彼女は後退していく。シーナは彼女から視線を外さないまま、近くの地面をまさぐって、カリンに斬り飛ばされていた腕を拾い上げてくっつけていた。治るまではあとどれだけか。唯ゆい夏かとの間合いを詰めようとする様子はない。

　木々の向こうにその姿を隠す寸前、ふと、唯ゆい夏かが小さく顔を上げるような動き。

「……多分、理由は私の携帯だろうから、そのけじめだけはつけておくわ。名義がどうあれ、森の中から出てる電波は見逃さないというわけでしょう」

「なに？」

「最後の忠告。私たち、囲まれてると思うわ」
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　長なが門と南駆動騎士団・第一特務用格納庫ハンガー




　壁に大穴の開いた、倉庫のように開けた空間。棚から物が零こぼれ落おちたり割れた電灯が散らばっていたりする惨さん憺たんたる有り様だが、これでも機能しているだけマシだ。騎士団の他の建物はまともに稼か働どうしているほうが少ない。

「おや？　何かあったのかな？」

　固定されたＲリボＶルヴの整備を行っていた白衣に金髪の女が、にゅっと機材の影から首を出すようにして言う。この場にいたもう二人が揃そろって動きを止めたように感じたからだ。

「……いや。特には」

「ええ」

　魔マ術ギ種スたるエルフとその眷けん属ぞく、すなわちセリアメア・ピナイステリと久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとは、同時に頭の中に聞こえてきた《声》を受け、その顔を見合わせていた。

　終わりが近いということ自体は先行者の特権として、事前に同じような《声》で聞いていたことではある。

　ただ、追加された情報があった。それは単純な言葉だけで、解釈の余地があるのは確かだったが、少なくとも虚偽は含まれてはいまい──なにしろ神の言うことなのだから。

「聞いたか？　勝者には世界が与えられる、らしいぞ。どう思うね？」

　戯たわむれに問うと、セリアメアはたいした興味もなさそうに首を縮めた。

「元よりそのつもりです」

「エルフという種族が担になう、新しい世界……それが具体的にどういう形になるかは、いくつかのパターンが考えられるが」

「意味が変わるとは思えません。手間が減るか増えるか、というだけでしょう」

「そうだな」

　今回の情報開示は、久く瀬ぜたちにとって特に意味があるものではなかった。

　抱いていた目的が、神の用意していたそれと合致していた──ただそれだけのこと。

　自分たちの求めているものは、元より《エルフの世界》を手に入れることなのだから。

　それを視線で確認し合えば、今の神の声に対する感想はもう必要ない。

「しかし、天てん覧らん橋ばし博士。本当にいいのかね」

「何が？」

　ＲリボＶルヴに対する手を止めないまま、声だけが返ってくる。

「正直なところ、どこまで手伝ってもらえるものかと思っていた」

「ＨＡ。ワタシの知的好奇心は留まるところを知らないゾ？　こんな面白そうな話があるのに途中で止めて何になる。それに……」

　何かを窺うかがうような一息。なんとなくだが、ここにいないもう一人、疲れ切って仮眠室で眠りに落ちている研究員の息遣いを気にしているような気配があった。

「あいつはのぞみんにひどいことを言って傷つけた。少なくともワタシにとっては、気を遣う必要のある相手じゃなくなった」

「そうか」

　そのあたりの事情についてはよくわからなかったが、彼女の決意は固いようだ。ならばこれからもその能力を頼りにさせてもらおう。

　セリアメアがふと思い出したように聞いてきた。

「しかし、いいのですか？　彼らだけで捕まえられるとは思えませんが」

「承知の上だ。今日は突破されるかもしれないが、それは次なる網を狭めることにしかならない。逃亡すればするほど事態は悪くなる。最終的には、逃げきれはしない」

　そのときポケットの電話が鳴り、よそ行きの声で通話に出た。いくつかのやりとりを経て、頷うなずく。

「そうですか。情報提供した甲か斐いがありました。長なが門と南駆動騎士団の長として、公安部の作戦の成功を祈ります。犠牲となった部下たちの無念を晴らすには──一刻も早い原因究明が必要ですから」
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『朝あさ倉くら練れん介すけくん！　いるのはわかっています。話をしましょう！』

　周囲の森から聞こえてきたのは、拡声器から発せられたような女の声だった。

『聞きたいことがあるだけです。悪いようにはしません。いいですね？』

　確認を取っておきながら、有無を言わさぬ感じがあった。そしてもう姿が見えない唯ゆい夏かがさっき言った通り、全方位から人の気配がする。今やもう茂みを搔かき分わけて近付いてくる音がはっきりと聞こえている。

「なんだあ？」

「民間のニュースになってるってことは、他の……公的な機関はもう具体的に動いててもおかしくないってことだろ」

「へえ。騎士団か？」

「どっちの世界での意味で言っているのかによるな。治安維持の組織って意味ではその通り。さすがにこっちの世界の騎士団は、まだ俺一人を追いかけられるような状況じゃないはずだ」

「練れん介すけは杖つえだし、あたしがここにいるのは大丈夫か？」

「無理だろ。どこが動いてるにしろ、これは絶対に久く瀬ぜの差し金だ。シーナも仲間として情報が伝わってると思う」

「ふーん。じゃあ逃げないとな。面倒臭ぇのは嫌いだ」

　素早く周囲の様子を窺うかがったシーナが、人の気配が薄い方向に走り出す。同時、第一陣が先程までいた場所の茂みから顔を出した。やはり見知らぬ男たち。野外行動用の動きやすい服装ではあるが、予想通りに公的機関の人間が纏まとっているようなきっちりした雰囲気を漂わせている。

「女が逃げた！　追え！」

「待て！　逃げきれんぞ、諦めろ！」

　その声、冗談事ではない大人の本気が直接的に届いてきたことで、練れん介すけは存在しない背筋がぞくりと震えるのを感じた。圧倒的な実感が、唐突に湧き上がってきたのだ。

　自分たちは本当に……社会の敵に、なってしまったのだと。

　シーナは振り向かずに走っていく。

　その意味に気付いたのは、茂みを飛び出してそれを見た瞬間だった。少なくとも練れん介すけは想像していなかった。論理的に考えれば当然だったのに、頭が上う手まく回っていなかった。

　囲まれていると唯ゆい夏かが忠告したのに。人気のない方向をシーナが察知し、走り出せているのはなぜか──？

　その方向にいた人間がいなくなっていたからだった。

　今まで人間だった新鮮な肉たちが、五体を適当に飛び散らせ、木の枝に部品をぶら下げ、茂みを前衛芸術じみて派手な色に染めていた。おそらくは二、三人ぶん。女の長い髪を持った上半身もある。男の太い腕もある。

　シーナは通りすがりに軽くしゃがみ込み、鼻を鳴らしてその腕を持ち上げた。切断面はどちらかと言えば鋭いものではなく、大雑把で巨大な何かで断たれたような様子だ。

「あーあー。こいつは多分、カリンの斧おのだな。逃げてく途中でたまたま出会っちまったってカンジか」

「シーナ。今は、逃げるのを優先にしよう……」

「そうだな」

　犠牲者たちに思うところがないでもないが、祈るのも悼いたむのも不適だろう。シーナを促したそのとき、追っ手が後方から姿を現した。先程とはまた違う、細身のストライプスーツを着た若い女だった。清潔感のあるポニーテールの髪型をした、女刑事のような印象を受ける人間。「待ちなさい！　逃げても何にも……ひっ！」

　喉の奥、引ひき攣つれた音。その目が死体を捉える。死体を損壊し腕を持って弄んでいるように見えるダークエルフを捉える。顔面を歪ゆがめた彼女は無理矢理に怒気を込めた視線をこちらに向け、気丈にも何か言葉を続けようとして、だがその拍子に耐えきれなくなったらしく嘔おう吐とした。

「くそっ、こいつはぁっ……やりやがったな！　しっかりしろ山下ぁ！」

「ぅえっ……すみ、ません……！」

　遅れて現れた中年男が一喝したとき、既にシーナは再び走り始めている。警察か、それとも別の組織かは知らないが、死体はきっと彼女らの顔見知りだったのだろう。それが一瞬で命なき肉塊に変じていたのだから、あの反応だって当たり前だ。どんな職についていようとも、普通の人間なら。

　ああ、でも、これはさらなる理由を与える。誤解でも、きっと、彼らは今の死にも自分たちが関係していると見るだろう。諦めることなく、怯おびえることなく、本気で追ってくるだろう。

　これから──ずっと。

　練れん介すけはどうしてこうなったと考える。

　セイレーンを倒したところまではよかったのに。

　エルフに襲われ、唯ゆい夏かは立ち去り、カリンは頭のおかしい脅威で、人間たちには追われるようになって──仲間は、誰もいない。

　どうしてだって？　本気で言ってるのか？　と、頭の中の一部分がやけっぱちに冷笑した。

　最初からわかっていたはずだ。ご丁寧に最初から久く瀬ぜは言っていただろう。あの大人は社会という力を使う。最初からそれをちらつかせて、見せびらかして、自分たちを思い通りにしようとしてきたのではないのか。

　理解していながらも、それを現実の脅威と考えず、今すぐ襲い来るものだと考えず、対応を後回しにしていた自分の落ち度だ。自分が、甘かったというだけだ。

「シーナ……ごめん」

　思わず口をついて出ていた。

「あん？　なんでお前が謝るんだよ」

「状況が悪すぎる。もっとなんとかできたはずだ。こんな──」

「いやいや。なんでそんな暗くなってんだよ」

　足を止めないまま、シーナはどこかあっけらかんとした調子で言った。

「よくわかんねー理由で、誰かも知らねー奴やつらに追われまくる。そんなの日常茶飯事だろ。忘れてんのか？　誰もが眉を顰ひそめて唾を吐く、嫌われ者のダークエルフだぞ、あたしは」

　練れん介すけは練れん介すけだったから、それが彼女の本心で、いかなる噓うそも欺ぎ瞞まんもないことがわかった。

　さらに彼女は言う。

　草葉を髪に掠かすめ、木々の枝から枝へ飛び移りながら、

「ある意味、懐なつかしいじゃん。むしろ楽しくなってきたぜ？」

　森を一人駆けるダークエルフは、軽やかに笑むのだ。

　飄ひよう々ひようと、不敵に、それでいて太陽のように朗らかに──本当に、楽しそうに。

　彼女一人。その笑顔を見ているのも、自分一人。

　だったら、それでいいじゃないか。

　存在しない心臓に熱いものが刺さった。

　それは朝あさ倉くら練れん介すけというモノが動くための、全ての原動力。

「いーやマジで、なーんも考えずに森をかっ飛ばすのもアリだな。久しぶりだからクソ気持ちいいっつーの！　てなわけで全力で走るかんな！　どこに着くかとか知らねー！」

　そんなシーナの力強くも無軌道な言葉が、練れん介すけの意識を前に向けさせる。

　そうだ。ただ、前へ、前へ。

　益体もない悔悟は無意味だ。開き直りでもいい。進め。

　状況が悪かろうが、すべきことは何も変わらない。

　自分はただ、彼女と一緒にいるために、すべきことをし続けるだけだ──
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　どうやら包囲は脱することができたようだった。人外のダークエルフ、森を知り尽くした存在であるシーナが全力疾走を可能な限り続けたのだから、それなりに距離も稼げているだろう。というか一直線に進み続けたせいで山間部を抜けてしまった。

　眼前には、新しん仁じん陽よう市しの山向こうに位置する町がある。新しん仁じん陽よう市しほど新しくも広くもなく、セイレーンに襲われた集落ほど古くも小さくもなく、適度な対輝き獣じゆう防壁で囲まれた中に適度な人の営みが展開される、いわゆる『町』と言ってイメージできる典型的な田舎町だった。森を進んでいる間に日はそれなりに昇り、もう普通の人間たちも活動を始めている時間帯だ。

「どうするよ？　あんま人里には入んねえほうがいいか？」

　練れん介すけは少し考えて、

「時間の問題だろうけど、今はまだメリットのほうが上回ると思う。入るなら今のうちだとも言えるな。あそこでいろいろ仕入れよう」

「おっけー」

　申し訳程度の高さの外壁を乗り越えてシーナは町に侵入し、人気のない林で練れん介すけを人の姿に戻した。自分もいつもの制服姿になる。練れん介すけにとっては、それは落ち着く姿ではあったが──

　この町に一軒しかないと言われれば信じられるような、駐車場の広いコンビニに入り、ＡＴＭで下ろせるだけの金を下ろす。シーナが携帯と一緒に財布も精霊樹の中に保管できるようになっていてくれて助かった。無論、この動きも久く瀬ぜ側に察知される可能性はあったが、だからこその今だ。時間をかければかけるほど奴やつらの手は広範囲に伸びることだろう。

　ついでに新聞をチェックする。全紙一面で報じている騎士団襲撃テロの記事の中には、まだ自分の名前は見つけられなかった。昨日の今日ではさすがにそこまで情報が出回っているわけではない、ということか。実働的に動いているのは、さっきのような特別任務を帯びた一団のみで、町の警察官たちが色めき立つ指名手配などはされていない……と判断してよさそうだ。

　しかしそれもやはり時間の問題。動くなら今で、しかも今後のことを見越して動かなくては。

　というわけで、変装することにした。

　やたら大きな敷しき地ちにある、作業服などの品しな揃ぞろえのよい大型衣料品店に入った。

「へへー、知ってるぜ？　こういう黒眼鏡とかで変装するんだろ」

「二人でグラサンは逆に怪しすぎるかもな……とりあえずシーナの髪は目立つから、帽子とか買ってみようか。野球帽とか多分似合うよな」

「むー。あたしの髪についてダメ出しされたか今？」

「正確には、シーナの髪は綺き麗れいで目立って大好きでいつでも触ったり匂い嗅いだりしたい最高ヘアーで、俺的にはそれを他人にあまり見せたくないから隠しとこうぜって意味だ。待てよ、野球帽ならスタジャン合わせたいな。ちょっとヤンキーっぽくなるのが逆にいい。マジでいい」

「そ、そうか……任せるわ……」

　いつだか髪の短くなったシーナと服を買ったときのことを思い出した。せいぜい一週間前の出来事のはずなのに、随分昔のことのように感じる。

　店の違いのせいか、あのときよりも少しだけ気軽だ。お出かけ用の衣装ではなく生活に密着した普段着のようなものをこうして二人で選ぶというのは、それはそれで楽しい。まるで新婚夫婦や同どう棲せいしている彼氏彼女の日常みたいだ──という想おもいは、さすがに気恥ずかしくなった。そんな状況でないのはわかっていても。

　結局シーナにはいつものブレザー制服から、活動的な帽子とスタジャン姿になってもらった。下半身はタイトなミニスカートで、相変わらず太ふと股ももが目に眩まぶしい。練れん介すけも今までとはできるだけ雰囲気の違う服を選んで、ついでにトイレで整髪料を使って髪型も変えた。そしてシーナ希望のサングラスをかければ、ちょっと頭と素行の悪そうな田舎町カップルの誕生だ。ジャージにサンダルとかでもよかったかもしれないが、いざというときに走りにくいのはさすがに困る。

　先程のコンビニではなく地元民憩いのスーパーで食料や水、日本の物流網に感謝しつつのタピオカミルクティーを買った。近場のベンチで目立たないように栄養補給。

　だがそれらを消費しきるより前に、

「練れん介すけ。においが違う奴やつらが増えてきた気がするぞ。具体的にどいつがどうとは言えねーが……町の雰囲気が変わってきた。別んとこからの客が増えてきた、ってカンジだ」

「──そうか」

　さてどうするか。変装が効いていれば一目でバレるということはないかもしれないが、永遠に隠し通せると思うほど楽天的ではない。

　そのとき、座っているベンチにほど近い場所にあるバス停に、一台のバスが停車するのが見えた。並んだおばあちゃんたちが時間をかけてゆったりと乗ろうとしている──

　ああ、そうだ。俺たちは、自由だ。

　だから練れん介すけは何も考えずに、ただ、聞いた。

「あれ乗ってどっか行ってみるか？」

「おー。いいねぇ」

　行き先表示は新しん仁じん陽よう市しとは逆方向。名前を聞いたことぐらいはあったが、今まで一度も足を踏み入れたことのない、知らない街だ。

　それでも全然構わない。

　彼女が笑っているのだから、きっとなんとかなるだろう。
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　ただの人間の集団の包囲であれば、逃げることも隠れ通すことも難しくない。唯ゆい夏かが後者を選んだのは、ひとえに諦めのためであった。

　おそらくもう無駄だ。直接的なテロの関係者とみなされていなくても、朝あさ倉くら練れん介すけの関係者として、なんだかんだ彼らは自分も拘束する気だろう。少なくともエルフはそのように事態を動かそうとしているだろう。

　だからしばらく森の中で息を潜めていた。岩を丸まる吞のみすれば岩になれる。動かなければばれるはずもない。化け物スライムの真骨頂。贅ぜい沢たくは言っていられないので、岩ではないことに気付かず近寄ってきた昆虫や小動物を食べてカロリーと武器のレパートリーを増やした。

　最大の懸け念ねんはエルフ自体が根源魔力の感知範囲内に近付いてくることだった。しかしそれも今の自分の中にあるものは『薄い』。その意味で言えば感知はしにくいだろうし、こちらもダークエルフを練習台に、他者の根源魔力を探るという感覚に慣れる訓練はしていた。何かがあればすぐに間合いを開けるのみだ。

　森から人気がまったくなくなっても、さらに慎重に時間が過ぎるのを待つ。

　待ってどうするかなど──考えてはいなかったが。

　その考えをまとめるためにも、一人でいたかった。

　これからどうすべきか。どう動くべきなのか。

　どう動きたいのか……

「──っ！」

　唐突に、感覚の目を見開く。肌で感じた。

　根源魔力だ。

　距離的には……おそらく感じ取れる範囲ぎりぎり。どうする？　こちらは気付かれているか？　息を殺して様子を窺うかがう。動くなら逃げねばならない。

　だが、根源魔力の気配に動きはない。その手応えの薄さに、なんとなく悟る──これはおそらくエルフではない。ダークエルフでもない。

「…………」

　さらにしばらく、岩のふりを続けた。けれど唐突に馬鹿らしくなって、溜ため息いきと共に擬態を解いて、人間の姿に戻った。

　ゆっくりと歩き出す。逃げるほうではない、近付くほうに。

　茂みを搔かき分わけながら声が届くほどの距離にまで接近すると、そこには予想通り──セーラー服を着た少女が膝を抱えて座り込んでいた。気配の薄さも納得だ。彼女も状況的にはおそらくセイレーンの食べ残しで、フルの根源魔力を持ってはいない。

　彼女は不意に、自分の膝に埋めていた顔を勢いよく上げた。だが唯ゆい夏かの姿を認めると、はぁ、と溜ため息いきをついてまたさっきまでの姿勢に戻る。

「なんだ……シーナ様じゃないじゃん……」

「……ダークエルフじゃなくて悪かったわね」

　どうして会話なんかしているのだろう、と他ひ人と事ごとのように思う。今はセーラー服の中学生のように見えていても、彼女はオーガだ。今にも斧おのを生み出して襲いかかってくるかもしれない。そうすれば今度こそ死ぬかもしれない。

　でも。

　自分はもう、死んでいるものだから、それを気にするのもおかしいのか。

「ここで何をしてるの」

「わかりません。私、何も、わかんなくなっちゃいました。わけわかんなくなっちゃいました。昨日何があったのかも覚えてません。……ううん、ぼんやりとは、覚えてるんですけど。私、シーナ様に……何か、とんでもないことをしちゃいました……？　だから、いないの……？」

「何もしてないとは言えないと思うし、彼女がここにいない理由の一つではあるでしょうね」

「嫌われた、かな……」

「さあね」

　嘆息する。本当に、どうしてこんな話をしているのだろう。

「今のあなたの目的は、なに？」

「目的……？」

　小さく首が揺れたように見えたが、顔は上がらなかった。抱えた膝に向けて、

「私は、シーナ様に会いたい、だけです。私にとって、あの人だけが全てだから。また会えた幸せを、今度こそ、手放したくないから」

「オーガという種族を復活させたいのが一番ではないの？」

　ややあって、

「……さあ。わかりません。前は、そんなことも、考えてたかもしれないけど。シーナ様がいるんなら、別に、どうでもいいです。シーナ様のほうが、大事……」

　そういうこともあるのだろうか。彼から話を聞いた限りでは、どうやらセイレーンも純粋に自種族の復活を望んで戦っていたわけでもなかったという。

　カリンはぽつりと続けた。

「私、幸せになりたいだけなのになあ。上う手まくいかないなあ……」

「本当に、そうね」

　同意の言葉が口から漏れてしまったことに、自分でも驚いた。

　現在。未来。すべきこと。やらねばならないこと。

　そんなの全部どうでもよくて、全部ひっくるめて。

　結局は、自分の望みだって、そうなのだ。

　幸せになりたい。その形が……どんなものかは、わかっていないかもしれないけれど。

　ふと気付くと、まじまじとカリンが自分を見上げていた。

「なに？」

「あなたは……今は、痛くしません？　してくるんだったら殺そうって準備してましたけど」

　そうは見えなかったが、やはりあの斧おのをいつでも生み出せるような状態にはなっていたらしい。実のところそんな気はしていた。今の状態が既に致死圏内であるような。

　唯ゆい夏かは嘆息する。

　これからどうしたいのかも、自分の幸せの形も、まだ何もわかっていないのに。

　今から眼前の相手と死力を尽くして戦うつもりには、どうしてもなれなかった。

　嫌だとかそれ以前に、どうしようもなく億おつ劫くうで──言い換えれば。

　どうでもよかったのだ。

「あなたが襲ってこないのなら、何もしないわ。さっきので懲りたもの」

「痛く、しないんだ。そうなんだ……」

　カリンは自分に言い聞かせるように、嚙かみ締しめるように呟つぶやいて。

「珍しいですね。二人目、かも？」

　そうして、どこかほっとしたように、頰を緩めた。

　それで心が繫つながったなどと思えるほど、精神と記憶に異常を持っているような者とのコミュニケーションに確かな意味を求めようとするほど、唯ゆい夏かは楽天的ではない。

　けれど、少なくとも、現状のどうでもよさを維持する理由には足りた。

「あなたは、シーナ様の仲間……なの？」

「さあね。だけど少なくとも、今は一緒にはいないわ。また会うかもしれないし、もう会わないかもしれない。……あなたと同じ状況かもね」

　負け損ねた同類としても。中ちゆう途と半はん端ぱな化け物としても。

　言外に込めた唯ゆい夏かの皮肉には気付かず、カリンは願うように呟つぶやいた。

「会いに、来てくれるかな」

「……そうね。可能性は高いでしょう」

　そこでカリンはいいことを思いついたというように、

「あ。だったら、あなたと私、一緒にいたらその可能性は倍になるってことですよね？　計算は得意じゃないけど、きっとそう。だから……一緒に待ちます？」

　それにどう返すかは決まっていた。

「そうね」

　何がどうなるか、何をどうするかわからないから。

　選択肢の保留を維持することが、決まっていたのだ。

　離れて一人になっても、することもしたいこともわからないのだから、とりあえずこの子と一緒にいても同じだろうという消去法。そして、どこにいても危険があるのなら、一つの危険を甘受することでその他の危険をカバーできれば問題の総数は減るだろうという打算。

　すなわち、今のところ一つだけ存在している、彼女の明確な使い道は。

　エルフに。

　あるいはダークエルフに襲われたとき──盾として戦わせる役だ。




　そのとき、そうまでして自分がそこに居続けたいと思っているかどうかはともかく。
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　コレクションの中にあるロードムービーを思い出していた。つまらない理由で人を殺す殺人鬼カップルたちの逃避行だ。最後の結末は、さて、どうなるのだったか。どうあれ彼らの道中は楽しそうだった。

　だからきっと、自分たちがそうなのも、当然のことなのだろう。

　バスの終点。ふふんとドヤ顔で降車ボタンを押したシーナとバスを降りた。新しん仁じん陽よう市しと比べると８割ほどの文明度の街だ。あの街と同じような部分もあり、違う部分もある。具体的には街の中央を我が物顔で貫いている、架線が引かれた枕木たちの連なりがある。

「さっきのボタンの押しっぷりは見事だった。バスにも慣れたし、自動車にも乗った。シーナはもはや乗り物マスターと言っても過言ではない最高のダークエルフとお見受けするが……」

「そうだろそうだろ」

「この世界には電車というものがある。バスより自動車より速い乗り物だ」

「マジかよ。なら乗ろうぜ」

　駅の自動改札を体験し、構内の売店でタピオカミルクティーを補充し、ホームを物珍しそうに見渡す。いざ乗り込んで座席に座ったら、案の定というかシートに膝を乗せて窓に顔をくっつける定番のおのぼりさんムーブをしてくれた。勿もち論ろん止めない。あれは何だこれは何だと聞いてくるシーナに逐一説明を返してやり、あっちの世界でいうところのアレみたいなもんかという話題から派生する武勇伝に耳を傾ける。他の乗客の視線など気にもならなかった。

　気が済むまで電車の旅を楽しんで、適当に大きな街で降りた。まだ検問されていたり顔写真が出回っていたりするほどではないにしろ、人の数が多いほうがやはり危険は少ないだろうと考えたのだ。それに──この街には、他にもシーナが興味を持ちそうなものがあった。

　正確には、練れん介すけが、そこでのシーナを見てみたいと純粋に思ったのだ。

「おい練れん介すけ。何かデカいのが回ってるぞ」

　目もく論ろ見み通り、彼女がそれに気付いて空を指さす。

　さて。

　ダークエルフは、遊園地の観覧車というものが気に入るだろうか。
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　深い眠りから目覚めた。いつもの仮眠室のはずなのに、いつもとはどこか違う気もする。窓に薄く罅ひびが入っている理由は何だったか。その隙間から焦げ滓かすのような臭いが漂ってくるのは。寝ね惚ぼけ眼まなこで服を着替えながら、習慣のようにスマホでニュースをチェックして──目が覚めていく。そうだ。そうだった。

　そして記事の中に、自分のよく知る家族の関与を臭わせる一文を愕がく然ぜんと見て取って。

　朝あさ倉くら希のぞ実みは身だしなみを整えるのもそこそこに、格納庫ハンガーの仮眠室を飛び出していった。




「どういうことですか？　これは練れんくんのことですよね。どうして練れんくんが？」

　格納庫ハンガーにはそこに出入りする人員の全てが揃そろっていた。天てん覧らん橋ばしアルマ博士。久く瀬ぜ騎士団長。秘書セリアメア。アルマと共にＲリボＶルヴの調整を行っていた久く瀬ぜは、希のぞ実みが差し出したスマホの画面に目を遣やり、小さく頷うなずく。

「──これか。僕も把握している」

　それから彼はわざわざ作業の手を止め、希のぞ実みに正面から真摯に向き直った。

　あるいは、そう見えるように、向き直った。

「彼がこの現場にいたのは確かだからな。目撃者もいたはずだ。だからどこかで情報の行き違いがあったのだろう……なに、誤解はすぐに解ける。心配せずに待っていたまえ」

　その言葉を聞いても、希のぞ実みは眉根を寄せたままだった。

「久く瀬ぜさんは、世界を善くしたいと言っていましたね。だから、元々敵の立場であっても、練れんくんを仲間にして一緒に戦う……と」

「そうだ」

「私はそれに賛同したから、信じられない話を聞いても、久く瀬ぜさんたちを、練れんくんたちを手伝おうと思っていたんです。なのに、どうして、こんな」

　久く瀬ぜは小さく息を吐いた。感情を乗せない言葉で、

「この件で動いているのは環境省や騎士団関係者だけではない。公安警察だ。だから僕が今すぐ言ってどうこうなるというものでもない」

　希のぞ実みは久く瀬ぜの目を見つめて言う。

「──つまり、練れんくんを積極的に守る気はないんですね」

　否定も肯定も返ってこない。

　何かを確かめるように、聞いてきた。

「彼と僕がそもそもの立場上、手を差し伸べられない状況に陥るかもしれないということは知っていたはずだが」

　その通りだった。

　久く瀬ぜの視線は揺るがない。希のぞ実みはそれに静かに撥はね除のけられるように、顔を伏せた。

「今までは……正直に言って、実感が、なかったんです。異世界とか、魔術とか、信じられないことばかりで。私は、わかったふりをして、物わかりがいいふりをして……ただ、久しぶりに弟に会えることに喜んでいただけでした。本当は、わかってなんかいなかったのに」

　希のぞ実みは首を横に振る。

「そう……何もわかっていませんでした。彼が何を考えているかも。何を望んでいるかも。どんな状況にいるのかも。本当に、死んでいる、なんてことも……！」

　次第に語気も強まっていく。それは眼前の久く瀬ぜにぶつけているというよりは、自分の言葉に自分自身が興奮している様子であった。

「私に何ができるんでしょうか。私は、今まで何もしてこなかった私は、練れんくんに……！」

「のぞみん」

　ＲリボＶルヴ整備の手を止めて近付いてきたのは天てん覧らん橋ばしアルマだ。いつもの金髪に白衣、ラフな格好。いつも剽軽ひようきんにへらへらしている彼女だが、今ばかりはその顔に笑みはなかった。

　希のぞ実みの肩を横から抱くようにして、その耳元で、

「忘れちゃいけない。ワタシたちは、チサヒトやセリちゃんたちの事情に関しては部外者なのだ。当事者じゃないのだ。だから……本質的には、何もできない。必要以上に干渉しようとするべきじゃない」

「そんな……アルマ……」

「踏み込みすぎないほうがいいと、ワタシは思う。きっとあいつだってそんなの望んでない。あんなにひどいことを言って、のぞみんを切り捨てたんだから……そうでなくちゃ辻つじ褄つまが合わないだろ。距離を取りたいと思われてるなら、そうしないと傷つくばかりだ。なのでワタシは言うしかないんだ。……もう忘れたほうがいい。考えないほうがいい」

　ぽんぽんと、赤子をあやすように、優しく恋人の頭を叩たたいて。

「好きな人が泣いてるのを見るのは、つらいよ」

「…………」

　声もなく、ただ俯うつむいたまま、希のぞ実みは涙を零こぼし続けていた。

　それが弟の未来を想おもってのことなのか。姉としての無力さを儚はかなんでのことなのか。

　その理由を知る者は、彼女本人も含めて、この場にはいなかった。




　アルマが肩をさすり続けることしばらく──ひとまず落ち着いた希のぞ実みは、ぐしゃぐしゃになった顔を立て直すべく仮眠室かトイレに戻っていった。

　彼女は愚かではない。いつまでも泣いていてはいられないのだと知っている。魔マ術ギ種スの戦いがどうあれ、現在の滅茶苦茶めちやくちやになった騎士団の態勢を一刻も早く立て直さねばならなかった。騎士団長である久く瀬ぜ、そして彼のＲリボＶルヴが健在であることはその象徴だ。つまりこの格納庫ハンガーでの仕事は、無関係な人間たちをさらなる輝き獣じゆう被害から守ることに繫つながっている。

　こんな状況でも、その建前を忘れずにはいられないほど、彼女は理性的で──優しい。

　アルマは彼女のいない空間で、ぽつりと呟つぶやいた。

「噓うそつきだね、ワタシたちは」

「かもしれない」

「少なくとも、何かに誠実であろうとしている結果の噓うそでしょう。褒められることでなくとも、責められる類のものでもない気がします」

　久く瀬ぜとセリアメアがそれぞれ答えた。

「ＨＡ。どうあれ噓うそは噓うそだよ」

　アルマは格納庫ハンガーの高い天井を見上げる。

「……まったく。ワタシ自身、こんなことになるなんて思っていなかった。下手に手なんか出さず、観測だけしておくべきなんだ、本当は」

　彼女は数秒、そのままぼんやりと動きを止めていたが。ふと思い出したように視線を戻し、久く瀬ぜとセリアメアに向けて肩を竦すくめるようにしながら言った。

「──研究者というのはそういうものだろう？」
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「ただ遊ぶためだけの場か。すげえな。こっちの人間、どんだけ余裕あんだよ」

「言われてみると、社会全体に金と土地と心の余裕がないと発生しない娯楽かもな。命の危険のなさっていうか」

「悲鳴上げて振り回されてるアレにゃ命の危険があるように見えるんだけど。拷問？」

「はは。あとで乗ってみよう」

　ダークエルフと遊園地を巡る。そんな日が来るとは考えもしなかった。

　物珍しそうに園内を見回して歩くシーナ。変装用の活動的なスタジャンと野球帽姿が、怪け我がの功名ながら状況にとてもよく合っていた。

　色々なアトラクションを体験する。金に糸目などつけなくていい。ジェットコースター、コーヒーカップ、バイキング船……シーナは魔術で飛ぶこともできるのでスリル的にはどうかと思ったが、自分の意思とは関係なく揺さぶられたり振り回されたりすることを客が喜んでいるということ自体が新鮮だったらしく、

「やっぱ拷問じゃねーか。あたしが嵐の暗霊とかでこいつら滅茶苦茶めちやくちやにしてやったら金かね儲もうけできるってことか？」

　などと笑っていた。

　メリーゴーランドでは馬の乗り方のレクチャーを練れん介すけに行い、子供と一緒にボールプールに飛び込み、鏡の館では鏡という高級アイテムの物量に盗賊としての目を光らせる。軽食を買う際、少し目を離した瞬間にシーナがナンパされるという事件も起こったが、ノータイムで彼女はその男たちを叩たたきのめしていた。目立ちたくない状況なのは確かですぐにその場を離れることになったものの、気分的には相当スカッとした。

　端から端までほとんど全てのアトラクションを制覇する勢いで楽しんで、最後に本命の観覧車に乗った。ゴンドラが微かすかに揺れながら上昇していく。

「へー、魔術も使わないのに結構高くまで上るんだな。こりゃ楽だ……窓は開かねえの？」

「さすがに危ないから開けられないと思うぞ」

「わかってねえなー。高えところは風が醍だい醐ご味みなのによ」

　出会ったときも木の上で風を感じていたらしいダークエルフが言うのだから、きっとそうなのだろう。けれどさして不満そうでもなく、シーナは透明なガラスの向こうに広がる街並みを眺めていた。それは憧憬でも羨せん望ぼうでもなく、遠くに見えるお宝を品定めしているような、そんな視線だった。

　練れん介すけもその視線を追う。彼女と同じものを見ていたかったから。

　日が沈みかけの、見知らぬ街。背の高いビル、低いビル、行き交う自動車たち、人の群れ、興味もない広告の数々。真新しさや無機質さは新しん仁じん陽よう市しのほうが上でも、においは同じだった。

　森ならぬ、コンクリートの木々が立ち並ぶ灰色の街。温度のない街。

　前までだったらきっと吐き気を催していただろう。けれど今、どこか他ひ人と事ごとのようにそれを眺めていられるのは、この高度のせいか、彼女と一緒だからか。

　かつては自分というものが飲み込まれていた領域だった。一生逃げられないと諦めていた牢ろう獄ごくだった。しかし今は、自分たちが属するものではない、と感じる。

　──では、属しているのは誰だ？　街にいるのは。社会からの刺客は。そこから訪れようとしているものは。

　無意識のうちに、怪しいものがいないか目を凝らしてしまっていた。白いＲリボＶルヴ。尖とがり耳のエルフ。情緒不安定なハーフオーガ。サングラスのメン・イン・ブラックたち──

　苦笑する。今まで精一杯考えないようにしていたのに、やはりシーナとは器の大きさが違う。この穏やかな橙だいだい色いろの小空間のせいで、等身大の朝あさ倉くら練れん介すけに戻ってしまった。

「なに笑ってんだよ？」

「いや……」

　少し迷ったが、自分の小市民らしさを取り繕うことにも意味はないなと思って、

「これは逃避してんのかなあ、みたいなちっさい物事が今更気になっちゃってさ」

「ばーか。楽しいからいいんだよ。最初から言ってんだろ？　あたしは楽しいのが好きだ。お前と一緒にどっか行くのは楽しくて、だからここに来たのも楽しかった。以上だ」

「でも、俺はどうしても考えちゃうな。これからどうしよう、みたいなことを」

「先のことを考えるな、なんて言ってねーぞ。あたしだって考えてる。これから何をすれば楽しいかなってのが基本だけどさ」

「んじゃ、次はどんな楽しいことをする？」

「そうだなあ。やっぱ……」

　答えようとして、そこでシーナは猫のような大おお欠伸あくびを漏らした。へへーと笑って、

「ま、今日は朝からずっと動いてたからさすがに疲れてんじゃん？　楽しくメシ食って、楽しく風呂ふろ入って、楽しく寝ようぜ」

　それが彼女の希望なら、もちろん断る理由はなかった。




　身分証などうるさく言われず気軽に入れ、誰かと対面する機会もなく、部屋で食事も取れ、ベッドが大きくてゆっくり眠れる……となれば、やはりラブホテルだった。知らない街だったので探すのに多少は手間取ったが、見つけてしまえば入るのは慣れたもの。部屋に入り、水分と栄養を補給して──

「よーし。んじゃ楽しく練れん介すけに魔力も補給してやるか」

　そんなことを言いながら、練れん介すけの入っていた風ふ呂ろに全裸のシーナが突入してきたとき、練れん介すけは、慣れたラブホテルでも今日は何かが違うとようやく気付いたのだった。

「なる……ほど？」

　そんなことを呟つぶやいて、とりあえず湯船の中で身を縮めるしかなかった。何がなるほどだ。

　ちゃぽんぬるりとシーナが背中側に入ってくる。褐色の太ふと股ももが左右から自分を挟むように突き出て、背中に二つの柔らかなものが当たるのがわかる。首の横から、頰を擦り合わせるように、彼女の顔がにゅっと出てきた。

　悪いた戯ずらっぽく、笑っている。

「楽しく風ふ呂ろ入って、楽しく寝ようぜって言ったよな」

「言ってた……な」

「何回かこんな状況になったけどよ。さすがに、そろそろ特別な楽しさが欲しいって話だ」

「──なんで、今？」

　ふ、と耳じ朶だに吹きかけられる、吐息。近すぎてよく見えなかったが、きっと、あの観覧車の中と同じような目をしているのだろうと思った。

「んー。そうだな。昨日とか今日とかで──わかっちゃったんだ。あたしらは一緒にいる。多分、最後まで一緒だ。それが自然なんだ」

　最後まで。

　その言葉を通してじんわりと胸に滲にじんだのは、何だったのか。歓喜か、寂しさか、それ以外の何かか。ただ一つ言えるのは、その中に安あん堵どが含まれていたということだ。

　疑いようもなく。確固たる事実として。独りよがりな妄想ではなく。

　彼女も、自分と共に在ろうと、してくれている。

「最後まで一緒にいるのに、一緒じゃない部分があるのって……知らない部分があるのって、なんかヘンじゃね？　って思ったんだよ、さっきな。いやもうお前のことは中身までだいぶ知ってるけど、樹きとか杖つえのときに知ったのも多いし、逆に『人間の身体からだでのお前』ってのを見過ごしてる気がしてさ」

　てなわけで、と彼女は続けた。

「あたしに全部見せろよ。あたしに、お前の全部を人間の身体からだでも好きにさせろよ。それはマジに新鮮で楽しそうじゃん。あたしは楽しそうなことをガマンはしないぞ」

　言葉通りに、楽しそうなことを少しずつ彼女は始めた。吐息だけでなく、舌で練れん介すけの耳を舐なめてきた。練れん介すけの身体からだの前に回してきた細い指を、胸板に這はわせてきた。

「う……あ……」

　背筋が震える。温かい湯の中に自分というものが溶け込んでいく。それからも彼女は自分の様々な場所に触れてきた。とても優しい、優しい、ダークエルフの悪事。

　しばらく続けた彼女はくすりと喉を鳴らして、

「もー我慢すんなって。代わりに、お前にもあたしを好きにさせてやるから。あたしの大事なところも、全部……好きにさせてやるから。な？　だからさ、練れん介すけ」

　ざぶり、と湯が持ち上がった。背中側に座っていた彼女が湯船を立ち上がり、練れん介すけの身体からだをまたぐように前に行って、くるりと振り向いて、形の良いいお尻が見えなくなって、そのまま再び、練れん介すけの太ふと股ももに乗るように湯の中にざぶりと座り込んで──

「諦めて、繫つながろうぜ？」

　言いたいことはいくつもあった。真正面、滑らかに、彼女の身体からだ。揺れる、近く。肩に張り付く髪、艶なまめかしく、舌。何を言う？

「いつも、戦うときは、繫つながってる気がする、けど」

「そーそー。その通り。だから別に怖いことなんてないぞ。それが気持ちいいことだってのは──もう、知ってるだろ？」

　ああ、違う。今、一番言いたいのは、シーナ。

　悪いた戯ずらなダークエルフの、自分勝手な、有無を言わせぬ、悪さ。

　見なくてもわかる、恐ろしいほど幸福な下半身の違和感。




「これってさ。もう、入ってる、よな？」
















　ぴく、と自分の先端が揺れると、ぴく、と彼女の奥底が返す。

　手を握って握り返されるように。

　まったく当然の事象として、対等の触れ合いとして発生している、そんな反応。

　一つだ。同じものだ。疑う余地なく、自分たちは世界に生まれ出でる前の領域で。

　繫つながっている。

　他の存在として、別の生き物として、違う世界の者として生まれたもの同士でも。

　そうなれるという──紛れもない奇跡が、神秘が、ここにあった。

　たとえ違っていても、自分たちは、自分たちの中身を同じように交わらせてよいのだと。

　その奇跡の許可の永遠性が、果てしなく、何ど処こまでも、頭を蕩とろめかせる。

　シーナは耳を愉快そうに揺らして、まったく悪びれる様子なく、むしろ自慢げに笑った。

「へへー。ガマンできなくなったから、入れちった」

　その笑顔だけで、本当にたまらなくなって。

　練れん介すけは彼女の温度の奥底に、自分の温度をどこまでも放出した。
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「ふえー。こっちの世界にも洞窟とかあるんですねえ」

「……あるところにはね」

　それを一夜の仮住まいとして発見できたのは幸運としか言えないだろう。森の中に現れた岩壁の斜面、その下部に開いていた洞窟だ。それほど大きなものではなく、身を屈かがめないと入れない程度の高さだったが、十メートル程度の奥行きは身を隠すには充分だった。岩壁には蔦つたが垂れるように這はっており、そのせいでちょうど入り口も見えにくい形になっている。

「シーナ様まだかなー」と言い続けるだけで基本的には大人しいカリンとその洞窟に入り、適当に腰を落ち着ける。

　考えなくてはならなかった。色々なことを。

　今はまだ斜陽の残ざん滓しが入り口から差し込んでいるが、いずれ日は完全に落ちる。暗闇というのは意外と考え事には向かないものだ。

　唯ゆい夏かは事前に食べていたランタンを自分の肉から生み出し、光量を絞って置いた。この洞窟の作りであればそれほど外に漏れたりはしないだろう。

「わ。明かり！　凄すごいですね！」

　セーラー服のスカートの裾をぺたんと地面に広げ、カリンはそのランタンの前に座り込んだ。興きよう味み津しん々しんといった風ふ情ぜいでそれを覗のぞき込んでいる。

「明るいのは、素敵ですね。痛くないし、暗くないし」

　どこか遠いものを見るような目になって、彼女は小さく呟つぶやいた。

「檻おりの中は、ずっと、暗かった……シーナ様が、助けてくれるまで……」

「……」

　どう反応すればいいのかわからなかった。彼女のことは断片的にしか知らない。

　興味があるか？　と唯ゆい夏かは自問する。結論はすぐに出た。それほどない。

　他に考えるべきことのほうが多いからだ。とはいえ、知ることに意味がないかと言われれば、それも違う気がする。

　何が選択肢を決める理由になるのかすら、今の自分にはわからないのだから。それに現状の安全性を高めるという意味でも、好感度はそれなりに重要だろう。たとえ見せかけでも。

　だから唯ゆい夏かは彼女に見えない角度でこっそりと再び肉を切り離し、別の形に変えた。

「おにぎり、食べる？」

「何ですかそれ？」

「この国の人間の主食よ」

　二つ生み出し、一つを自分で食べてみせながら、片方をカリンに差し出す。しばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、恐る恐るといった様子で彼女は受け取り、小さく口に運んだ。

「……！　あまくてしょっぱくて、美お味いしい……！」

「主食だもの。そうじゃないとみんな食べないわ」

　これは取り込んでいた《おにぎりという形の情報》を再現しただけで、魔力も何も込めていない、ただの偽にせ物ぶつ体たいだ。味はあるだろうが、栄養があるのかどうかは定さだかではない。胃の中で消化されるのか消えるのかも定さだかではない。

　しかしどうあれ、美お味いしいと彼女の顔が綻ぶのならば、意味はあった。

「さすが、シーナ様の、仲間……優しいです。むぐむぐ……」

　自分で生み出したものを自分で食べるのは本当に虚無だった。プラスにもマイナスにもならない。自慰行為のような虚むなしさがある。けれどスライムの眷けん属ぞくとなるより前の、食べては吐いていたころの食事も、考えてみれば同じだったのかもしれない。

　食べるふり。何かを演じるための。何かから目を背けるための。

　今もそれを道具として、唯ゆい夏かは共感の窓口を開く。

「ねえ」

「はい？」

「よかったら、話を聞かせてよ。あっちの世界での、ダークエルフ……シーナの話や、あなたの話。どうせ暇でしょう」

　シーナ様の話なら夜が明けるまで語れますよと、カリンは嬉うれしそうに笑った。

　唯ゆい夏かは軽く洞窟の入り口に目を遣やる。距離を測ったのだ。

　もし話がシーナを殺したときのことに及び、あるいは他の何かの拍子にカリンが正気を失ったとき、脱出できるかどうか。

　微妙な距離で、確証など得られなかったが。

　それならそれで仕方がない。
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　目が覚めた。ベッドサイドの時計を見ると、時刻は夜明け近く。

　入ったときは無味乾燥だったベッドの上には、今は自分と彼女の根源的な匂いが立ちこめている。そこはもう二人の空間だった。

　隣のシーナはいつもの家より衣服一枚ぶん軽くなった姿で、つまり裸で寝息を立てている。もう練れん介すけはそのどこからも目を逸そらさなかった。嬉うれしく、幸福に、どこか誇らしく、宝物のように目を細めて優しく見た。そのうちに我慢できなくなったので、寝ている彼女の上にそっと上半身を傾け、軽く唇を合わせた。昨日まで自分からは一度もしたことがなく、しかし昨夜からは数え切れないくらいしたことなのに、改めて頭が冷静になった起き抜けにやると少し気恥ずかしい。それでもじんわりと胸が温かくなるのは変わらない。

「……っ」

　ほんの少しだけの悪いた戯ずらだったはずなのに、気付けば彼女の舌がこちらの口こう腔こうを迎え撃ってきていた。驚いたが、苦笑気味にしばらく応戦する。

　身を離して、笑い合った。

「いつか言わなかったか？　あたしの寝込みを襲うのは難しいぞ」

「みたいだな」

　穏やかで安定した空気が流れていた。もう誰にも崩せない、崩れない。自分たちは二人で一つ。依存だの錯覚だの言いたいものがいれば言えばいい。理由なんて知ったことか。自分は彼女に出会って、好きになって、その幸福から目を逸そらさないようにしようと誓った。その果てにこんな時間が手に入ることは、きっと──必然だった。

　どちらからともなく身を起こして、服を着た。

　幸福な、必然の時間。

　幸福とは関係のない、必然の時間。

　それが交差することは、必然ではないかもしれないが、奇跡的な偶然でもない。予想はできていたことだった。

「何人ぐらいかな？」

「さあな。周りにゃたくさん……とりあえずドアの前には五人くらいだ」

　シーナが言った途端、ロックされていたドアの鍵が自動的に開く音がした。おそらくフロントからの操作だろう。直後にそれが押し開かれ、

「動くな！」

　まずは男と女の二人組が入ってきた。両方ともスーツ姿だが、会社員風ではなく、動きやすい実務的なもの。無ぶ精しよう髭ひげを生やした男とポニーテールの女。どこかで見たことがあるかもしれない。おそらくは昨日の森の中だろうが。

　その二人は最初から拳銃を握っていた。カリンによる森での惨ざん殺さつが自分たちのせいだと思っているのなら、何か危険物を持っていると警戒しているのか。久く瀬ぜがどこまで彼らの動きに関与しているかにもよる。人外と知っていて銃を持っている可能性もゼロではない。

　つまり、それは飾りのつもりで持っているのではないだろうと判断できた。

　故に迷わない。シーナが黒くろ豹ひようのように動き、男の腹に拳を埋め込む。違和感ある鈍い音。暴徒鎮圧用のプロテクターでも装備しているのか。それに気付いたシーナは身体からだを大きく回転させながら足を跳ね上げ、首を強引に刈るようにして男を床に蹴り倒した。

　忘れてはならない。彼女はダークエルフ。今まで様々な悪を為なし、このような追っ手がかかった状況にも慣れた黒妖精だ。手加減が自分の首を絞めることを何よりも知っている。

　だから彼女は男の動きを止めると、間髪を容れずに自分のすぐ横手の棚、コーヒーメーカーの近くにあったスプーンを摑つかんで──その柄のほうを男の首筋にブッ刺した。

「うがあっ……！」

「あ、ちっせーし折れちまった。死にゃしねーだろうが、血止めしなけりゃ死ぬかもな？」

　折れたスプーンの先端を放り捨てながら、シーナが冷たい目で言った。

　練れん介すけもそれを黙って見ていたわけではない。シーナの突進とほぼ同時に、もう一人のポニーテールの女に突っ込んでいる。

「止まりなさい！　止まらないと──」

　銃が持ち上げられるのは素早かったが、その銃口は真正面を向いてはいなかった。見てわかるほどこちらの身体からだの中心からはズレていて、急所は狙っていなかった。それが意識的か無意識かはともかく、彼女は立派で人間的な感覚を持つ、正しい大人なのだろう。正義の任務に就きながらも子供の命のことを考えてしまうような女性なのだろう。

　ならば結果は決まっている。

　練れん介すけは樹人ツリーマンの身体能力で迷いなく踏み込み、拳銃を手で弾はじき上あげ、摑つかんだ肩を捻ひねって倒そうとする。こちらは学生のカリキュラムが基礎の格闘術、あちらはおそらくプロとして研けん鑽さんされた職業的格闘スキル。彼女は自ら空中で前転するように動いて腕が極められるのを回避しようとするが、残念ながら人外の腕力がその技術の研けん鑽さんを無意味にした。ただ力任せに腕を引っ張ることで、回転しようとしていた彼女の身体からだを強引に床に引き落とす。相手の肩が妙な具合に捩ねじれて嫌な音を立てた。折れたか外れたか。

「ひぎっ……」

　悪いな。まだ捕まるわけにはいかないんだ。

　そのときには既に廊下にいた残りの人員もこの部屋に踏み込んできている。先遣の二人がやられたことに警戒してか、間合いを開けて銃を持ち上げている。

「練れん介すけ、窓だ！」

　さすがにこの部屋の造りや位置関係程度は最初に調べていた。木製のカバーがかけられている窓に向け、シーナは虚こ空くうから生み出した矢を数発連射。その矢がカバーごと窓を破壊し、閉塞感のあったラブホテルの部屋に一気に空気が流れ込んできた。

　視線で促してから、窓枠に足をかけてシーナが外に飛び出す。練れん介すけもほぼ同時にその後を追った。ただの人間では難しいだろうが、自分たちなら人外の身体能力で飛び移れる──そんな微妙な距離感の位置に別のビルの屋上があった。着地点はそこだ。

　元のラブホテルの部屋の窓を振り向く。さすがに映画のように窓からこちらに向けて銃を撃ってきたりはしない。建物の周囲にはまた別の人員が配置されているようだ。このビルにもすぐに追っ手が来るだろう。

　逃げなくてはならない。だが、どこに。どこを目指して？

　顔を前に戻す。

　誰もいない殺風景な屋上、シーナの綺き麗れいな髪が風に流れている。変装用の野球帽をかぶる暇はなかったのだ。さてどうすっかなとばかりに腰に手を当てて前方の空を見ている。

　その空は今まさに夜が明けようとしているところ。清廉で瑞みず々みずしい薄青と橙だいだいの混色が空の彼方かなたより湧き上がってきて、行く手を見据えているシーナの輝く髪と合わさり、ひどく神秘的な輝きを紡つむいでいた。

　そのとき突如、頭の中に異様な感覚が膨れ上がる。

　シーナの耳がぴくりと動いたのが見える。

　ああ、そうだ。この時間帯は。昨日と同じ。だから──




　──根源魔力を持つ者、根源魔力に接続されている者たちよ。

　──第二の情報開示を行う。

　──勝者に与えられる《世界》は《そこより始まる》ものである。

　──勝者の種が満ちる新しき世界として、望む形で再試行される。

　──故に、現在の世界において汝なんじらが抱く全ての問題はそこでは解決するだろう。

　──現状からの追補。

　──いかなる理由においても、闘争の放棄と逃亡は認めない。

　──初期覚醒地点より離れすぎた場合、全ての資格を剝奪する可能性がある。

　──該当種は留意せよ。

　──この開示により、我は迅速なる終着を望む。

　──故に。戦え。戦え。戦い、勝ち取れ。

　──汝なんじらの種の強さを示せ。

　──世界を担になう者たちの姿を、見せよ──




　不愉快なノイズが頭の中から消え去っても、シーナは空を見ていた。

　どこまでも広がっていると思えた空が、どうしてか、今は。

「新しい世界、望む形で再試行、か……詳しくはわかんねーけど、多分、それって」

　それでも。

　あるいは、だからこそ。

　シーナは振り向いて、どこか清すが々すがしいような表情で、笑うのだ。

「あたしらのための新しい世界を作ってくれるってことじゃね？」

「……かもな」

　具体的に考えるとわけがわからなくなる。そんなのは神の御み業わざだ。創造主だ。声の主は本当にそのような存在なのか？　だったら何でもありではないか。

　けれど今はその正体や力について考察している場合ではなかった。

　練れん介すけの頭の中には、何かが生まれつつある。闇の彼方かなたから何かが忍び寄ってくるような、その息遣いを想像してしまっているような、予感。その理由は言語化できない──したくない。目を向けなければ幸せだ。考えなければ錯覚だ。

　──それよりも。そう、それよりも、だ。

　練れん介すけは無自覚にその予感を手放す。別のことを考える。そちらのほうが大事だ。きっと。

　今の声には、より直接的な、自分たちの未来の方針に関わる情報が含まれていた。

「けっ、釘くぎ刺しやがって。これ以上あの街から離れんなってか」

　神は舞台をあの街に規定している。

　この戦争の勝者になれば、現世界での問題が全て消え去る。

　今の声で知らされたその二つが真実であるなら、

「んじゃ、次に向かう方向は決まったな。確かに、いい加減追い回されるのにも飽きてきたとこだしよ」

　当然、シーナが選ぶのは、そこから導き出される最も楽しそうな選択肢だった。




「やっぱ、一発逆転を狙うのが一番面白そうだよなあ？」
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　洞窟の中の、小さな光源。偽にせ物もののランタンの光。

　瞼まぶたの隙間に淡く挟み込まれたそれは、必要最低限の覚醒を維持する意識の焦点となってくれた。あるいは必要最低限の部分だけの眠りを演出してくれた。

　起きてはいたが、うつらうつらと、光を見つめて夢うつつ。

　枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かは、自らに問いかけていく。

　──さあ。どうする？

　──自分は、これから、どうする？

　今までは答えを求めるふりをしながら考えないようにしていただけなのかもしれない。けれど淡い光の揺らがなさは、ここに来てようやく、唯ゆい夏かの頭の中に一歩を踏み出させた。

　──結局のところ、ありきたりな二元論でしかないのか。

　終わらせるか。終わらされるか。

　勝つか。負けるか。

　喰くうか。喰くわれるか。

　想像が光の中に現れる。まずは喰くわれる想像だ。かつてあの路地裏で体験したその結末は、今もなお現実感を持って自分の背筋を震わせる。あの冷たさ。あの孤独感。

　誰が喰くうのか？　三つのパターンがある。

　耳の尖とがったエルフ。背景にはＲリボＶルヴ。近付いてきて、侮蔑の視線で、こちらに手を伸ばす。

　あるいはオーガ。焦点の合わない笑みで巨大な斧おのを振るい、自分の身体からだをばらばらにして、こちらに手を伸ばす。両断された記憶は真新しくリアルだ。

　そして……ダークエルフ。にやにやと苛いら立だつあの笑みで、近くに彼を従えて、だらしない制服姿で、こちらに手を伸ばす。その隣にいる彼は、どんな表情を浮かべているのか──？　それだけは、どうしても、想像できない。

「……」

　根源魔力のある核は体内で自由に動かせるけれど、それだけだ。手当たり次第に削られたり当てずっぽうに攻撃されたりすれば、致命傷を負う可能性は充分にある。

　嫌だ。スライムに喰くわれたときに体験した、あの一人で終わる冷たさは、寂しさは、嫌だ。二度と味わいたくない。そんな結末はどうしても嫌だ。

　では次に、喰くう想像をしてみよう。

　倒れたエルフに対して、自分が手を伸ばしている光景。

　倒れたハーフオーガに対して、自分が手を伸ばしている光景。

　倒れたダークエルフに対して、自分が手を伸ばしている光景。

　リアリティは、あるか。自分がそうしている光景が、本当に現実にあると思うか──

　そこがよくわからない。

　そうまでして自分が先に進む意味とは、何だ？

　ふっと気付いた。

　そんなものはないのかもしれないと。

　自分はただ喰くわれたくないだけで、あの孤独な終わりを迎えたくないというだけで、前に進む理由を持っているとは──




　その瞬間だった。

　頭の中に、直接の声。




　耳鳴りのような不快な声が消え去る。

　同じものが届いていたらしいカリンがむくりと身を起こして、

「……わけわかんないです」

　そう呟つぶやいたあと、シーナがいないかどうか周りを見回し、いないとわかると再び洞窟の床に身を倒して寝息を立て始めた。

　唯ゆい夏かはその寝顔を見ていた。ランタンの光は既に役目を失いつつある。洞窟の入り口から窺うかがえる外の様子、そして神の声のタイミングから推測するに、今はちょうど夜明けの頃合いだ。

　神の情報提示の意味を、考えていた。

　そこより始まる。望む形で再試行される。

　新しい、世界？

　仮にあの声の主が本当に、自分たちの想像するような《神》で、全知全能、天地創造も可能な力を持っており、この戦争の勝者の種族が主となるような新たな世界が形作られるのだとしよう。

　もし自分が勝てば。どうなる？

　スライム種族。望んでではないが、そう得てしまった自分の性質。

　スライムたちの世界を想像しよう。たとえば人間の代わりにスライムが支配者として繁栄している地球の様子を。

　自らの形を持たない……つまるところは、誰もが同じ誰かである世界。容姿や能力で差別されない世界。そこに他人との比較はない。瘦せているも太っているもない。小さいも大きいもない。綺き麗れいも醜いもない。

　みんなが同じ世界だ。みんなが《普通》の世界だ。

　突出しない。だから──誰も、違っているからという理由で、排斥されない。

　陰口を叩たたかれたり物を隠されたり盗まれたり小突かれたり孤立させられたりということはない。みんなと一緒になりたくて、普通になりたくて、他人との違いが気になって仕方なくなって、食べたり食べなかったり吐き戻したりする必要はない。

　それは素敵な世界ではないだろうか？

　もし自分が勝ったとしたら、そんな世界が作れるのだろうか。

「……」

　また、想像してみることにした。エルフの世界。オーガの世界。彼女たちが求める世界はわからない。それでは、ダークエルフがもし勝ったとしたら──？

　それは、どんな世界なのだろう？

　鋭い犬歯を覗のぞかせる彼女の笑みを思い出した。どこか意地の悪そうな、自信に満ちた顔。他者に依存しない、自己評価に対する迷いのなさを感じる表情。大地に深く根付いた大樹のような、揺らぐことのない《自分》を持っている存在。

　その笑みを浮かべていた場面を思い出した。美お味いしいものを食べたとき。好きなものを飲んだとき。木に登って風に吹かれていたとき。彼に──後ろから、自分のものだというように、抱きついていたとき。

　どうあれ彼女が求めるのは、彼女がそのような笑みを浮かべられる世界であるのだろう、と思った。

　それはつまり、彼女が幸せを感じられる世界で。

　きっと、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かには幸せを感じられない世界。

　新しい世界でも、きっとあのように彼女は笑っているのに。

　欲しいものをしっかりと手にして、幸せだと、笑っているのに。

　彼と──一緒に？

　ぞわり、と。

　理屈も何もなく、本能的に反射的に、一つの感覚が湧き上がってきた。

　ずるい、と思ってしまった。

　彼らは今、何をしているのだろう。

　彼らの動きを、現状を想像する。

　確実にわかることは、ただ一つ。

　彼らは二人でいる。ずっと、幸せに、二人でいるだろう。

　自分とは違って。

「────」

　唯ゆい夏かは視線を動かした。再びの眠りに落ち、すうすうと寝息を漏らしている、子供のような寝顔のハーフオーガ。

　見る限りでは、人畜無害な少女だが。

　魔マ術ギ種スで、化け物だ。

　彼らは二人で幸せにしているのに、自分はこんな化け物と一緒にいる。何な故ぜだ？

　絶対に避けたいことがあった。

　みんなと違う、孤立した、普通でない、寂しい、ひとりぼっちの、終わりを迎えること。

　だからこの子を、自分はひとりぼっちでない、という理由にした？

　違う。本当は最初からわかっていた。

　先程想像した寒々しさの通り。

　どうあれ誰かに喰くわれたならば、自分はひとりぼっちで終わる。

　一人で終わらないためには、喰くう側に回るしかないとわかっていたのだ。

　たとえ、それがどれだけ無謀に思えても。

　故にこそ用意していた──これは、ただの。

　弁当だ。




　唯ゆい夏かは耳だけでカリンの寝息のリズムを窺うかがった。二度寝の深さを探る。

　慎重に、何十分もかけて。

　やがて静かに立ち上がり、足音を殺して近付く。

　こうするしかないというのは、最初からわかりきっていたのだけれど。

　ただ、決心ができていなかった。

　この先に何が待っているかがわからなかったから。もがく意味が本当にあるのかわからなかったから。ただ苦しみを先延ばしにするだけになるのではないかと思っていたから。

　けれど今、神の声で、本当に新しい世界が待っていると知らされて──

　それを信じるのなら。全てを賭けてみるのも、ありなのかもしれない。

（本当に、勝てば全ての問題が解決するっていうんだったら）

　無防備な寝顔に向けて、息を殺しながら、手を伸ばす。

　先程、夢うつつの光の中に想像した通りに。

（この私のぐちゃぐちゃの中身も、解決してみせてよ）




　──勝った先に、幸せがあるように、してみせてよ。




　そう、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かは、生まれて初めて。

　神というものを信じてみることにしたのだ。
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　ここ数日は公的な職務に追われていた。

　宗教団体《導き手たる光》が仕掛けてきたテロに対する後始末。受けた人的・設備的被害の詳細な把握、それによって失われた害獣排除組織としての機能の迅速なる回復。マスコミ対応は本質的には無意味ながら、黙殺すればバッシングが起こり、余計な仕事が増えることになる。ただでさえ責任論が発生しているのだ。

　輝き獣じゆうの脅威は人々の暮らしに根ざすものであり、何よりも今後の安全確保態勢が急務。

　現在はその方針を表に出すことで建前上の盾としているものの、事態が落ち着いていけばいくほどこの組織の長に対する疑問や追及は激しくなることだろう。

　加えて、様々な《あってはならない》情報を誤魔化すための工作も必要だった。表の仕事に対する裏の仕事。主に天てん覧らん橋ばしアルマの手を借りたが、自身の仕事もないわけではなかった。

　騎士団敷しき地ち内で対応に追われるだけの数日間。だが「さすがにそろそろ家で休まれたほうが」と部下たちが言ってきたので、ひとまずその提案に乗っておくことにした。自分は魔力で動く屍し体たいである。休息自体は必要ないにしろ、それを周囲に訝いぶかしがられては面倒なことになる。今しばらくは普通の人間のふりを続けておかなければならない。

　夜が更ふけ、他の何台かの車が騎士団から出ていくのに合わせ、スモークが張られた車の後部座席に座って久く瀬ぜも敷しき地ちを出た。隣には秘書姿のセリアメア。運転を頼んでいる部下は彼女が同じ家に帰ることをどう思っているかという疑問がふと浮かんだが、意味はない。

　久く瀬ぜの自宅は長なが門と南駆動騎士団から車で約十五分の位置にある。

　市街地方面ではなく、騎士団と同じような、どちらかと言えば都市の防護壁に近い方面。平屋建ての中古の一軒家だが、それほど古くはない。周囲は塀に囲まれていて、その外はほどよく離れた隣家が所有する畑や空き地が広がっている。まさしく田舎の普通の家といった風ふ情ぜい。

　エリート騎士の給与からすればささやかとも言えるその家の周りを、車は徐行で一回りする。最近の朝夕はここも騒がしいと噂うわさに聞くが、今は静かだ。

「マスコミはいないようですね。望遠とかで狙っている奴やつらはいるかもですが」

「気にしても仕方ないだろう。入れてくれ」

　門を開き、車を中に進ませる。庭の一角、外からは見えない場所に車を止めた。

　その庭も家自体も、久く瀬ぜの性格を示すように殺風景だ。必要最低限のものしかない。暮らすだけならワンルームマンションでも充分であったが、ＲリボＶルヴ乗りとしてのトレーニングのためにはある程度の場所、特に他人に気兼ねせず汗を流せるような場所が必要だった。だからこそ静かで広いこの家を選んだのだ。

　ここまで運転してくれた部下に礼を言って外に送り出し、久く瀬ぜたちは玄関の鍵を開けて家の中に入ろうとする。

「……千ち紗さ人ひと」

　セリアメアの声が聞こえたのは、ドアノブに手をかけたまさにそのときだった。振り向くよりも早く、彼女の腕が久く瀬ぜのベルトを摑つかんで強引に後ろに引っ張る──逆らわずに身体からだが流れるに任せた。刹那、

「《血の精霊に命ずる／螺旋廻りて巨山を穿てブラツドスピリツト・フールヘリツクス》！」

　スーツを庭の土で汚しつつ、受け身を取って数回転。体勢を立て直して見えたのは、玄関前の石畳を穿うがつ大穴だ。

　空からほぼ垂直に降ってきた、赤色の螺ら旋せん槍やりの着地点であり──引くのが一瞬遅れた久く瀬ぜの左腕を、跡形もなく消し飛ばした攻撃の痕跡。

　屋根の上には、影がある。

　尖とがった耳。シャーマニックな露出度の高い衣装。闇に溶け込む肌。

「気にすんな、ただのこないだのお返しだ。黙っていきなりヤッていい──あたしらの間じゃ、確かそういうことになったよな？」

　邪悪に笑うダークエルフの手には、当然のように、ねじくれた樹きの杖つえが握られていた。
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　感知範囲外から高速で飛び込み、有無を言わせぬ奇襲をかける──

　すなわち、暗殺。

　練れん介すけとシーナが狙ったのはシンプルなその反撃方法だった。時間をかければかけるほど人数差と状況の不利が広がる。ならばリスクを冒してでも一気に近付いてカタをつけるしかない、ということだ。神に距離的な釘くぎを刺されたのも決断の一因ではある。

　今のでどちらかを行動不能にできればよかったが、久く瀬ぜの片腕を削り取っただけに留まった。セリアメアが探知してからの反応が予想よりも少しだけ早かったためだ。惜しい。

「ダークエルフ……！」

　こちらを見上げて憎々しげにセリアメアが呟つぶやき、その姿が秘書姿から元来の衣装に変わる。久く瀬ぜは腕をもぎ取られたほうの肩を押さえるようにしながら、

「自宅に招待した覚えはないが。なぜ場所がわかった？　朝あさ倉くら研究員にでも聞いたか？」

「そんな奴やつより、もっと情報通の人間がたくさんいたぞ。大人気な騎士団の前にはな」

　練れん介すけが言うと、久く瀬ぜは合が点てんがいった様子で、

「マスコミ関係者でも締め上げて聞き出したか」

「必要ありゃ殴ってでも拷問してでも知りたいことを聞けるのがあたしだぜ。吞気のんきに家で休めると思ってたんならアホすぎるな」

　シーナがゾクゾクするほど素敵な悪役面で言うが、長々と会話を続ける気はない。

　初撃でダメージ有利は取っている。さらなる追撃で畳みかける！

「《血の精霊に命ずる／月を砕きて驟雨と嗤えブラツドスピリツト・ソリツドガスト》！」

　三日月状の、無数の血の刃を有利位置から二人に浴びせた。

　避けられないと判断したか、久く瀬ぜは逃げるためには足を動かさない。こちらに背を向け、残った腕を広げ、セリアメアの盾となって──血の刃を受け止める。

　ほぼ全弾が、その背中を苛烈に割り裂き、肉へ深々と潜り込んだ。

「……あん？」

　だが、そこには異常がある。背骨を割り、内臓を傷つけ、腹側の皮膚まで至ってもおかしくないような裂開を見せているのに。

　彼の背中からは、一切の血が流れ出ない。今にして気付けば、先程削り取った腕からも。

「濡ぬれ木の焚たきつけじみた愚策です。私の眷けん属ぞくにそのようなものは効きません」

　セリアメアはそれが当然のことであるように、泰然と言っていた。

　久く瀬ぜがその場に膝をつく。痛みで崩れ落ちたのではない。

　庭の地面に手を差し入れ、土を掬すくい上あげる。それを失った左腕の肩口に押し当てる──

　するとその土はみるみるうちに腕の形状を作り、肉のような質感を得た。

　土と肉の中間にあるような、腕だ。

　練れん介すけはそれと似たようなものを知っている。土と樹きという違いはありながら、方向性が同じであるものを、誰よりもよく知っている。

「テメェ。そいつは……！」

「我が眷けん属ぞくを名付けるならば、壌人ソイルマン。我が森を形作る、我がためにある土壌！」

　胸を張り高らかに告げる妖精の少女、それに跪ひざまずく男。

　その高潔と忠順の対比は、まるで姫と騎士のようだ。

　久く瀬ぜは膝を地面に当てたまま身を回し、シーナと練れん介すけに改めて目を向けてきた。その目は静かでありながら、何かの区切りを捉えている。

「もはや性質を隠す意味もなくなった。簡易魔術ではなく、僕を使うといい」

「──そうしましょう。この貴方は返しておきます」

　セリアメアの右手にはライターがあった。今までにも何度か使っていたもの。一方、握り込んでいた左手のほうを開くと、そこからぱらぱらと何かが久く瀬ぜの肩の上に落ちる。

　土だった。

　練れん介すけは彼女が魔術を行使する際に見せていた動きを思い出す。ライターの火を左手の中に当てるような動き。すなわち、ポケットから取り出して握っていたあの土、おそらく元々は彼の身体からだの一部であったものに火を当てていたということか。その行為が意味するものは？

「切り離した土塊で誤魔化すのは終わりです。見なさい。眷けん属ぞくという豊潤の大地にて、エルフが精霊を育み愛めでる様を──」

　セリアメアが人差し指と中指、揃そろえられた二本の指でライターの先端をなぞるようにすると、その火だけが指先に移った。そして彼女はその指先の火を、躊躇ためらいもなく──

　久く瀬ぜの身体からだに、ずぶりと押し込んだ。肉が焦げる臭いと、土が焦げる臭い。

「おっ……む、うっ……」

「《火の精霊よ／正しき灯の恵撫は其処へフアイヤーエレメンタル・クロウリングカレス》！」

　久く瀬ぜが漏らした呻うめき声を搔かき消けすように、セリアメアが唱える。

　刹那、火が突き込まれた久く瀬ぜの肩口の土肉──その中から魔術が発生した。飛来する熱線。

「シーナ！」

「ちぃっ！」

　目を瞠みはる速度と威力。身を捻ひねり、屋根から転げ落ちるようにして回避するしかない。それはセイレーンを倒したあとに奇襲として放たれたものと同じ魔術であるように思えたが、あのときとは段違いの規模だった。シーナの胸を穿うがったあれが拳銃だとすれば、これは大砲だ。まともに喰くらえば頭や上半身が消し飛んでしまいかねない。

　猫のような身のこなしでシーナも庭に下りることになる。熱線が掠かすめた屋根のあたりからも焦げた臭気が不吉に届いていた。

「はん。あたしらみたいな、魔術行使の条件であると同時に……セイレーンみたいな増幅の意味合いもあるってカンジか？」

「ああ。眷けん属ぞくにもダメージがあるように見えるけどな」

　久く瀬ぜの肩口は少しだけ抉えぐれたようになっていたが、すぐに周囲の肉が盛り上がるようにしてそれを塞ぐ。練れん介すけの傷を樹じゆ肉にくが塞ぐのと同じように。ある程度はああして自己修復し、足りなくなればさっきのように別の土を使って補充することもできる──ということか。

　そしてその魔術行使による損壊は、先程の熱線の規模自体と比べれば小さいと言えるもので、魔術の威力自体で吹っ飛んだというよりは《傷ついたから魔術が発生した》というような意味合いだと思える。

　すなわち……火や葉などの精霊を、眷けん属ぞくの土に触れさせること。それがエルフの精霊魔術エレメンタルマジツクの発動条件なのだろう。そして、彼の身体からだという土の中で育った魔術はより大きな力で、その土を抉えぐりながら飛び出してくるのだ。発芽のように。

「僕のダメージなど気にするだけ無駄だ」

　ゆっくりと久く瀬ぜが膝を伸ばして立ち上がった。身体からだの横に軽く手を持ち上げ、セリアメアがその掌てのひらに触れる。ダンスをエスコートする貴人のような姿勢であったが、実際は再びエルフが種火を彼の掌てのひらの中央に埋め込んだだけだ。久く瀬ぜの眉が小さく寄り、また、呻うめき。

「《火の精霊よ／身を寄せ合えば強き安寧フアイヤーエレメンタル・クラツドオブジール》！」

　セリアメアに手を握られて誘われるように、久く瀬ぜの掌てのひらがこちらを向いた。土肉を吹き飛ばし、そこから放たれるは巨大な火球だ。直径１メートルほどもあろうかという、赤々とした生命力の真球。熱気で空気が歪ゆがんでいる。

　シーナの意思が瞬時に練れん介すけの全身に満ち、取り込んでいた血の暗霊を望む形に組み上げた。

「《血の精霊に命ずる／欺き集いし赫炎よ爆ぜよブラツドスピリツト・フエイキングサン》！」

　シーナが放ったのも火球だった。血の赤が模した、同じような大きさの、偽にせ物ものの火球。

　真と偽の火か焰えん球がちょうど二者の中間地点で激突し、拮きつ抗こうし、周囲に衝撃と熱波を拡散させて──消えた。威力は互角か。

「っ……ふ──」

　深く長い呼吸音は、久く瀬ぜの口から漏れたもの。練れん介すけとしてはそれを見逃すことはできない。

「気にする必要ないとか言っても、苦しそうじゃないか」

「ああ。正直……痛みは、あるとも。君にならばわかるだろう。真の意味での痛覚とは違うだろうが、似たようなものはある。我々の身体からだは樹きであり土であると同時に、確かに我々を構成する肉でもあるからだ。身体からだが内側から灼やかれる痛みは、そう、常人ではなかなかに味わえない痛みだろう」

　彼はゆっくりと両腕を広げていく。そして平然と──

「だが、それがどうした？」

　当然のことであるかのように、言った。

　彼の背後、セリアメアは再び指先に湛たたえた火の要精素霊を、久く瀬ぜの右腕に埋め込んだ。肘の下に埋め込んだ。手首に埋め込んだ。肉の灼やける異臭がそのたびに強くなり、彼の眉が揺れる。

　セリアメアに感情の動きはなかった。ただ必要な道具を当たり前に操作しているような表情でしかなく、目はシーナの動きを注視しているだけだった。苦痛を捧ささげ、自らの魔術の礎いしずえになろうとしている眷けん属ぞくに、労いたわりの言葉や眼まな差ざしはない。

「《火の精霊よ／想起こそが別離を儚むフアイヤーエレメンタル・レツドサーキユレート》！」

　久く瀬ぜの腕の三箇所が続けざまに弾はじける。さすがにそれは腕の根元から念入りに土が吹き飛ばされたに等しく、その腕自体の繫つながりにも影響を与えた。虫食いのように体積を失った腕が、残った自重に引かれてずるりと肩口から抜け落ち、どしゃりと地面と同化する。今まで以上の衝撃があったか、久く瀬ぜの身体からだが大きく揺れ、口からは苦痛の唾が跳ね散るのが見えた。

　それを代償に発生したのは三本の火の輪だ。燃え盛る戦輪。

「《血の精霊に命ずる／卑しき茨の渇愛を誘えブラツドスピリツト・グラトニーソーン》！」

　シーナは肥大する茨の塊を盾にすべく召喚するが、相手の戦輪は燃焼力と同時に切断力も具そなえていた。勢いを殺しきれなかった一本がシーナの脇腹を掠かすめる。ぞっとした。

「シーナ！」

「ちっと焦げただけだ、気にすんな。はん、威力はいいが、マジでコスパが悪いんじゃねーのか？　眷けん属ぞくが辛つらそうだぜ？」

「ふふ、ふふふ……」

　一瞬、それが何か練れん介すけにもわからなかった。

　笑い声だ。

　あの沈着冷静な久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとが、魔術の行使の礎いしずえとなり、苦痛と共に片腕を吹き飛ばされたその状況で──今までに見たこともない顔で、本当に、笑っていた。

「いいんだ。いいに決まっている。痛みなど、あって当然だ。望むところだろう？」

　痛みによる眉の歪ゆがみはあれど。

　それでもどこか、清すが々すがしそうに。

「正直に言おう。僕は……彼女から与えられるこれに、喜びを覚えている」

「……!?」

　練れん介すけが感覚の目を見開いたのには二つの理由があった。

　久く瀬ぜの理解不能な笑顔の説明が一つ。

　もう一つは──ちょうどそのとき、敷しき地ちのすぐ外で音がしたことだった。

　この家を囲む塀の上で何かが動いている。猫のように塀に跨またがっているのは、カメラを携えた見知らぬ人間だった。夜闇の中での撮影ならばバレないと踏んだのだろうが、こちらは人外だ。気付かないわけがない。一斉に集まった視線に、彼はぎょっとしたようにレンズから顔を上げ、塀の向こうに下りようとする。が、素早く間合いを詰めた久く瀬ぜがそれを許さなかった。

　片腕で男を敷しき地ち内に引きずり落とす。彼は立ち上がるよりも先に、卑屈な、しかし攻撃的な優越感を漂わせる笑みで言った。

「……へっ、へへっ……団長、久く瀬ぜ団長、これ、これっていったい何なんです!?　わけわかんないっすけど、とにかく、とにかく！　撮りましたよ！　説明してください、騎士団の襲撃事件、あのテロと何か関係があるんですか？　やっぱりこれは宗教関係の──」

「やはりいたか。愚かだ」

　久く瀬ぜはぽつりと呟つぶやいて、一本だけ残っている腕を彼に対して伸ばす。

「へ？　あ──が──」

　喉を摑つかんで、ぎりぎりと、力を込めた。

　人外の力で吊つり上あげる。

　男の顔が鬱血し、足がばたばたと宙を搔かき、涎よだれと泡を口から垂らしても、白目を剝むいても、解放はしない。そのまま最後にもう一度、掌てのひらに力を込めて。

　ごきん、と男の首をへし折った。脱力する肉体。生理反応で零こぼれた糞ふん尿にようの臭いが鼻をつく。

　乱雑に久く瀬ぜが手を離し、男の死体が大地に落ちた。

　セリアメアが眉を顰ひそめて言う。

「そのあたりの土で身体からだを補充するのは止めてくださいね。汚けがらわしい」

「わかっている。さすがにそれは僕も嫌だ」

　苦笑いで久く瀬ぜは練れん介すけたちに向き直った。

「ああ、本当に──この彼に限らず、人間というのは愚かだと思う。自分たちが何をしているのか、どんな存在なのかを知ろうともしていない」

　やりやがった。まったく何の迷いも見せず、無関係な人を殺した。どうやらもう久く瀬ぜのほうにも事態を後戻りさせる気はないらしい。神の目もく論ろ見み通りか。

　つまり、これからの戦いにおいても、向こうが社会的な立場を気にすることを考慮に入れるべきではないということだ。

　練れん介すけは警戒度をさらに一段階引き上げつつ、

「いきなり大きな話だな。なら、人間ってのはお前にとってどんな存在なんだ？」

「それはもちろん、悪だろう」

　久く瀬ぜは即答した。

「人間という種族の生き様は美しくない。間違ったものばかりだ。地球を汚し、壊し、あまりにも身勝手で、そして自分たちがそうであることを顧みようともしない。たまにすると思えばそれは他人に善く見られたいがためのアリバイ工作じみたものでしかなかったりする」

「最新の機械を使う騎士団の筆頭が、文明批判か？」

「だからこそ、ということもあるだろう？　言葉も文明も持たぬ原人に戻れとは言わない。僕は……穏やかな文化を育み、自然と共存し、安寧に感謝して暮らすようなものが正しいのだと思う。そう、つまりは──エルフのような生き方が」

　再び彼は笑う。喪失した腕のあたりを愛おしく撫なでるようにしながら、

「僕は、エルフが好きなだけだとも言えるのかもしれないな。そんな尊敬すべき彼女からの痛みは、間違った僕たちに向けての正当なる罰だとしか思えない。だから──喜びだ。これは、喜びなんだ」

　シーナも犬歯を剝むき出だしにしてゲラゲラと笑った。練れん介すけも同感だった。

「わけわかんねー！　テメェがド変態ってだけじゃねーか！」

　闇に紛れて久く瀬ぜたちの足下に血の筋を忍び寄らせていた。起動。

「《血の精霊に命ずる／天を目指して捩れて歌えブラツドスピリツト・アーネストピラー》！」

　鍾しよう乳にゆう石せきのように奴やつらの足下から血の杭くいが屹きつ立りつする。意識を逸そらした瞬間の奇襲だと思えたが、惜しくもまだ足りなかった。久く瀬ぜとセリアメアは大きく跳躍して回避し、着地点で身を屈かがめて土を掬すくい上あげようとする。回復の隙は与えたくない。突っ込む──

　が、そのときはっと気付いた。久く瀬ぜの肩口が先程より抉えぐれているように見える。

　そのぶんの土はどこに行った？

「《火の精霊よ／温き朝に猛天へと目覚めてフアイヤーエレメンタル・ルードアウエイクン》」

　罠わなだ。足下から唐突に噴き上がる火か焰えん。既に精霊を仕込んだ土が落とされていたのだ。

　シーナは咄とつ嗟さに血の盾を下方に張って防いだが、爆発じみた勢いは殺しきれず、大きく吹き飛ばされる。

「ダークエルフじみた卑劣な罠わななど使いたくはありませんが。やられたらやり返さねば、頭の悪い獣はいつまで経たっても学習しないものです」

「お偉いエルフ様は言うことが違うなあ。へっ、理屈をこねようが結局やってることは同じだろ。なのに自分だけは正しいって良い子ちゃんヅラしてんのがマジでクソだな。だから嫌いなんだよ」

「実際に正しいでしょう。私たちは自らを恥じません。恥じる理由がありません」

　顔色一つ変えずに眷久属瀬を傷つけ、魔術を発動させるセリアメアに一切の揺らぎはない。全てが当然の行為であるかのように、胸を張って、眼前の悪を正当に排除しようとしている。

「千ち紗さ人ひとは珍しく、真の意味で自分たちの恥を知っている人間です。同意します。エルフと比べれば、人間もダークエルフも遥はるかに愚か。それを自覚している者の憧れを、私は受け入れます。それが優れた種族としての余裕というものなのでしょうから」

　こちらを吹き飛ばして作った猶予で、久く瀬ぜは足下の土を用いて肉体を修復していた。当然、土の地面においてその修復材は無尽蔵だ。単純に一対一の体積関係でもないように思える。

　泰然と佇たたずむ久く瀬ぜ。その身体からだにさらに痛みと火を埋め込んでいくセリアメア。これまでの数撃でその魔術の威力は既にわかっている。

　認めざるを得ない。魔術戦においても、この二人は強大なる相手だった。難攻不落で高火力、補給無限の固定砲台──

「諦めなさい、ダークエルフ。劣ったものは優れたものには勝てない。それは昼夜が繰り返されるという理じみた真実です。努力で覆くつがえせるものではありません」

　しかしシーナは肩を震わせて笑うのだ。

「マジ笑わせんなよ。劣ってるとか優れてるとか知らねーし。勝手に決めてんじゃねえ。いんや、もしその理屈が正しくても……あたしのほうが優秀だったら、お前は百パー勝てねーってことになるけどいいのかよ？」

「ダークエルフがエルフより優秀な部分などありますか？」

「お前より不潔で汚えモンに慣れてるって意味ならそうだろ？」

　にやりと言うシーナ。セリアメアが何かに気付いた様子で眉根を寄せる。

　だが遅い。吹き飛ばされる方向を調整した結果、こちらは先程久く瀬ぜに殺されたばかりの男の至近に位置取っている。それをただの無用なゴミだと意識から捨てたエルフと、起死回生の武器として浅ましく狙っていたダークエルフの差だ。

　シーナは杖練介をその死体に触れさせる。

「新鮮な暗霊がいるぜ。生まれたてホヤホヤの──屍し肉にくの暗霊がな！」

　なんと呪わしくおぞましい精霊なのだろう。エルフが育む清廉潔白な火の精霊などとは比べようもない、暗き汚お穢わいの世界の住人。だがそれでも、それは確かにこの世界にある。誰からも望まれなくとも疎うとまれても、ここにある。

　それを掬すくい上あげるのが、同じように呪わしいダークエルフと、その眷けん属ぞくの手だ。

　精霊杖としての練れん介すけがその体内に屍しかばねの暗霊を吸収する。死体、特にその生命を持たない肉を象徴する小さき者たち。杖つえとしての形状がさらに歪いびつに変化した。

　そしてシーナが求めてくる動きは──

（悪いな。だけどまあ、自分を殺した奴やつの仇かたきを取るためだ。協力してくれるよな？）

　精霊杖の先端で男の死体を引っかけ、それを思い切りセリアメアたちのほうに向かって放り投げる。死者の冒ぼう瀆とく？　文句はそれを作り出した奴やつへのほうが先だろうし、そもそも死者としての立場は同じだ。杖つえでもあるだけこちらのほうが立場は低いのではないか。

「っ──！」

　セリアメアは久く瀬ぜの肩を叩たたくようにして火球を放ち、空中でその死体を爆散させた。一瞬の炎光、それが収まった夜闇の中に、ぼとぼとと人体の破片が落ちる音。撒まき散ちらされる焦熱と血の臭い。

　それこそが狙いだ。

「《屍の精霊に命ずる／不和の葬列に抗して嘆けキヤリオンスピリツト・ニゲートフユーネラル》」

　弾はじけ飛んだ肉片それぞれを呼び水に、屍し肉にくを象徴する者たちを励起させる。

　動け。膨らめ──立ち上がれ。

　庭の草に引っかかっていた指は二つの節を持った触手のような形状へ。どこかの塊肉は丸く膨らみ、中心に口のような亀裂を広げる。骨を覗のぞかせていた太ふと股ももはそれを牙とした獣のような姿に。多少の差異はあれど、肉そのものが蠢うごめき増殖することで、どれも中型犬ほどのサイズにまで肥大化していた。

　それは、人間一人分の中から発生した、数十体にも及ぶ屍し肉にくの怪物たち。

「これは──」

「エルフみたいにお綺き麗れいじゃなくて悪かったなあ。でも、おかげで手段とか躊ちゆう躇ちよしないで済むしよ？　遠慮せずにダークエルフ流のおもてなしでも受けていけよ」

「セリアメア。囲まれている」

「わかっています！」

　飛びかかってきた長虫のような屍し肉にく生物を、久く瀬ぜが大地の如ごとき重みの裏拳で叩たたき落おとす。セリアメアがその腕を振り切った動作の先で火の精霊を彼の手に埋め込み、別角度から襲ってきた丸い食人肉を掌てのひら方向の火線で灼やいた。久く瀬ぜの体内を介しての魔術発動という特殊な手順を踏みながらも、お互いがお互いの動きを阻害しない、むしろ死角を補い合っているかのような、息の合った動き。幾度の死線を共に越えてきたことを窺うかがわせる熟練度だった。だが──

「どうしても段取りが一手多くなるよなあ。魔術の威力自体は強くても、それがお前らの弱点だ。不自由で腰が重くてまだるっこしすぎる。となりゃあ、あたしらは数と量で勝負するだけだ。ほれ行け行け、お前らを殺したクソエルフと眷けん属ぞくに齧かじりつけるチャンスだぞ！」

　悪夢のような形状をした屍し肉にくの怪物たちが、あらゆる方向からセリアメアたちに襲いかかっていく。何度迎撃されようと、数はまだまだこちらが多い。練れん介すけとシーナはその制御に集中する。いずれ向こうにも限界が来るはずだ。

「この状況は不利だ。動くことを提案する」

「っ、仕方ありませんね……！」

　セリアメアが頭上の空気を搔かき回まわすように腕を動かすのが見えた。すると指先に小さな空気の歪ゆがみのようなものが生まれる。それを久く瀬ぜの掌てのひらに埋め込み──

「《風の精霊よ／猛き空縮解き放つ拍手をウインドエレメンタル・レイジングゲイル》！」

「ぐ、おっ──！」

　苦痛の声と共に久く瀬ぜがその掌てのひらを地面に向けると、そこから爆発的な空気の流れが弾はじけた。あまりの勢いに、襲いかかろうとしていた腐肉たちが為なす術すべなく四散する。久く瀬ぜの片腕も当然のように吹き飛んだが、その反動を利用したか、本人とその背に乗るようにしているセリアメアの二人の身体からだ自体も高く宙を舞っていた。斜めに塀を跳び越えて、外へ。

「おいおいおーい。優秀なエルフ様がなんで逃げんだあ？」

「畳みかけるしかない。追おう！」

「トーゼン！」

　シーナも助走して同じ方向の塀を跳び越える。セイレーンのように翼が生えたわけでもなし、そう遠くまで移動できるとは思えない。

　二人の姿が飛んでいった先、家の裏手はちょっとした空き地のようになっていた。周囲に街灯などはなく、今までと同じく月明かりだけが頼りの空間。近くの林業系の会社の土地なのか、まさに郊外の空間利用といった風ふ情ぜいで、生い茂った雑草が囲む敷しき地ちの中、土が剝むき出だしの地面に適当に資材が置かれている。駐車場としても利用されているのだろう、大きなトレーラーも停とまっていた。無論のことエンジンは停止しているし運転席にも人影はない。

　久く瀬ぜはセリアメアに見守られながら、足下の土から腕を再生しようとしているところ。そのマゾヒスティックな仕組みを喜ぶのは結構だが、繰り返される痛覚刺激が精神や肉体にダメージを与えないわけがない。顔色は悪いように思えた。

　方向性は合っている。手数で一気に押し切る──！

　そうしてシーナが再び周囲の屍し肉にく生物たちに指令を与えようとしたときだった。練れん介すけは久く瀬ぜの視線に違和感を覚える。状況にそぐわない視線だ。

　それは──まるで、こちらを憐あわれんでいるかのような。

「君たちの魔術を軽視していたのは認めよう。まさか眼前の死すらも利用するとはな。その冒ぼう瀆とくは予想外だった。しかし……それだけだ。他は予想していた。追い詰められた君たちが、起死回生の策として、僕たちを暗殺しようと仕掛けてくることは──予想できていたんだ」

「なに？」

「だから武器程度は用意はしているとも。新鮮味はないかもしれないがね」

　そのときだった。

　彼の背後、トレーラーの荷台が、軋きしむような機械音で開いていく。

　そうして姿を現したのは、しゃがみ込むような姿勢で置かれている鉄の巨人の姿。

「ＲリボＶルヴ……!?」

　拘束具やケーブルで埋め尽くされた荷台の隅にはラックで機械が固定された場所があり、そこに白衣で金髪の女──天てん覧らん橋ばしアルマがいるのが見えた。彼女はこちらを冷たく一いち瞥べつしただけで、端末のキーボードを叩たたき続けている。練れん介すけたちがどうあれ、自分のすべきことはこれなのだという確固たる解答が見て取れるような、冷たい視線と迷いのない動き。

　久く瀬ぜがその荷台に飛び乗った。

「なりふり構わないと決めたのは君たちだけではないということだよ。あの声からわかるように、《神》は迅速な終わりを求めているのだから」

　ＲリボＶルヴを個人的に使うなど職権濫用もいいところだ。少なくとも現在の日本でこのような使い方をしている人間は誰もいないだろう。そもそも条件からして不可能だ。自分が自由にできるＲリボＶルヴを持ち、整備できる人材を持ち、運べる車両を持っていること──

　だがそれが、輝き獣じゆう対策を担になう組織の、一区域を統すべる団長という立場の存在であれば。

　後先を考えないというただ一点の開き直りさえあれば、可能だ。

「ちっ。あれと生身で戦うのはさすがに面倒臭ぇ……！」

　シーナが庭から引き連れてきた屍し肉にく生物をそこに殺到させるが、その前にはセリアメアが立ち塞がった。手にしていたのは──おそらく、久く瀬ぜの身体からだから摑つかみ取とった一握の砂。それを自分の周囲に円を描くように散らしつつ、

「《風ウのイ精ン霊ドよエ／レ噴メ泉ンへタのル憧・憬ソはア疾ーくゲ美イしザきー》！」

　噴き上がったのは、切断力を持った空気の壁だ。それが屍し肉にくの怪物たちを下方から斬り飛ばす。彼らはあくまでも肉の強度しか持っていない。切断されても動くものがいたにはいたが、トレーラーの久く瀬ぜを襲うような勢いを維持するのはさすがに無理だった。前方に蠢うごめき向かおうとしても、セリアメアが素早く生み出した弓矢に縫い止められる。

　久く瀬ぜ本人ではなく、切り離された土を用いた普段の簡易魔術であるためだろう、威力は減じている。群れを一掃できるほどではない。だが久く瀬ぜがＲリボＶルヴの胴体席ボデイスペースに乗り込む時間を稼ぐには、それで充分だった。

「起動準備完了。ＥＦは満タンのフルチェンバー。武装タイプはＡの14」

「了解した。頼む」

　特殊な座位姿勢でＲリボＶルヴをトレーラーに固定していた拘束具が、機械音と共に外れ。

　純白の聖なる騎士が、ダークエルフを誅ちゆうするべく、動き始めた。
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　──これは、過去だ。

　──まだ日が昇りかけていたころ。

　──神の言葉が聞こえ、彼女がそれによって見み出いだした、一つの選択の結果。




　枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かは。

　無防備な寝顔に向けて、息を殺しながら、手を伸ばす。

　ゆっくりと、ゆっくりと。

　数十の呼吸を経て、眠りの深さの確信を得て。

　意を決して、その肌に触れようとしたとき──




「眠ってるときは、敏感ですよ。だって……痛いことと気持ち悪いことは、たいてい、寝てるときに始まるものなんですから」

　ぱちりと開かれたハーフオーガの少女の目が、唯ゆい夏かを見ていた。




　それが選択の結果。

　彼女はスライムの眷けん属ぞくの残り物というだけの、化け物に似たヒトであって。

　相手は紛れもなく、ヒトではない化け物だった。




　だから──選択した時点で、その結末は決まってしまっていたのだ。
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　トレーラーを降りたＲリボＶルヴの肩にエルフが飛び乗った。いつだかと同じ光景。

　最新技術の粋を凝らして作られた機械の騎士と、異世界から転生してきた妖精──相反するそれらは、しかしどういうわけか、精緻なるバランスで美しい絵画のように並び立っている。この世界というフレームに収まっている。

　矢の射撃。回避する。時間稼ぎに屍し肉にく生物を動かす。輝き獣じゆうを打ち倒すために作られた巨人はそのような生物などものともしなかった。簡単に踏み潰し、打ち払う。

「あいつらじゃ駄目そうだ、どうする!?」

「練れん介すけ、あの女を狙うのはどうだ」

　シーナがトレーラーのほうに目を遣やって言うが、

「無理だ。起動した以上、別にアルマをどうにかしてもこのＲリボＶルヴに影響は与えられない」

「んじゃあ──」

　以前はどうしたのだったか。そうだ、カリンだ。狼おおかみ輝き獣じゆうが飛び込んできて、それがカリンで、魔術を使って、斧おのでＲリボＶルヴのパワーに真正面から対抗した。

　その記憶に僅かな違和感を覚えたが、今はそれどころではない。今は敵か味方かもわからないハーフオーガの少女はおらず、自力でどうにかせねばならないというだけだ。

　久く瀬ぜのＲリボＶルヴがＥＦメイスを縦に振りかぶる。横に避けようとしたが、先読みして放たれたセリアメアの矢がシーナの太ふと股ももを掠かすめて足を止めた。

「くそっ！《屍の精霊に命ずる／墓穴より出で未練を摑めキヤリオンスピリツト・スタボーンリグレツト》！」

　残っていた屍し肉にくたちが集合し、一つの巨大な腕となって、地面から生えるように伸び上がった。指を広げ、振り下ろされたメイスを受け止める。力が拮きつ抗こう、ぎりぎりと震える、耐えろ！

　駄目だった。

　輝き獣じゆうに対抗するための機構が最大限にエネルギーを燃焼。しかも久く瀬ぜという乗り手の技量によってそれは無駄なく四肢にその力を伝達させられる。言うならば、誰よりも運動性能を引き出せる久く瀬ぜのＲリボＶルヴは、カタログスペックに示される以上の筋力を持っているに等しい。

　ぐじゅぶっ、と鈍い音を立てて、真っ向から屍し肉にくの腕が潰れた。そしてメイスはそのまま振り下ろされ──

「っ、あっ……！」

　それは人間形状の生命体に振り下ろされていいものではない。ビル解体用の鉄球が肉を掠かすめたような、圧倒的な重量に起因する衝撃。そう、咄とつ嗟さにシーナが身を捻ひねって跳んだため、奇跡的に直撃はせず掠かすめただけで済んだ。

　だがそれだけで被害は甚じん大だい。シーナの肩から下があらぬ方向に捩ねじれ、潰れ、肉の間から血を零こぼしている。外傷はないが、胴体にも衝撃は伝わった。肋ろつ骨こつや内臓にもダメージがあるのかもしれない。シーナが呻うめきながら血を吐く。

「シーナ！」

「がっ……ちく、しょう。物理的な勝負だと、この暗霊じゃ、キッツいぜ……」

　自分の吐いた血に精霊杖練介を触れさせて、制御する暗霊を切り替える。それに異論はないが──はたしてまともに次の魔術を使えるのか。

　奥底で繫つながっているから、練れん介すけにもシーナの状態はわかる。自分のことのようにその痛みを感じることができる。頭が揺れる。視界が危うい。全身を貫く不快な刺激の数々。口の中に広がる鉄てつ錆さびの臭い。息苦しさはシーナの体内の問題でもあり、朝あさ倉くら練れん介すけという小心者が抱く恐怖のせいでもある。

　重厚な音と振動を伴い、ＲリボＶルヴが、一歩。

　その追撃を待つまでもなく、肩のエルフが矢を撃ってきた。地面に半ば横たわった姿勢のまま、シーナが咄とつ嗟さに身を捻ひねる。急所を貫かれることだけは避けたが、鎖骨あたりに刺さった。

「か、はっ。《血の精霊に命ずるブラツドスピリツト／》──」

　駄目だ。冷たい目のエルフが巨人の肩から矢を連射。魔術を行使する暇もなく、さらに数本の矢がシーナの身体からだを貫く。腹を、肩を、足を。掲げられた盾としてせめて急所を守ることしかできない、無力な練介杖。

　ＲリボＶルヴという一つの玩具だけで、形勢が逆転してしまった。

　結局はこの差だというのか。何を持っていて何を持っていないか。

　属している社会の差。利用できるモノの差。捨て去れるモノの大きさの差。それで、最初から、優劣は決まってしまっていたというのか──

　くそっ。不公平だ。どうして。どうしてこんなことに。

　──いや、ひがむな。考えろ。ここから逆転できる手を！

「へへ。こいつは、ちっと、ピンチだな……」

「なんとかなるさ」

　自分で言っておきながら、説得力のない言葉だと思った。

　喋しやべるのも辛つらそうなシーナの声。

「たりめーだ。簡単に逆転できる手とかこれっぽっちも見つかんねーが、諦めやしねぇぞ。格好悪くても情けなくてもあたしはいいんだ。ダークエルフだもんよ。だから──最後まで、ドブくさく足あ搔がいてみるか。少しでも可能性があるならな」

「やろう。どういう手だ？」

「いやー、笑っちまうくらい格好悪くてシンプルだぜ。必要なのは、運、だけだ」

　すう、とシーナが引ひき攣つれる肺を動かして息を吸った。

　そして、叫ぶ。




「カリンッ！　いるなら出てこい、助けろ！」




　それは自分の生存のために胸を張って行う、純然たる、身勝手な、他力本願。

　応えたのは。

　足音と、どこか嬉うれしそうな声だった。




「はい。シーナ様が私なんかを頼りにしてくれるなんて……初めてかも、ですね？」
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　とん、と軽く跳んだ何かが着地する音。

「昔の私は、足を引っ張るばかりでしたよね。シーナ様の後ろを勝手についていくだけで……そうそう、覚えていることがあるんです。シーナ様の敵に私だけ捕まって、人質みたいにされてたことがありましたね。シーナ様は構わず突っ込んで敵を倒して、たまたま私は無事でしたけど。格好良かったなあ。うん。とにかくそういうことがあったので」

　カリンが現れた場所に一番近かったのは、自分たちでも久く瀬ぜたちでもなかった。だからカリンはひょいと跳んで、トレーラーの荷台で何かのデータを取っていたらしい──天てん覧らん橋ばしアルマの喉を摑つかんで、吊つり上あげた。先程久く瀬ぜが記者らしき男に対してそうしていたように。

「こういう作戦はどうですか？」

「こら、離す、のだ……ワタシは……」

「無関係とか言っちゃ駄目ですよ。ただの人間でも、この場にいたら関係者です。ていうか見てたからわかってますよ。あの鎧よろいを調整する鍛冶屋みたいなものなんでしょう、あなた」

　手を離さないまま、久く瀬ぜたちに目を向け、薄笑いで彼女は言った。

「この鍛冶屋がいなくなったらたぶん困りますよね、というのが賢い私の考えた作戦です。──それが嫌ならシーナ様から離れてください、エルフとその騎士」

「…………」

　セリアメアはカリンを見て侮蔑の顔で眉を顰ひそめただけ。ＲリボＶルヴの首が動いたのが見え、久く瀬ぜもトレーラーの様子を確認したとわかった。

「彼女はほとんど趣味でここにいるだけだ。既にこのＲリボＶルヴが起動している以上、頼る仕事はない。だから仮に彼女がいなくなっても困りはしない。その行為は無意味だ」

「困らないんですか？　なあんだ」

　口を尖とがらせるようにして言って、

「じゃあ殺さないようにするのも無意味だったんですね。せっかく考えたのに、上う手まくいかないなあ」

　そうしてカリンは、何の躊躇ためらいもなく。

　天てん覧らん橋ばしアルマの首を握り潰した。

　頭がだらんとあらぬ方向に捻ねじれて垂れ、全身が弛し緩かんする。

　セリアメアの表情は変わらなかったが、久く瀬ぜが嘆息のようなものを漏らした気がした。

　アルマの死体を適当に投げ出したカリンが、開いたトレーラーの荷台から降りる。

　どうあれ、久く瀬ぜたちは意識の何割かをそちらに向けざるをえない。それだけでカリンの存在は無意味ではなかった。

　冷静に考えれば、彼女の出現には運だけではない要素もいくつかある。

　夜明けの時間に届いた、神の声。あれは当然ながら生きている関係者全員に、すなわちカリンにも届いたはずだ。

　そこで「街からこれ以上離れてはならない」というニュアンスを読み取れたのであれば──そしてその時点で街にいなかったのであれば──仕方ないので安全のために近付こう、と判断する可能性は充分にある。どうせ近付くならば攻撃しよう、と自分たちと同じような思考で久く瀬ぜがいるところや戦場に近寄ってくる可能性も。

　さらに言えば、かつてカリンが取っていた姿、狼おおかみ輝き獣じゆうはシーナの臭いを覚えて追い回していた。その能力を今も持ち、今もシーナに固執しているならば……この瞬間に近くにいたのも、奇跡ではなく必然なのかもしれなかった。

「《雄々しき巨軀のグシオンアンチエインドパワー》！」

　そもそも狼輝獣の姿になっていたのがどういう理屈なのかは定さだかではない。セイレーンの魔術のせいか、それ以外か。つまり今でもなれるのか。練れん介すけには窺うかがい知れないが、ともかく、人質計画を諦めたカリンは長大で肉厚な斧おのを生み出し、腕に筋力を漲みなぎらせ、真正面からＲリボＶルヴに打ちかかっていった。

　またも展開される、冗談のような光景。

　生身の生命体が、機械の騎士と真正面から肉弾戦を行っている。躍動する筋肉。甲高く鳴る鋼鉄。小回りで言えばさすがにカリンに分がある。小刻みに立ち位置と攻撃角度を変え、ＥＦメイスに匹敵する斧おのを渾こん身しんの力で叩たたきつける──

「ああ、ああ！　シーナ様に頼られるなんて！　私、嬉うれしいです、頑張ります！　頑張ったら、力になれたら……強くてかっこいいシーナ様に、ちょっとでも近付けますかっ？　うふ、うふふふふ！」

「あのアホ、浮かれてやがる」

「方向性は、あいつを利用するってことになるな」

「できるかどうか知んねーけどよ。ま、あの騎士とタイマンするよりはマシだろ」

　カリンが注意を引きつけている間に、ダメージの回復に努める。回復したら二人がかりでエルフを殺す。シンプルな策。しかしそれは相手にも読めることだ。ＲリボＶルヴ上のセリアメアが矢を射かけてくるため、落ち着いて回復する暇は与えられなかった。かろうじて立ち上がれたくらいだ。

　そして──ああ、忘れてはならない。

　久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとは、日本でも有数の実力を持ったＲリボＶルヴ乗りであるのだ。

　対輝き獣じゆう戦闘のために鍛え上げたスキルを、それよりも遥はるかに小さく俊敏な、人間大の敵に応用する。想定外ではあろうが不可能ではない。時間さえかければ慣れる。それが長なが門と南駆動騎士団の長、筆頭騎士である久く瀬ぜの持つ才能だ。

「うふ、うふふふ。シーナ様のためなら、私──」

「ふむ。わかった。小さな身体からだで大きな斧おの状の爪を持つ。そういう輝獣だと思えば、どうということはない」

　久く瀬ぜの動きのリズムが変わった。迫り来る斧おのを避け、メイスで弾はじき、機を見計らって攻勢に転じる。

　カリンが斧おのを振ったと見えた次の瞬間、それを握っていた彼女の腕が肩口から飛んでいた。超重のＥＦメイス、そのあまりにも鮮やかな一撃は、肉を潰しながらも削り飛ばすのだ。

「ぎっ、ぃ、あ、あ────！」

　反射的に肩を押さえてうずくまるカリン。シーナは心配の声をかけたりなどしない。

「《血の精霊に命ずるブラツドスピリツト》……《月を砕きて驟雨と嗤えソリツドガスト》！」

　絞り出すような魔術で直接ＲリボＶルヴ上のセリアメアを狙った。だがエルフは格下のハーフオーガの状態をそもそも気にはしていない。事前に受け取っていたのだろう、再び久く瀬ぜの土を摑つかみ出だして、風の障壁を生み出して血の乱刃を防いだ。

「千切れた蚯蚓みみずじみた足あ搔がきです」

　久く瀬ぜ騎も頭部をこちらに向けながら言う。

「助すけっ人ととしてはいささか力不足だな」

「クソが……！」

　実のところはわかっていた。カリンはオーガの魔マ術ギ種スではあるが、おそらく十全の魔力量を持ってはいない。そもそもがセイレーンに負けた存在だ。手駒として最低限の活動量を残されていただけだろう。その後悪人を襲うなどして魔力を補ったとしても、今までに多くの魔マ術ギ種スを倒してきたというエルフとは絶対量が違いすぎる。

　それは久く瀬ぜたちにもわかっていたはずだ。心のどこかでカリンを侮あなどっていた。

　だからこそ、その一瞬だけは、裏がかけたのだ。

　カリンは片腕を失い、地面に頽くずおれようとしていた。斧おのを握った腕は無残に血を飛び散らせながら宙を舞っていた。しかしその最中、カリンの眼光が燃えるように久く瀬ぜを睨ねめ上あげ、

「あ・あ・あ……《柔靱たる策のゾルストワライスウイツプパワー》！」

「なにっ──？」

　めきめきと彼女の身体からだが変異する。筋肉量が減った代わりに、細さと長さを持った手足に。腕を失ったカリンの肩からも、なんと、新たな腕が生えた。しなやかなその新しい腕は宙を舞っていた元の自分の腕を摑つかみ、そのまま握っていた斧おのを久く瀬ぜのＲリボＶルヴに叩たたきつける。

　反応した久く瀬ぜはメイスでその間接的に振るわれた斧おのを受け止めたが、同時、斧おのの輪郭が歪ゆがんでいた。細く長く、すなわち肉体と同じ変形を見せている。まるで柔らかなゴムのようにその伸びた柄は大きくしなり、受け止めたメイスを迂う回かいして先端の刃部分を慣性でさらに先に進ませた。そこだけは破壊の質量と硬度を具そなえたままでいたのだとわかったのは──メイスを迂う回かいするその不可解な軌道で、斧おのの刃がお返しのように久く瀬ぜのＲリボＶルヴの片腕を破壊した後だった。純粋な威力としては先程の力任せの斧おののほうが上に思えたが、幸いに肩の関節部を直撃できたらしい。あまりに予想外の攻撃軌道すぎて久く瀬ぜも対処しきれなかったのだ。

　しかし久く瀬ぜは素早く残った片方の手にメイスを握り替えると同時、片腕の喪失でバランスを崩したその揺らぎすら利用し、重心移動のついでのようにカリンを蹴った。鈍い音を立ててカリンの身体からだが吹っ飛び転がる──嘔え吐ずきながら身を起こそうとする動きが見えたので、即死はしていないらしい。

「なんだありゃ。ムチみてえな斧おのになったな、変なの」

「身体からだと斧おのにいろんなモードがあるってことか。まあいい、とにかく！」

　好機かもしれない。魔マ術ギ種スは魔術で新しい腕を生やすことができても、ＲリボＶルヴのほうはそうはいかない。片腕がなくなった以上、相手の戦闘能力が低下したのは間違いのない事実だ。これを利用して畳みかけることができれば──

「腐っても魔マ術ギ種スか。油断したようだ」

「そうですね。少しばかり読み違えた部分があったのかもしれません。その理由の想像はついていますが」

「今はそれよりも修繕を優先させよう」

「はっ。させるかよ」

　シーナが血の混じった唾を吐き捨てながら、精霊杖練介を改めて構えた。

　傷は治りきっておらず、無理矢理に杖つえを持ち上げているという感じではあるが、この機は逃せない。敵味方もあやふやで不安定なカリンが奇跡的に生み出したダメージだ。

　やるしかない。練れん介すけは精霊杖である自らの身体からだに活を入れる。魔力を練れ。一滴すら無駄にするな。血の精霊どもに囁ささやきかけろ。エルフを殺せる魔術を、組み上げろ──！

「修繕と言ったが、まさかだ。朝あさ倉くら練れん介すけ。君が読み違えるか？　天てん覧らん橋ばし博士もいなくなった今、僕がここで、あのトレーラーに戻っての機械的な修繕をするわけがないことくらいわかるだろうに」

　その言葉に──ぞっと、悪お寒かん。

　確かにそうだ。それは不可能。そんなことは考えるまでもなくわかりきっている。

　ならば？




　──久く瀬ぜが行おうとしている修繕は、魔術を使ってのものだ。




　気付きは遅かった。遅すぎた。

　ＲリボＶルヴの胴体席ボデイスペース前部の搭乗口が唐突に開き、同時に肩に乗っていたセリアメアがするりとその内部に滑り込む。そこに二人が入るスペースなどない。ないはずなのに、入ったのだ。搭乗口が閉まる間ま際ぎわ、彼女の静かな囁ささやき声ごえのようなものがそこから聞こえてきた。




　──沃土よ、育てよ、我が森をフアーテイル・グロウス・マイデイア。

　──柔なる、母なる、地は安寧リポーズ・ソフテン・マザリイソイル。

　──硬なる、父なる、石は不動フアーム・ハーデン・フアザリイオール。

　──交わり、大地は、より靱くエンド・グランド・エンリヴン。

　──永遠に、広がれ、終なき土グツド・グロウス・マイデイア──




　魔力の蠢うごめきを、練れん介すけは見る。

　舞い上がる粉ふん塵じん。いや、土だ。石と土が舞っている。

　そして──虚うつろだった肩口に集まり、固まり、それらが太く強い形を作っていく。

　石と土の腕だ。




「ヒントは君たちだ。魔術の可能性というものを考えさせてくれて感謝している」




　そこにいたのは。

　失われた肩の先に、強きよう靱じんなる石と土の腕を生やした巨人。

　魔術と鋼を合一させた白の騎士が、再び、悪を砕くための鉄てつ棍こんを両手で握った。
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　──結論から言えば、逃げるしかなかった。




　圧倒的な二種のエネルギー。予測もできない相互補完と拡張性。木と土の違いはあれど、その力は、他ならぬ練れん介すけたちが最もよく知っている。

　ただでさえ生身とＲリボＶルヴという根本的な違いがあるのに。

　後付けの魔術で、しかし最初からそう想定されていたかのように過不足ないバランスで補強された騎体は、尋常ならざる運動性能や強度を発揮する。シーナの魔術で騎体に物理的ダメージを与えようとも、向こうの魔術がそれを土を利用して治癒する。

　打つ手が──ない。

　だから逃げた。

　社会的に追われた逃亡の果て、追い詰められた状態から一発逆転をかけて臨んだエルフ勢力の暗殺。それはあくまでも特攻的な奇襲で、この機会を逃せば二度目はない背水の作戦だということは充分にわかってはいたが、それでも、圧倒的な力に叩たたき潰されることと比較すれば逃げざるをえなかった。

　一目散に、全力で。

　さんざん響いた戦闘音のせいか、住人が起き出してくるような気配もあった夜闇を駆け抜け、人気のない方向へ。つまりは街の外側へ。会話はなかったが、自然とカリンもついてきた。

　久く瀬ぜとセリアメアを乗せたＲリボＶルヴも追跡してくる。

　向こうにとっても退けない状況ではあるのだろう。ＲリボＶルヴを個人的に動かし、邪魔なマスコミを殺し、アルマが死んだ。彼もおそらくはもはや人間の社会には戻れない。その言葉を信じれば、人間の社会を見限って、新しく訪れるエルフの社会こそが至上だと思っているのか。

　久く瀬ぜのＲリボＶルヴは、練れん介すけとシーナがそうであったように、その状態でも魔術を放てるようだった。火の精霊の火炎弾、自給自足のように土の精霊の石弾。こちらの苦し紛れの攻撃は風の精霊の壁で阻はばまれる──

　足を止めればＲリボＶルヴの近接武装が圧倒的な重量で迫り来る。カリンが斧おのを打ち合わせ、先刻のような搦からめ手で傷も少しは与えるが、また敵は損傷部位を土で補って再生。

　市街地を囲む輝き獣じゆう対策壁にまで辿たどり着つく。

　数階建てのビルに相当するような高さの壁だが、とっかかりがないわけではない。シーナは勢いを殺さないまま身軽に登とう攀はんし、最後は魔術でふわりと浮力も得て、壁を乗り越える。カリンも斧おのを最上部に引っかけるようにして、力任せに突破した。

　眼前には暗い森。そこに駆け込みながら、後方の様子を確認。久く瀬ぜたちはどうするか。この壁を区切りに諦めてくれればいいが。

　その甘い考えは、壁の向こうから聞こえてきたＥＦジェットの駆動音でもろくも打ち砕かれた。高まっていく音。その頂点で、縦方向に向かって音が一気に飛び上がる。

　数秒後、急激な弧を描くように、遠ざかっていた音が再び落下してきて──

　木立の中に逃げ込むことなど許されず。

　ほんの少し森に足を踏み入れただけの場所で。

　眼前に、久く瀬ぜのＲリボＶルヴが轟ごう然ぜんと降りてきた。

「攻撃される心配がなくなれば、ＥＦジェットも安全に使える。足を止めて立ち向かっていたほうがマシだったかもしれない」

「どうでしょうね。どのみち逃げられない、という答えに辿たどり着ついてくれれば話は早かったのですが。ダークエルフもオーガも、木箱の中を逃げ回る鼠ねずみじみて愚かです」

　吞気のんきな言葉を発する余裕すらあるらしい。苛いら立だちをシーナと共有する。

「──《血の精霊に命ずる／欺き集いし赫炎よ爆ぜよブラツドスピリツト・フエイキングサン》！」

「《葉の精霊よ／幼繭の眠る揺籃を願うリーフエレメンタル・クワイエツトコクーン》」

　気付けば久く瀬ぜのＲリボＶルヴの周りをはらはらと葉が舞い落ちていた。一枚や二枚ではない。雨のように、滝のように。それは木々の枝から降っているのではなく、ＲリボＶルヴの周囲の虚こ空くうから生まれているのだ。一瞬で増殖した葉はＲリボＶルヴすら覆うほどの面積を持った緑の盾となる。それは半ば以上が刹那に燃え散ることになるが、その曲面は確かに炸さく裂れつした火球の炎熱を逸そらしきった。

　使う盾の種類はどうあれ。届かないというその結果は、今までに何度も見たものと同じ。

「っ、はあっ……！」

　シーナが肩で息をする。逃亡と魔術行使の疲労が溜たまっているのだ。

　その空白の一呼吸を見逃すセリアメアと久く瀬ぜではなかった。

「《葉リのー精フ霊エよレ／メ集ンいタてル汝・らグはリ蟒ー蛇ンとサ生ーまペれンるト》」

　残っていた葉が集結した。加えて新たな葉が発生。それらは一瞬で筒状に集合し、さらに長さを伸ばしていく。それは何かの生物を模した形。

　丸太ほどの太さの胴体を持った、巨大な蛇だ。

　三角形の頭、巨大な口、そこに生えた鋭い牙。

　葉の蛇は巨体をくねらせ、尋常ならざる速度でその顎あぎとをこちらに開いて接近してくる。避けられるタイミングではない。シーナ、せめて俺を盾に──！

　しかしそこで進路上に飛び込んでくる影があった。カリンだ。風車のように空中で回転しながら斧おのを振るい、伸びてきた大蛇の胴を切断する。

　シーナが無理矢理に唇を曲げて言った。

「へっ。今この瞬間だけは、でかしたって言ってやるか……！」

「本当ですか!?　わーい、シーナ様に褒められ──」

　忘れてはならない。それは生物の形をしているが、生物ではなかった。切断された部分から先は解けるように葉として散らばったが、残った胴体部分だけがそのままのたうち、丸太サイズの鞭むちとして強したたかにカリンを打った。全速力の車がゴムボールを弾はじいたかのような勢いで、その小さな身体からだが吹き飛ぶ。

　同時、切断面の葉はざわざわと解け、一瞬のうちに新たな頭部と顎を再構成していた。新たに生まれた頭部の牙が、そのままシーナに向けて襲いかかり──

　脇腹から、その胴全体を、嚙かみ咥くわえた。

「がはっ……！」

「シーナ！」

　彼女の柔肉に、鋼鉄じみた強度の葉の牙が深々と突き刺さったのがわかる。昨夜数え切れないほど触れた肌の中に。かけがえのない温度の奥に。それを蔑ないがしろにして失わせようとする、無遠慮なる侵入。シーナの口から一塊の赤色が零こぼれた。

　鎌首をもたげるような動きでシーナの身体からだが宙に持ち上げられる。

「……《血の精霊に命ずる／鋭き花弁よ朱の中に揺れよブラツドスピリツト・スカーレツトカツト》……」

　掠かすれた声での魔術。精霊杖練介に沿うように血炎の刃が生まれ、辛かろうじて蛇の頭部を切断。岩などに叩たたきつけられることだけは阻止したが、受け身も取れずに地面に落ちる。

　肩で息をするシーナ。身を起こせない。顔を持ち上げ、久く瀬ぜたちを睨にらむのが精々だ。腹部を貫いていた葉の牙が魔術の制御から外れて解けていくが、それは開けられた穴が自由を得るというだけだ。そこからの出血が激しくなる。

　眼前が暗くなったように思えるのは──シーナの状態を感じ取っているためか。それとも、練れん介すけ自身の内面の何かか。

　久く瀬ぜのＲリボＶルヴ、セリアメアの土の騎士は、悠然と眼前に佇たたずみ。

　シーナは立ち上がることもできず。

　全身の骨が砕けてもおかしくない勢いで激しく叩たたきつけられていたカリンも、横手でよろよろと身を起こそうとしているだけ。

　考えないようにしていたこと。考えたくないことが、頭をよぎる。

　勝てない？　負ける？　ここで終わり？　嫌だ。終わればどうなる。シーナの時間が、温度が、もう二度と。嫌だ嫌だ嫌だ。誰か。誰でもいいから何でもいいから。助けてくれ。

　そうだ、まだ、可能性は。

　委員長がいる。実はカリンと同じように近くにいて、隙を窺うかがっているのではないのか。きっとそうだ。彼女は頼りになる。委員長と協力して、エルフをぶっ倒して、それで──

　そこでＲリボＶルヴの首が微かすかに動き、セリアメアの声が聞こえてきた。カリンを見たらしい。

「やはり、ですね。オーガ。我々に届くことなど有り得ませんが、それでも、前に見たときよりは動きが良くなっているように思えます。理由は一つでしょう……食べ残しでも、搔かき集あつめれば一人前ということですか」

　──セリアメアは、何を。

　──言っているのだ？

　意識が、どこか、浮つく。頭の奥底では既にその意味を理解していたとしても。

　理解したくは、なかったからだ。

　外れた関節を乱雑に嵌はめ直しつつ、満まん身しん創そう痍いのカリンがずるりと立ち上がった。

　そして、首を傾かしげて、言う。




「スライムのことですか。ここに来る前に食べてきましたけど、それが？」




　視界がさらに一段階暗くなったような気がした。

　そればかりは、繫つながっているシーナが原因ではなく。

　純然たる──朝あさ倉くら練れん介すけの、絶望のためだった。







[image: ]
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　眩まばゆい朝日の中、練れん介すけはシーナと一緒に駆けている。

　ラブホテルから逃げ出した直後のことだ。

　屋上から屋上へ飛び移っていくのは、映画のアクションシーンの中に入り込んでしまったようだ。大それたことをしているという高揚感が気恥ずかしくもあり、しかしそれ以上に、疾駆の褒ほう美びとして与えられる高みの風が、きらきらと世界に光を散らせる朝日が、すぐ前を行くダークエルフの背中が、涙が出そうなほど心地ここち好よかった。

　そう──追っ手たちに周りを囲まれていても。懸命に足を動かして逃げている最中でも。

　唯一の逆転の一手、失敗すれば全てが終わる特攻を仕掛けると決めた状況であっても。

　その時間は、心地ここち好よく、楽しく、心が沸き立つものだったのだ。

　きらきら輝く髪を散らし、ビルとビルの隙間を楽しそうに跳び越えながら、シーナは言う。

「なあなあ練れん介すけ！　新しい世界ってどんなんかな？」

「それを決めれるってことなんじゃないのか？　知らんけど」

「だよなー？　そっかそっかー」

「つまり、シーナはどういう世界がいいんだ、って俺から聞こう」

「そりゃまあ……まずは気持ちいい森がいるよな。風がふぁーって吹いてきて、匂いがいいんだ。言うまでもなく一番高い木はあたしのもんだぞ。綺き麗れいな川も勿もち論ろんいるな。魚がわんさか獲とれる」

「こないだキャンプした川にはちっこい奴やつしかいなかったからな。シーナの魚獲とりテクニックを見せてもらわないと」

「任せとけって。普通に寝転がって気持ちいい草原とかもいるし……それから、そう、コメの生える畑も欲しいな。あれはいいモンだ」

「畑じゃなくて田んぼだけどまあ言いたいことはわかる」

「デザートに甘い果物が生なる木もあって……甘いと言やあ……うん、まあ町もあっていいだろ。なんでかわかるか？」

　ちらりと肩越しに見てきたので、練れん介すけは苦笑いして、

「タピオカミルクティー屋があるから」

「せいかーい」

　へへー、とシーナは笑う。どこまでも前に広がる光の中。自分たちを進ませる風の中。

　練れん介すけはその光景をふと想像してみて、

「売ってるのはダークエルフかな」

「かな？　だろうな。そのために戦ってるんだから」

　軽く耳を揺らして、

「……そーだな、あっちの世界じゃ見たこともなくて、想像すらしなかった、ダークエルフの町があるんだろうな。いや、国かもしんねー」

　次のビルへ、ぴょーん。その足を止めさせるものは、ここにはない。

「ダークエルフだけしかいないのかどうかは知らねーけどさ。ずっと虐しいたげられてきたあたしらが、普通に、盗みも殺しもなんもなく、暮らせる町……か」

「それはいいな」

「待てよ。となると？」

　とん、と着地したシーナが足を止め、腰を捻ひねって練れん介すけのほうを見てきた。ジト目で。

「わかってる。他にダークエルフが何人いてもさ」

　彼女の隣に立って、練れん介すけは心の底から笑う。

「俺の中では、シーナが一番最高のダークエルフだ。浮気うわきはしないよ」

　照れたようにシーナがぷいと目を逸そらした。そして小さく、

「お前は……あたしのモンだ。身体からだの中身だって好きにさせてやるのは、お前だけだぞ」

「マジ光栄だ」

　立ち止まったから、隣に立ったから、手を握る。そうするのが自然だと思った。

　一息。

　渡り歩いてきたビルの群れも今いるところが最後で、眼前は大きく開けている。

　空があった。

　高く、広く、明るく、果てなき世界。

　それを見つめながら、短く言葉を交わす。

「楽しみだな」

「ああ」

「勝つぜ、練れん介すけ」

「当然だろ」

　先に見るのが、夢物語のようなものでも。

　ただ暇潰しに語り合う将来の夢のような、現実味のない希望品でも。

　確かなものは何もなくても。

　暗闇の向こうから忍び寄るような予感の息遣いが、意識の奥底に隠れていても。

　それでも──

　欲しいもののために手を伸ばすのが、ダークエルフだ。

　だから、行こう。

　そうして練れん介すけとシーナは、戦場に戻るべく、一日の始まる世界に向かって足を踏み出す。




　二人でいれば、負けるわけがないと。

　そう思っていた。

　──心の底から。
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　ふらつきながら立ちはだかったカリンが、再びＲリボＶルヴの一撃で吹き飛ばされた。ぐったりとして動かない。

　スライムを食べたという、つまりは委員長を食べたという、魔マ術ギ種ス。

　信じられない。信じたくない。だがそれで説明はつくと理解してしまう。

　セイレーンの食べ残しにしては強力すぎる活力。それをどこで補給したかの答え。

　最終局面であると聞かされ、距離を取った彼女。最後に話した言葉は何だったろうか。何かを言うべきだったのか。自分は何を言いたかったのか。わからない。ただ、もう二度と彼女に言葉をかけられないと考えるのは、ひどく──体内の奥底から、力が抜けることだった。取り返しのつかない何かが自分の中から抜け出てしまったような、そんな気分だった。

「くそっ、たれがっ……」

　シーナは地面の上で身じろぎし、ぎらぎらした視線を久く瀬ぜたちに向けることしかできない。

　唯ゆい夏かのことばかりを考えていられる状態でもなかった。意識的に思考を止め、シーナの再生に協力する。止められるものではなかったが、無理矢理に、そうした。

「下品ですね、ダークエルフ。いえ、元からわかっていました。貴方あなたたちは正しくない。卑劣で、卑ひ怯きようで、誇りなく、欲望塗れで、情けない。そんな種族が勝てるわけがないでしょう」

「言うじゃねえか、クソエルフ。なら、お前らがどんだけ正しいっていうんだ……？」

「比較するまでもありません。それは千ち紗さ人ひとという優れた眷けん属ぞくが従ってくれていることからも明らかでしょう」

　ＲリボＶルヴの中から届いていた声が切り替わり、

「そうだ。僕はエルフという種族の正しさを信じている。その正しさに願いをかけている。僕の願いは純粋だ。世界に正しく在ってほしい。そのためには──正しい種族にその運営を任せるべきなのだ」

　ぴくっと視界の端でカリンの身体からだが動いたのが見えた。それに反応したセリアメアが土弾の魔術を放ち、カリンの小さな身体からだが完全に土の塊の下に消える。押し潰されたかどうかは、わからない。

　久く瀬ぜは一点の曇りもないような、朗朗とした声で言った。

「だから僕はこの戦争に勝利し、エルフという種族が支配する世界に全てを作り替えてもらう。人間などではない、エルフに、新世界を支配してもらう。それが目的だ」

　練れん介すけは杖つえの状態で舌打ちする。唾も吐きたいところだ。

「あんたはエリートだろ。さんざん美お味いしい思いをしてきたくせに、人間の社会を売るのか」

「エリート？　たまたま他人よりテストの点が上で、たまたま身体からだと機械の操縦が他人より上手だったというだけだ。君にだってわかるだろう。そこに、人間として──いや、生物として上か下か。正しいか間違っているかなどの評価軸は、入っていない」

「……」

「自らの自尊心のために友を貶おとしめる者。無意味な気晴らしで他人を害する者。噓うそをついて総体の幸福を失わせる者。明らかな正答を、気に食わないという理由だけで誤答と強いる者……人間という種族は、総じて、愚かだ。愚かになりすぎている」

　この久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとという男が、その人生において何を見たのか。何を感じたのか。そんなものはわかりはしない。けれど、少なくとも。

　彼が人世間界というものに絶望しているのは、確かなようだった。

　ああ。自分だってそうだったのかもしれない。人間によって形作られる社会。正しいことしか認められなくて、それが正しいとはどうしても思えなくて、間違ったものが一つもないという間違った形にしか思えなくて──それを見限った、朝あさ倉くら練れん介すけにも。

　理解できる部分もある。けれど、そんなものは大事ではない。

　相手はマイナスを消し去りたいからこうしているだけだ。自分たちは欲しいものがあるからこうしているだけだ。そこには絶対的な違いがある。

「エルフが支配する世界とか、マジでクソつまんなそーじゃん。絶対ムリだぜ……！」

　杖つえが持ち上げられようとする気配。いけるか、シーナ。

　だが次の瞬間、土の細ほそ杭ぐいのようなものでその手は地面に縫い止められていた。もはやいつ撃たれたのかもわからなかった。あるいは下から生えたのか？　練れん介すけの知覚もノイズがひどい。

　ＲリボＶルヴが、一歩。

　シーナが歯は嚙がみして呻うめく。動けない。唯ゆい夏かはいない。それを食べたというカリンは憎く土の下。無意味だ。ああ、この苛いら立だちも不快も、全て、無意味なのか。




　──ここで──終わりなのか？




　時が引き延ばされたように流れる。

　致命の一撃は。終わりは。いつ。何が。シーナ。嫌だ。シーナ。シーナ……




　　　　　　ォ

　　　　　　　　　ォォ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ォォォオ




「────」

　緩い時の中。

　意識の隅に、何かがある。

　ただ一点の、遠い遠い変化。




　音だ。




　──────ォォォォォオオオオオオオッ！




　彼方かなたの空から降ってきたその音は、

「なにっ……!?」

　身を捩よじることすら許さず、土と鋼の巨人に激突した。

　空気全体が震える衝撃、爆発じみた轟ごう音おん。

　それは攻撃ではなく、ただの落下か。久く瀬ぜのＲリボＶルヴを弾はじき飛とばした巨大質量は、自身も反作用で大地に突っ込んだ。シーナの髪を風圧で巻き上げるような距離感で土にめり込みながら滑り、止まる。

　それは夜空から降ってきた白の星。

　真新しい、久く瀬ぜの騎体と同じような、白銀のＲＶ。

　ややあって、横倒しになった騎体前面の搭乗口が開く。

　そこから身体からだを引きずるように這はい出でてきたのは──

　眼鏡をかけた、白衣の女。




　朝あさ倉くら希のぞ実みという名の、練れん介すけにとっては、家族だったかもしれない女性だった。
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　事情や状況については、よく知らなかった。

　考えようともしなかった、が正しい。考える資格があるのかどうかもわからなかったから。

　だからただ言われるがまま、《仕事》をしていた。

　騎士団の技術者として。騎士団長直属の特殊な立場として。

　そこで出会った素敵な、知的好奇心が旺盛な、それでも子供っぽいところのある、そこが可愛かわいい天才の恋人と一緒に──流されて、流されて、事情の中に家族がいることの《意味》を深く考えようとはしなくて、そのうちに再会して、ただ言葉を交わせたことだけが嬉うれしくて、そこでまた思考を止めて。

　それがきっといけなかったのだろう。

　傷つけたのかもしれない。

　面と向かって拒絶されて、哀かなしかったけれど、納得もした。

　確かに自分はひどい姉だ。いや──ちゃんとした姉に、なれなかった。

　テロ事件の直後、目覚めて久く瀬ぜに食ってかかったことに、自分でもびっくりした。少なくとも彼がテロと関係のあるような扱いを受けることは不当で、許されないと思った。たとえ拒絶されたとしても、自分はまだ彼のことを弟だと思っているのだと、思いたいのだと、そこでようやくわかった。

　それからはアルマと一緒に片付けに奔走した。忙しくてあまり何かを考える暇はなかったが、恋人がふと何かを考え込むような顔をすることに気付いていた。面白い理論や研究対象を思いついたのではないことだけは確かだった。

　数すう日じつ経たって、騎士団全体も第一特務用格納庫ハンガーまわりもまだまだ片付かなかったが、ふ、と仕事の隙間風のような空白が訪れて──そこでようやく、考える余裕ができた。

　嵐が過ぎ去ったから、台風の目のように、薙ないだ意識でようやく実感したのだ。

　朝あさ倉くら練れん介すけと久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとは共に死人で。敵対していて。

　将来的にはどちらかしか残らないのだということを。

　聞かされていたその《設定》が《現実》なのだと実感して、初めて、久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとという人間を疑った。彼は正義の人間で、異世界の戦争に巻き込まれて、社会秩序を守るために仕方なくバトルロイヤルに参加して──それで？

　結局、最後の一人になろうとしているのだろうか？

　その道のりの途中にある、朝あさ倉くら練れん介すけという少年の存在を消し去るという過程を、どう思っているのだろうか？

　彼は上司で恩人ではあったが、奥底の人間性を理解しているとは言い難がたかった。いつも冷静で頼りになる男性。全て完璧だったから、それが逆に、そのとき初めて噓うそ臭く思えた。

　だから確かめてみようと思ったのだ。

　アルマの姿は最近格納庫ハンガーから離れていた。久く瀬ぜから何か特別な仕事を頼まれていたことを知っていた。だから──悪いとは思ったが、彼女のパソコンにアクセスして、情報を盗み見た。

　彼女がいろいろなことで久く瀬ぜに協力しているのは以前からわかっていた。その行為が、彼が社会秩序を守ることに通じるというから、自分も手伝っていたのだ。けれど。

　公安警察の捜査誘導。朝あさ倉くら練れん介すけという少年の情報、その作成と展開。人間を動かし彼を捕獲するためのありとあらゆる行為。久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとにとって不適切な情報の削除と修正。ＲリボＶルヴの秘密裏なる調整。特殊作戦用ＲリボＶルヴ搬送トレーラーの準備と稼か働どう──

　希のぞ実みは目を閉じて、息を吐くしかなかった。

　駄目。それは駄目だよ。アルマ。

　これは、正義を守るためなんかじゃなくて。

　ただ……久く瀬ぜさんが練れんくんを殺すのを、手伝ってるだけじゃない。




　でも、だからと言って、自分はどうするのだろう。

　何かをする資格があるとでもいうのだろうか。

　目め障ざわりで、もう二度と会いたくないと。姉だと思ったことすらないのだと、はっきり言われてしまった自分に。

　少し前に、あの死にかけた自販機ゾーンの残骸から、ぼろぼろになった自分のノートを回収していた。それを膝の上に広げて、そっと撫なでる。もう二度と撫なでられないであろう家族の代わりに。

　そこには一枚の紙が挟まっていた。

　テロ事件の直前。彼らがキャンプをしていたとき、自分が伝言と鍵を届けにいったときのものだ。自分の電話番号を書いたこの紙を渡そうとして、けれど受け取ってもらえず、突き返されて──

「……目め障ざわり、だもんね」

　呟つぶやいて、そこで目を細める。

　紙を裏返した。そこには表とは違う、けれど同じような11桁の番号が書かれている。

　──どうして、これを書いてくれたのだろう？

　純粋に、そう思った。電話番号を交換したくないならそれでよかったと思う。紙だけを突っ返されても仕方がなかった。でも、どうして、この番号を書いてくれたのだろう。

（自分から電話することはないけど。こちらから電話するのはいいってぐらいには、仲良く、なってくれてたのかな？　あそこまではまだよくて、あれから本当に嫌われるような何かをしちゃったのかな？）

　だけど……妄想、してもいいのなら。

（のぞみんはちょっと悲観主義だなー。ワタシみたいにもっと楽観的になっていいのだゾ？　自分都合で、こうだったらいいなー、ってことから考える！　んでそっから調べてく！　研究と一緒、それでＯＫ！　違ってたら違ってるってわかるからＯＫ！　勝手に思い込むのが一番ダメダメさー！）

　昔に言われたアルマの言葉も、信じて。

　彼だって、自分と同じに、本当は話をしたかったとは考えられないだろうか。

　11桁の番号なんて見れば覚えられるから。それよりも、自分の番号を教えて、いつか電話がかかってきて、通じ合える可能性だけは残しておこうと思って──

　わからない。わからない。ただの妄想。

　でも。

「……もう、嫌われても、底はないよね」

　自分の携帯を取り出して、ノートに挟んだ紙を見もせず、番号を打ち込んだ。自分だってこんなもの、一目見ただけで覚えられるのだ。大事な弟の番号くらい。

　どれだけ鳴らしても、出なかった。電源が入っていないか、電波の届かない──

　また妄想した。

　彼は電源も入れられないような、それか電話を壊してしまうような。

　そんな状況なのではないか。困っているのではないか。

　困らせているのは、誰？

「────」

　彼のことを知りたいならば、彼を困らせている人間から辿たどれる。つまりは天てん覧らん橋ばしアルマと久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとから。今は格納庫ハンガーにはただ一人だ。誰にも遠慮することはない。自分にだって、アルマが使っていた機材やツールをただ乗りするくらいならばできる。

　もう一段階、リアルタイムに自分の上司たちの動向に情報の手を伸ばした。携帯からの位置情報。二人はほど近い位置にいる。トレーラーも動いている。おそらく騎体を乗せている。

　輝き獣じゆうを倒すためでなく。

　他の何かを殺すために。




　それがわかってしまったら、立ち上がって動くしかなかった。

　格納庫ハンガーに残っていた唯一のＲリボＶルヴの元に向かう。細かいセッティングは不可能だが、一時的に、扱いやすさを重視した初心者用のパラメータに調整。そうすることが必要だった。

　このＲリボＶルヴを運ぶ手段は──きっと。

　誰かが直接乗っていくしかないのだろうから。
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「なん、で……？」

　胴体席ボデイスペース内でどこかにぶつけたか、額から薄く血を零こぼしている。片腕をだらんと下げている。

　そんな姿ではあったが、そこにいたのは確かに、見覚えのある女だった。

　朝あさ倉くら希のぞ実み。

　問いかけではなくただ漏れただけの練介杖の呟つぶやきが、彼女にも届いてしまったらしい。

　気後れしたような、あの控えめな笑み。

「ＲリボＶルヴの技術者もね。やっぱり、乗って動かさないと、わからないこともあるから……大学で、免許だけは、取らされるの。ほとんどペーパードライバーだけど、なんとか──」

「そんなこと言ってるんじゃない！」

　思わず語気が荒くなった。

　彼女は視線を逸そらさなかった。微笑ほほえんでいる──けれど、目だけは違う。

　意志ある目。決して曲がらない何かを、湛たたえた瞳。

「練れんくんに、死んでほしくないから」

　はっきりとした言葉だった。

　その明瞭さに、逆に練れん介すけのほうの口が澱よどむ。

「なんだよ、それ……俺は、もう、死んでるってのに。馬鹿か。見ればわかるだろ。人間の姿すら、してない」

「でも、私の中では、死んでないから」

　軽く背筋を伸ばすようにして、ふ、と息を吐いて。

　もう一段階、全てを諦めたかのように、笑った。

「嫌われても、会いたくないって言われても──おせっかいをするのが、お姉ちゃんってものでしょう。それを思い出したから、勝手に来ちゃった。それだけだよ」

「────」

　なんだそれは。そんなものは求めていなかった。想像もしていなかった。

　だって、自分は。

　あのとき完全に、この朝あさ倉くら希のぞ実みという女を、切り捨てたというのに。

　少し離れた場所で、久く瀬ぜのＲリボＶルヴが身を起こそうとしていた。魔術と科学が合一した巨人であっても、ほとんど落下じみた勢いで体当たりしてきたＲリボＶルヴの衝撃は殺しきれなかったらしい。

「君にこのような行動力があったとはな、朝あさ倉くら研究員。君はもっと内向的な性格をした女性だと思っていた」

　希のぞ実みはそちらに軽く目を遣やって、頭を微かすかに横に揺らした。

「家族の前では違う、ということもありますよ」

「そうか。僕にはわからない部分だ」

　吹き飛ばされはしたものの、久く瀬ぜのＲリボＶルヴに目立ったダメージは見られない。

　希のぞ実みの視線はすぐにこちらに戻った。

「乗って、練れんくん。私はすぐどこかに行くから、気にしないで」

　彼女がこうした理由については謎だらけだったが、今は必要なかった。選択肢は存在しない。

「シーナ！　もう少しだけ踏ん張ってくれ！」

「はん、舐なめんな。あそこに入るくらい楽勝、だぜ……」

　満まん身しん創そう痍いのシーナが、身体からだを引きずるようにしながら希のぞ実みの乗ってきたＲリボＶルヴに向かう。開きっぱなしだった搭乗口から胴体席ボデイスペースの中に転がり込んで、適当にコンソールの隙間に精霊杖練介を突き入れる。

「相変わらず狭ぇなー。練れん介すけっていう樹きのうろの中にいるカンジで、落ち着くっちゃ落ち着くんだが……ケツが痛いのだけはなんとかしてほしいぞ」

「善処はする！」

　練れん介すけは杖から精せい霊れい樹じゆの根を伸ばしていく。機械の巨人と繫つながるのも何度目になるか。この状態からでも可能だという不思議な確信があった。

　ＲリボＶルヴの機械と電気の回路に沿うように、根を全身に張り巡らせ、同時に地面の下にまで潜らせる。そこからの力を吸い上げ、根を通してＲリボＶルヴの各部に行き渡らせていく。落下の衝撃で壊れていた部位を補強。これからの戦いに必要な部分を追加。

　みしみしみし、と全身に樹きとしての意識が巡っていく。

　練れん介すけの自我が、鋼樹の騎士としてのＲリボＶルヴに移っていく。

　シーナが小さく息を吐いたのがわかった。

「ふぃー。お前ん中、あったけえや。あれだな、これ、あれだ」

「？」

「昨日、お前がさんざん言ってた感想と一緒」

「……！」

　にしし、と意地悪げに笑うシーナ。

　練れん介すけは苦労してスルースキルを発動する。顔があれば赤面しているところだ。代わりに別のことを言って誤魔化した。

「シートに柔らかい蔦つたを這はわせてみましたが、どうですかお客様」

「お。ケツいいじゃん、ちっと前よりマシっぽいぞ」

「なら──」

「ああ。いけるぜ。ケツだけが唯一の問題だったからな」

　関節を軋きしませて立ち上がる。少し離れた場所で久く瀬ぜのＲリボＶルヴも体勢を立て直していた。

　対たい峙じする、鋼樹の騎士と、鋼土の騎士。

　こちらの様子を見やって、安心したように遠ざかろうとしている希のぞ実みの姿が、センサー視界に映った。

　きっとこれが最後の機会だろうとわかった。口が動いたのは、そのためだ。

「……久く瀬ぜの家の裏手に行ったか？」

「ううん？　それが？」

「──いや、なんでもない」

　違う。こんなことではない。自分に言う資格があるのかないのか、彼女に知らせるべきかどうかもわからない物事についてではない。

「…………」

　セイレーンを倒す武器を、あの格納庫ハンガーで彼女の中に作り出したときと、意味は同じだ。

　別れるために。

　一番ではない大切なものとして、心残りなく、捨てていくために。

　必要な言葉があったというだけ。その方向性は真逆でも。

「絵は描かなかったけど、これは使わせてもらう。ありがとう──助かった」

　これで届くだろうか。

　過去と現在に向けた、最初で最後の、無意味な感謝。

　希のぞ実みは一瞬、はっと目を見開いたようで──

　その後、ゆるゆると、目元を濡ぬらした微笑になって、頷うなずいた。

「……うん」

　姉弟の会話は、それで終わり。

　希のぞ実みは振り返らずに、背後の森の中に消えていった。

　さあ。あとは──あいつを倒すだけだ。




　カリンは土の中。唯ゆい夏かは彼女に殺されて。希のぞ実みは自分の世界に帰って。

　残るは自分たちだけ。

　他にはもう、誰もいない。決着の時だ。

　ＲリボＶルヴが二騎、向かい合う。洗練された設計構造に異を唱えるような、アナログで好き勝手な異形と化した騎士たち。土と石で形作られた巨腕は、大地の重みをもって鋼鉄を砕くだろう。樹じゆ肉にくで補強された関節部はいかなる衝撃にも負けぬしなりを具そなえ、筋肉以上の柔軟さで自在な動きを見せるだろう。

「ふむ。お互い、おかしな姿になったものだな」

「俺たちはもう人間じゃないんだ。不思議はない。どうせお前も、その中でまともな人間の姿はしてないんだろ」

「そうだな。だが姿になど意味はない。意味があるのは、正しい志こころざしだけだ」

「へっ。ご立派だねぇ」

　胴体席ボデイスペースのシーナが嘲るように言った。

　それに答えたのはセリアメアだ。

「実際、立派でしょう。私は千ち紗さ人ひとほどまっすぐな心根の者を知りません。千ち紗さ人ひとは世の正しさを知っていた。だから求めた。けれど彼は優れていたから、わかってしまった──自分一人だけが正しくとも、世界は、他の人々は決して正しくはならず、自分の手でそれを正しくもできないことに。世界が間違い続けるのをわかっていて、それをただ見ているしかないことに。だから千ち紗さ人ひとは──絶望したのです」

　小さな息を吐いて、続ける。

「自らの命を絶つしかないと思うほどに」

「……！」

　まさか。久く瀬ぜがエルフの眷けん属ぞくになったのは、事故なんかではなく。

　自分と同じ──？

「真の意味で、心の底から絶望できるほど、千ち紗さ人ひとは正しさを信じていた。その愚かにも純粋すぎる善性を、貴方あなたは笑えるのですか、ダークエルフ？」

「うはははは！　マジ笑える！」

　シーナは逡しゆん巡じゆんなく一笑した。

「なんでみんな自分みたいにまともになれねぇんだろうって？　そいつはスゲー悩みだ。勝手に失望してるだけじゃねーか。どんだけエライんだよ。そりゃエルフとは気が合いそうだ」

　胴体席ボデイスペースの中、手近な機械の肌をぽんぽんと手慰みのように叩たたきながら、

「まともなみんなに合わせるのが辛つらすぎるって悩みのほうが、まーだあたしにゃ理解できるかな。優しくて気弱すぎて、お人ひと好よしすぎるそいつは……馬鹿だなーとは思うけど、ムカつきはしねーからな」

「シーナ……」

　掌てのひらから伝わる、温ぬくもり。お互いがお互いの温ぬくもりを感じている。

「志こころざしを理解してもらえるとも思っていない。だから僕たちはこうして対たい峙じしているのだろう」

「理解する気もないしな」

　すり足のように、徐々に間合いが近付いていく。純粋なＲリボＶルヴでは難しい動きでも、自分自身と同化した今の騎士はもはや第二の身体からだ。肉体そのもののように自在な動作が可能となる。

　それは向こうも同じだろう。

　ここから先の優劣は素の操縦技術だけではない。だからこそ怯おびえはない。

　魔力が巨大な騎士の全身に行き渡っているのを感じる。エネルギー流体ＥＦと合一するかのように、力ある血液のように、躍動を期待して渦巻いている。

　緊張感が高まる中、久く瀬ぜがぽつりと言った。

「改めて思えば、不思議だ」

「何がだ？」

「この世界は、今の我々とも相性が良すぎる。ＥＦ。それによって動くＲリボＶルヴ。輝き獣じゆう。人間。魔力……まったく違うはずなのに、何な故ぜか、合う。何か誂あつらえられたかのようだ」

　練れん介すけは鼻を鳴らした。どうでもいい。

「世界の仕組みが知りたいなら、神様に聞けばわかるだろ。全部が終わったあとでな」

「──違いない」

　そして二騎は示し合わせたように、その手を開いて。

「《血の精霊に命ずる／血塗られた形骸の長を崇めよブラツドスピリツト・マサカーキヤスト》」

「《土の精霊よ／鋭き輝石の連なる奇跡にアースエレメンタル・シヤープネスマーヴエル》」

　練れん介すけが握るのは固化した鮮血で形作られた大剣。

　久く瀬ぜが握るのは光る鉱石で組み立てられた大剣。

　決闘は。

　白の騎士たちが、互いの願いを込めた剣を撃ち合わせることで始まった。
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　ふと、悟ってしまったのだ。

　一生をかけても、自分の理想が世界に届くことはないだろう、と。

　そうしたらどっと疲れてしまった。言葉でも行為でも届かないのだとしたら、愚かな人間に何を言えばいい？

　休んでもいいのではないか、という気分になってしまって。

　せめて人間の間違いが満ちていない、誰もいない森で眠りたくなって。

　見上げるのは空と、木の葉と、小鳥。正しいものたち。

　それらに緩やかに意識が押し潰されていく、最後の刹那──見えたのだ。

　樹上からこちらを見下ろしてくる、耳の尖とがった妖精のような少女が。

　最後の眠りに求めたのは、ヒトがいない世界であるがゆえの落ち着き。だからその時点で願いは狂わされているはずだった。なのに不思議と彼女の存在だけは、視界の中、調和していて。

　それが正しい存在であることが、証明されていた。

　どれだけ時間が経たったのか。声が聞こえてきた。

「貴方あなたは、何ですか。何をしようとしているのですか」

　もう使うことはないだろうと思っていた喉で、苦労して、答える。

「──さて。何をしているのだろう。正直に言えば、自分でも、はっきりとはわからない。最終的には……土に還かえる、だけだろうがね」

「……還かえりたいのですか？」

「間違っているものを正せないのに、疲れた。それも間違っている。間違ったものは消えても誰も文句は言わない」

　答えてから、ふ、と自らの過あやまちに気付いた。

　正しくないものが消えたとしても、状況が良くなるとは限らない。

　そうだ。眼前に見えている今だからこそわかった。

　間違っているものを、正しくはできず。別の正しいものが目の前に現れたのなら。

　席を譲るべきなのだ。

　そうしなくては、空いた席にまた間違ったものが座るだけだ。世界は愚かに堂々巡りする。痛みも罰もなく。

　少女に向けて、届かぬ手を伸ばす。

　二度と目覚めぬ眠りに落ちる前に、伝えたくて。

「世界は……君たちのようなものに、託されるべきなんだ」

　だから、捧ささげる。

　全てを。

　自分の全てを。

　今の、間違っている世界の──全てを。

　それをどんな言葉で伝えたのかは覚えていない。あるいは言葉では伝えられなかったのかもしれない。けれど伝わったのは確かだ。

　最さい期ごの記憶。

「貴方あなたならば、いいかもしれません」

　少女は、どこか安あん堵どしたように笑っていた。

「この地にエルフの森を育むための、最初の礎いしずえになってくれますか？」

　そうして。

　彼はエルフの土となる。




　久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとは正しい彼女と合一し、今、正しき剣を振るっている。

　珍しく高揚があった。

　それは初めて彼女と出会ったときと同じような。答えに近付いているのだという、高揚だ。

　石と土の巨人と化した身体からだは新鮮ではあるものの、不思議と不慣れな感覚はない。理屈も何もなく、ただ意志のみで動いている。それは都合が良かった。ただ想おもいを曲げさえしなければ、この新しい肉体も自分を裏切りはしない。

　両手で握った輝石の剣を振るう。肉体が学んでいた剣道とＲリボＶルヴのＥＦメイス技法をフレキシブルに応用し、新たに理解し、反映させる。あるいはセリアメア・ピナイステリというエルフが会え得とくしている細剣術のフィードバックもあるのかもしれない。今や自分というものの奥底で、二人は分かちがたく繫つながっているのだ。

　不吉で歪いびつな血の剣と打ち合う衝撃が、手に重く響く。身体からだを掠かすめた切っ先の鋭さが、意識を鮮烈に引ひき攣つらせる。

　即すなわち、痛み。

　それはまるで罪を罰する打ちよう擲ちやくのよう。

　もっと。もっとだ。

　罪深き人間という種族には、痛みがなくてはならない──




　身に与えられる痛みは、全て、人間という愚かな種族への罰。

　故に久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとは怯ひるまない。

　これは、人間から、エルフという正しい種族に向けての。

　席を替わってもらうために払わねばならない、正当なる対価なのだから。
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　ＲリボＶルヴの駆操技術に関してだけ言えば、久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとと朝あさ倉くら練れん介すけの間には雲うん泥でいの差さがある。

　だが今二人が操っているのはＲリボＶルヴではなかった。それを元にした何かだった。そこにこそ練れん介すけが太刀打ちできる要因がある。

（慣れてるのは……俺のほうだろ！）

　鋼樹の騎士の肉体の隅々まで神経を行き渡らせ、コンマ一秒でも早く、僅か１ミリでも正確に、自らの想定通りの動きをさせる。それこそが久く瀬ぜを凌りよう駕がする唯一の方法だ。

　今やシーナと練れん介すけは血という概念の支配者だ。これまでの歴史上、最も血がなぞった物理的形状──すなわち剣という形を、血たち自身に思い出させた刃。それを振るっていく。

　迎え撃つは久く瀬ぜが魔術で生み出した鉱石の剣。刀身自体が無数の鉱石の組み合わせで形成されていて、歪いびつではあるが、全体として見れば不思議にそれが一本の刃として成立している。

　振るう。受けられる。振るわれる。受ける。振るう──動きの一つ一つを意識してなどいない。ある意味では忘我の境地で、自らの身体からだとシーナの意思に未来を託し、練れん介すけは騎士の役目を果たし続ける。

　何合、何十合打ち合っただろうか。

　それ自体が何かを証明している。

（く、そっ……！）

　朝あさ倉くら練れん介すけは、この新たな生き物になってもなお、久く瀬ぜという天才ＲリボＶルヴ駆操者の地力を追い抜けないのだと。圧倒的な実力差は、慣熟度によって一時的に互角になっていただけ。そしてこの時間が長く続くにつれて──相手のほうも、慣れてくる。新しい自分というモノの操縦法を、より理解してくる。

　久く瀬ぜの動きのギアが一段階上がったように思えた。回転率。速度。正確性。練れん介すけも食らいつく。防戦一方では押し切られるだけ。手を出せ。苦しくても、僅かな隙を狙って、攻めを途絶えさせるな──！

「うおおおおお！」

「練れん介すけ！　剣が──」

　耐えに耐えて見み出いだした一いち縷るの隙に、練れん介すけが渾こん身しんの一撃を繰り出すのと。

　シーナが目を細めて呟つぶやくのは、同時。

「砕けるぞ……！」

　先に限界を迎えたのは、練騎介体ではなく得物のほうだった。液体である血液を概念的に研いで作った刃と、鉱物として硬く結びついた刃との差か。

　赤の刃が刀身の中途で折れ、上方に弾はじけ飛とぶ。振り切られていた鉱石の剣が手首の捻ひねりで返され、瞬時に逆方向から奔はしる。守るものを失った練れん介すけに襲い来る。身を退いて避けながら、咄とつ嗟さに左腕を掲げた。切断される。だがその僅かな障害物のおかげで、致命的な一撃を胴体に食くらうことだけは避けられた。

　ならば、予定通りに、砕けた刃を使っての反撃だ。

「《血の精霊に命ずる／朱傘より降る雨垂で冒せブラツドスピリツト・レイニークリーパー》！」

　耐久性はともかく、強度や大きさはほぼ互角であった剣。だが相手の剣と明確に違う部分があった。そもそもが剣ではないということだ。

　それは、血だ。あくまでも血なのだ。

　折れ飛んだ剣の半分が上に飛んでいる。そのようにしたので飛んでいる。狙い通りに久く瀬ぜのＲリボＶルヴの直上に至ったところで魔術の効果が発動。

　刃の形を失い、血の筋として散る。海月くらげの触手のように無数に垂れ、久く瀬ぜのＲリボＶルヴに触れるや否いなや装甲の隙間に潜り込んでいく。それは元の血液の自由度を持ちながら、いつでも針のような鋭さに変じることのできる、生きた粘菌のようなものだ。スライムのような。

（────）

　彼女の顔を思い浮かべた。そして無理矢理に忘れた。今は。

　数多あまたのルートを辿たどり、装甲の隙間から、血液の暗殺者たちはその手を胴体席ボデイスペースの内部に伸ばしていく。シーナがにやりと唇を曲げたのがわかった。

「届いたぜ」

　物理的な埋伏の毒だ。単純な武器の強さや戦闘力では負けても、勝敗はそれだけでは決まらない。器用さや小細工で決めても、ダークエルフは一向に構わないのだ。

　しかし、僅かに呻うめいて動きを止めていた久く瀬ぜは。

　どこか嘆息するように、肩を揺らした。

「これが奥の手か？　朝あさ倉くら練れん介すけ」

「児戯じみた魔術です」

「はん、気付いてねえのかバーカ。もうすぐテメェ本体に届くぜ、クソエルフ！」

「いいえ。決して届きません。我がエルフの森の土は、汚けがらわしい血すら飲み込む」

「なに……？」

　練れん介すけは不可解な手応えに気付いた。ＲリボＶルヴの機械機構の隙間に潜り込んだ血液たちの動きが、どんどん鈍くなってくる。

「この剣を見て気付かないのか。石は土だ。鉱物は土だ。すなわち──このＲリボＶルヴというものを形成する素材は、全てが土だとも言える」

　息を吞のむ。久く瀬ぜのＲリボＶルヴの装甲、その一部分が蠢うごめいているように見えた。いや、実際に蠢うごめいていた。金属装甲が、熱と加工によって変性させられた白銀色を失い、茶色の土へ。おそらくは血液の潜り込んだ内部の機械部分もそうなっているのだろう。胴体席ボデイスペースを包むように、周囲の金属が全てあの《土》に変じているのだとすれば──暗殺の血たちが全て絡からめ取られたということも、ありうる。

　久く瀬ぜのＲリボＶルヴで主に見える土の部分は、今までは切断された左腕が主だった。それ以外の部分にも勿もち論ろん見えてはいたが、このように……ＲリボＶルヴとしての意味を失わぬまま、素材の全てを置き換えられるほどの構成力を持っているとは。

　予想外の現象に意識を揺らしてしまったその一瞬の隙に、久く瀬ぜは自らの装甲の一部を剝ぎ、それを投げつけてきた。それもまた予想外だ。咄とつ嗟さに残っていた右腕で払う──だがその瞬間、その装甲は装甲ではなく、《土》に変じた。硬さのない粒子の集合体を弾はじくことは不可能。右腕が触れた箇所にまとわりつき、しかしその後に固化する。体積以上の重みがずしりと練れん介すけの腕に圧のしかかった。これは土の重りであり、手て枷かせだ。

「く、そっ……！」

　血の粘菌を放つために片腕を犠牲にし、今また片腕に重みが加えられた。バランスの崩れた練れん介すけに、久く瀬ぜが素早く踏み込んでくる。大きく回避しようとするが、突き出された鉱石の剣は練れん介すけの太ふと股もも部分を掠かすめた。剣の一部が転じて移ったか、そこにも土の枷かせが発生──本来あるべきではない質量に、下半身が上う手まく回らない。転倒してしまう。

「終わりだ。同じような騎体状況であっても、自由度においては我々が上だったようだな」

「は？　ふざけんな、マジふざけんな」

　シーナが不機嫌に呻うめく。

　久く瀬ぜが剣を振り上げる。

　避けることは、おそらく、できない。

「自由さでダークエルフがエルフに負けてたまるかよ。だから負けねえ。負けてやんねえ──」

　不機嫌に呻うめくだけでは終わらないのがシーナだ。彼女は犬歯を見せて獰どう猛もうに笑う。

　その思いは練れん介すけにも届いている。

　地面に転倒し、素早い動きはできない。剣はない。土の手て枷かせは重く、再び剣を生み出したとしてもまともに振るえない。久く瀬ぜたちを斬り倒すことは難しい。ならば、ならば。

　──ＲリボＶルヴというものに慣れた自分たちには意識の外。異世界からの転生者であるシーナでなくては思いつけない、振るわなくてもいい武器が、すぐ近くにあった。

　斬り倒すのではない。吹っ飛ばすのだ。

　血の暗霊よ。操る血はここにある。機械の血がここにある。

　それを使う道具も、ここにある。使い道を少しばかり変えるだけだ。

　練れん介すけは重い腕を懸命に動かし、背中に回した。本来の関節の可動域からは外れていたが、知らない。機械構造を無視し、樹じゆ肉にくで関節を再構築しながら、手を届かせる。

　自らの背中にある──ＥＦ補充機構。

　この騎士の名が示す通りの、回転式拳銃リボルヴアーに等しい構造を持った部品。

　捥もぎ取った。腕と同じように、樹じゆ肉にくで新たに細々とした部分を作り替える。回転機構はそのままに、握る銃グリ把ツプを。命じる引トリ金ガーを。導く銃身バレルを。弾丸は既にある。エネルギー流体ＥＦのカートリッジ。それはＲリボＶルヴにとっての血だ。自分たちが支配下における、凄すさまじいパワーを秘めた、血だ──！

　腕で剣を振る必要などない。ただ指先だけで、事足りる。

「《血の精霊に命ずる／命の輝きたるを知り散れブラツドスピリツト・フルードバレツト》！」

　引金を絞る。撃鉄が落ちる。

　血の精霊と同化し、見たこともない赤い輝きを放つようになっていたＥＦのカートリッジが、赤の弾丸と化して凄すさまじい勢いで発射される。

　久く瀬ぜが鉱石の剣でそれを受け止めた。だが純粋なるエネルギーはその硬度を凌りよう駕が。剣をへし折り、そのまま土鋼の巨人の中心に吸い込まれていき──

　その内側で、力の全てを、弾はじけさせた。
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　土砂が雨のようにぱらぱらと舞っている。

　胸に撃ち込まれた血の弾丸の爆発で、久く瀬ぜのＲリボＶルヴの上半身はそのほとんどが吹き飛んでいた。センサーの集まる頭部はない。剣を握る両腕もない。肩もない。ＲリボＶルヴが膝を折って地面に頽くずおれるのと同時、胴体席ボデイスペースを守る前面装甲が音を立てて地面に落ちた。

　その向こうに見えたのは、大きく穴の開いた土の繭のようなもの。繭の奥から、ずるりと小さな人影が滑り出てくる。

　エルフ。セリアメア・ピナイステリ。

　身体からだの各所から血を流し、破れた衣服を纏まとい、額からの出血で片目を閉じ、息を不規則に荒げ、片腕はだらんと下げ、しかし──もう片方の手に、細い石の剣を握っている。

「……」

　ＥＦの補充機構は背中から外してしまった。片腕はなく、至近距離の爆発の余波で他にも無数の機能不全が発生。騎士が役目を終えたのは、こちらもだ。

　練れん介すけは自らである精せい霊れい杖じようを胴体席ボデイスペースに生やした。それを握り、シーナもＲリボＶルヴを降りる。

　シーナも五体満足とは言えない。今までのダメージ。ついさっきのダメージ。比較作業が、これから始まる。そして終わるだろう。

「ふん。精せい霊れい剣けん、みたいなカンジか？」

「精霊と交信する儀式のために使われる、力ある土壌より生まれた輝石の剣──らしい。この状態の僕を使えば、彼女の魔術に枷かせはない」

「自慢げに言うんじゃねぇよ。あたしだってそうだし……そもそもなんか体調悪そうじゃん？　まるでスゲェ近い場所で大爆発があって、そのダメージをまともにくらったみてぇだ。大変そうだなー、傷でも診てやろうか？　ラクにしてやんぜ」

　ぎらりとセリアメアの目がシーナを射い貫ぬく。

「……ダークエルフ。苛いら立だたしい。どうして、そのように、不真面目なのですか」

「あーん？」

「これは、戦争。種族の未来をかけた、戦争。私はエルフ族全ての希望を、願いを、背負っている。だから、負けられない、負けたく、ないっ……！」

　体内にも何かダメージがあるのか、言葉は途切れ途切れだった。

「私は、覚えています。故郷の優しく穏やかな森を。厳しく正しかった両親を。共に育った妹を。木の実を集めるのが上手だったイルフィア、楽器が好きだったトラメッリおじさん、葉の隙間から絵画じみて美しく零こぼれる日の光、掌てのひらから餌を啄ついばむ小鳥たちの声、雨上がりの土の匂い。私たちが、取り戻すべき、もの……」

　言葉と一緒に、セリアメアの口から血も零こぼれた。

　眼光は爛らん々らんと。鬼気迫るような目で、眼前の敵を睨にらみ続ける。

「諦めない。諦めるくらいなら、最初から戦ってなどいない。私は、私以外の全てのエルフのために──ダークエルフ！　貴方あなたを、倒す！」

「僕が求めるのは世界の解放だ。この美しい世界を、人間という間違った種族の支配から解放したい。その後に託されるのは正しく美しい種族でなくてはならない……このエルフのような。理由はいろいろあるが、結論は彼女と同じだ。理から外れたダークエルフには、次なる世界を任す気にはなれない」

　シーナも苦痛に満ちた吐息を漏らした。そして、いよいよ我慢ならなくなったというように、犬歯を剝むき出だしにして睨にらみ返す。

「はっ。うっせえな。確かにあたしらはテメエらが考える《正しい世界》とやらには外れてるんだろうよ。でもよ──」

　ああ、そうだ。

　シーナも。自分も。外れている。

　それではいけないと、普通になれと、正しくあれと、呪われてきた。

　それでも。

「そいつが幸せになっちゃいけねえって誰が決めた？　勝手に決めてんじゃねえ──あたしは強欲なダークエルフだ。諦めてなんかやらねえぞ。身勝手に我わが儘ままに幸せになってやる」

　自分たちの望みは、ただそんなものだ。

　単純で、愚かで、それゆえに誰にも否定などさせない──

　願いだ。

「種族としてのダークエルフをどうこうとか、テキトーにしか考えたことねぇ。たくさんいたら生きるのがラクかもとか楽しいかもとか、そんなもんだ。全部あたし中心で、あたし視点だ。つまりな──」

　手の中でくるりと精霊杖練介を一回転。そして、

「あたしはあたしの願いのために戦う。それだけなんだよ、クソエルフ！」

　シーナは走った。もはや駆け引きも何も必要ない。

　これは戦闘ですらないのかもしれなかった。ただ、決着を、つけるだけ。

（だから、直接、だよな）

　血の刃が杖つえをなぞるように、その先端に生まれた。

　一方、セリアメアが持ち上げる石久剣瀬の周囲には、威力を高めるためか防御を強めるためか、浮石の螺ら旋せんが取り巻く。

　──それら二者の武器は、それほど複雑な過程は描かない。

　わかりきっていた結論だけを、肉の貫く音と共に、生んだ。




　エルフの胸が赤く染まっていく。

「な、ぜ……貴方あなたのような、ものに。なぜ、私、が……こんなにも、正しく、想おもっている、のに。みんなの、ためにっ……」

「はん。そりゃまあ、トーゼンだろ。みんなのためっつーが、結局戦うのはお前だけで……お前に賭けた奴やつは誰一人ここにいねーじゃん」

　シーナは手をさらに進ませる。肉を割り裂く感触を、練れん介すけは全身で感じていた。

「あたしは、あたしのために戦うあたし自身がここにいるんだぜ」

「ついでに言えば俺もな」

「そーそー。あたしの勝ちに、好きだからって理由で全部を賭けてるアホもな。そんなあたしらをマジで倒したけりゃ、せめてガチの当事者になってから来な」

　力なく項うな垂だれる石の儀礼剣が、ぽつりと呟つぶやくように言った。

「僕もセリアメアに全てを賭けていた。そこに違いはないはずだったが」

「バッカ、大違いじゃん。お前は正しけりゃエルフじゃなくてもよかったんだろ？」

　シーナが当然のように言い、久く瀬ぜは言葉を飲み込む気配。同意か反はん駁ばくかはわからなかった。ただ嘆息のようなものを、セリアメアと二人同時に漏らした気がした。

　手から抜け落ちた剣が、地面の上でいくつかの石片に散らばり。エルフが瞬まばたきを止めてようやく、シーナは杖練介をその身体からだから引き抜いた。

　ぷあー、と呻うめいて、お尻から地面にへたり込む。さすがに疲労が大きいようだ。

「お疲れ、シーナ」

「はー。正直、マジで疲れたぜ。ちっと息を整えさせてくれ」

　シーナがそうしているように、練れん介すけも意識の目を動かし、夜空を見上げた。解放感と達成感のある、今この瞬間だけに許された、虚脱。




　頭の上には、青白い光を降り注がせる月が、大きく出ていた。
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　頭の上には、

　　　　　　　青白い光を降り注がせる月が、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大きく出ていた。




　いつかと同じに。

　だから彼女は、いつもと同じように、内面より湧き上がるその声を聞く。

（──喰くらえ）

（──喰くらえ）

（──それが、自分。なぜなら、自分は──）

　埋められた地面の中。懸命に藻も搔がいて藻も搔がいて、眼球の前に辛かろうじて開いた隙間から見える、遥はるか遠くの──温かくも冷たい、月の光。

　それが、自らの血に向けて、囁ささやいてくる。

　匂いがするだろうと。

　そこにあるだろうと。

　だから彼女は今ここで、最初に口にすべき言葉を思い出した。




「《棄シてヤらイれンたビ想ーいスのト何パ者ワかー》」
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　月の光が僅かに陰ったと思えた瞬間。

　何か巨大なものが眼前に飛び込んできて、その質量が着地した余波でシーナを転がした。セリアメアを倒し、気を抜いていた一瞬。まさにその一瞬に訪れた、予想外の事象。

　それは巨大な狼おおかみの姿をした輝き獣じゆうだった。土を跳ね上げながら地面の下から飛び出してきた巨体。セリアメアの土塊による攻撃で、完全に地中に埋没していたが……彼女は圧殺も埋葬もされてはいなかったのだ。

　オーガという魔マ術ギ種ス。カリンという少女は。

「な、にっ……」

　呻うめくシーナの眼前、狼おおかみ輝き獣じゆうのカリンは、その鼻先を下に向けて。

　鋭い牙を血に染めて。ぺちゃぺちゃと、ぐちゃぐちゃと。

　動かなくなったセリアメアの心臓を、食べていた。

「生きてやがったか。おいカリン、テメェっ……」

　ぴくりと耳が揺れ、咀そ嚼しやくが止まる。

　三角形の鼻先を絵画のように上向けて、月に突き上げて──獣は高く啼ないた。その音は高く遠く長く、しかし次第に薄くなっていき、

「ォォォ……ァァ、ぁぁ、ああああ……」

　空間にその獣性が染しみこんでいったかのように、その声は人間の呻うめき声に、その姿は人間に近しいものに変じていく。セリアメアの死体の上で項うな垂だれる少女の姿に。

「カリン。抜け駆けしやがってクソが。エルフの根源魔力を……喰くったな？」

「……ああ、シーナ様……根源……？　さあ……私は、ただ、心臓を……ああ、食べちゃいましたか。それは、仕方ないですよ、ごめんなさい、私は、私だから。つい」

　少女の目がシーナに向く。折れた片角。血に濡ぬれた口元。瞳には、虚うつろながら確かな意志のようなものが浮かんでいた。

　練れん介すけは感覚で理解する。これが本当のカリンだ。シーナを敬愛する少女の正気と、暴走する鬼の狂気を併せ持った、彼女という存在の根本。

「オーガは、心臓を食べるものなんです。だから食べるんです。オーガの《心喰魔術パワーマジツク》は、そういうものだから」

「心喰魔術パワーマジツク、な。相変わらず知らねー魔術だ」

「それは、そうでしょうね」

　カリンは薄く笑った。

「この魔術は私から始まったって言われてますから」

「……！」

「私は特別だったから、みんながやってたこの行為を発展させることができたんです。力が集まってる、その人の全ての象徴である心臓を食べて──魔力に溶かして、その力を取り込む。必要に応じて思い出して、私と繫つながってる角斧おのにも力を流す……こんなふうに……ええと……《大地を慈しむセリアメアアースロツクパワー》、かな」

　次に彼女が何事か口の中で呟つぶやくと、再びその姿に微妙な変化が生じた。髪の色が変わり、耳が尖とがり、無骨な石で補強された斧が現れる。確かにそこには、その足下で胸を割り開かれているエルフの女と似たような印象があった。

「ね？」

「ふん……今までお前が心臓を食べた奴やつの力を使ってたってことか」

「待てよ。なら、さっきの狼おおかみみたいな輝き獣じゆうの姿は何だ。その心臓も……核も食べたのか？」

　時間を稼げ。それが一番だ。今やシーナの中には何もない。逃げることも動くことも、魔術を使うようなこともできない。息を整えて回復するだけの時間が要る──

「ええ、ええ、食べましたよ。この心臓は特別。とっても力があって、とっても《私の体質》と相性がよかった」

　また、彼女の姿が変じていく。さっきと同じ狼輝獣の姿に。セイレーンと戦っていた中に見た、巨大な獣の体たい軀く。おそらく今の彼女にとっては、姿が変わることなどそう大きな問題ではないのだろう。服を着替えるようなもの。得物を持ち替えるようなもの。

　それにしても──おかしい、と練れん介すけは思った。理屈に合わない気がする。この少女は、それほどまでに特別なのか？　なぜ？

「輝き獣じゆうの核には凄すさまじいパワーがある。それはわかってる。俺たちはそれを加工してＥＦとして使ってるし、前は……スライムがそれを喰くって、取り込みきれずに暴走した。あの大食漢でさえもだ。なのに、なんでお前は無事でいられる？」

　狼おおかみの口から言葉が返ってくる。太く低く、途切れ途切れなものではあったが、それは以前よりも流りゆう暢ちようなものだった。

「それが、体質です。大人になって、魔術が使えるようになって、初めて、わかったこと……こっちのほうには、誰かに教えてもらってたんですけど、名前がついていましたよ。転身魔術ガルーマジツクっていう。私には、元々、別の姿になれるっていう性質が、あったみたいなんです」

「んだとぉ……？」

　シーナが瞳を揺らし、それから荒い息の中に舌打ちした。

「くそ、そうか。そういうことかよ。片角からハーフオーガだってのはわかってたが……その先だ。もう片方の血が何なのかなんて、気にしちゃいなかったぜ」

「はい。私の半分は──」

　かぱ、と巨大な口を開けて、狼おおかみは頭を上に傾けた。

　そこには。

　冷たく青白い、狂気を孕はらむという──

　月の光が、ある。

「人狼ライカンスロープ、だったんです。人を喰くらう鬼と、姿を変えて人を喰くらう狼おおかみ。きっと、両親の相性は、ぴったりだったんでしょうね？」

　その直後。

　唐突に、カリンはその足を前に進めてきた。

　シーナは振り絞るように血の槍やりを組み上げて放つが、眼前でカリンはそれを嚙かみ砕くだいた。そうしてシーナの拒絶を振り払い、その巨大な四肢で、彼女の身体からだを地面に押さえつける。身動きが取れない。精霊杖練介を持ち上げることすら、できない。

「重い、ん、だよ。退どけっ……」

　血の滴したたる口が、かぱりと開いた。

「人狼ライカンスロープとオーガ、二つの種族の血が合わさって初めて生まれたのが、私の見み出いだした魔術。私一人しか使えない、オーガという種族の、唯一の魔術……ねえ、シーナ様。私がいつそれを使えるようになったか知っていますか？」

「知る、かよ。あたしと一緒にいたあと、だろ……」

「そうですね。そうなんです。でも、根本は、その衝動の根っこは、知っているはずです。私は──力が欲しかった。力を持っている人に、強い人に憧れて、ただただ、憧れて──その人になりたかった」

　笑っている。彼女は笑っている。間違いなく。

「……そう。私は、あなたになりたかったんです。シーナ様。だからあのとき、私はあなたの心臓を食べたんですよ」

　練れん介すけは悟る。

　それが。かつてカリンが、向こうの世界でシーナを殺した理由なのか。

　いや、待て。だとすると──

「今までに見たでしょう、シーナ様？　私の心喰魔術パワーマジツク。昔に食べたものの記憶も、持ち越せているみたいです。だから──私も、今、思い出しました。私はもう、なれる」

　ふ、と吐息を挟んで。




「《愛しき闇色のシーナマイデイアレストパワー》」




　ああ。狼おおかみから変化したその姿は。

　尖とがった耳。褐色の肌。

　カリンでありながら、変化した造作の端々に、体たい軀くの端々に、余韻が残されている。彼女がかつて食べた、練れん介すけが愛しているダークエルフの気配が残されている。

　おぞましいまでに。

　その彼女の姿の中には、確かに、シーナがいた。

　最も大事なものが、知らず奪われてしまっていたような悪お寒かん。

　シーナのような顔で、カリンは笑う。

「さっきより軽くなったから、もういいですよね。私はシーナ様になれたけど、まだ足りないって思います。まだシーナ様はこんなものじゃない。シーナ様の強さは、可愛かわいさは、綺き麗れいさは、素敵さは、こんなものじゃないッ！」

「カリン、てめぇ……！」

「でも、でもでも、よかった！　この世界に来てよかった！　ここには二個目がある。二個目を食べたらもっと近付けるはず！　私はまた、シーナ様を食べてシーナ様になれるんだ！」

　シーナに馬乗りになっていたカリンの手にあったのは。

　闇に溶け込むような色に変じた、漆黒の斧おの。

　シーナに似たカリンはどこか恍こう惚こつとした表情で、身動きの取れないシーナに向けてそれを振り下ろし。

　心臓へと至る道筋を塞ぐ肉を、深々と、切り裂いた。
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　何か理由があったのかもしれないし、ただの気き紛まぐれだったのかもしれないが。

　一度だけ、彼女が肌を触れ合わせてくれたことがあった。

　そしてそれが、別れの日だった。




　今までとは全然違った。

　確かに手つきに遠慮とかはなかったけれど、それでもかつて自分を玩具にしていた男たちとは全然違っていた。

　──幸せだと、思った。

　裸で寝息を立てる彼女をベッドの上に見て、ふわふわした心持ちで、ベッドを降りた。夢のようだったから、夢でないことを確認したかったのかもしれない。安宿の床の軋きしみだけでは足りなくて、窓に寄って、空を見上げた。開けると寒くて彼女を起こしてしまうだろうから、隙間から外を見た。

　世界が変わったような、新鮮な空に見えた。

　今までにないほどにくっきりとした月が、見えていた。

　その瞬間、自分の中で、何かが脈打った気がした。自分の奥底。今まで深い部分で眠っていた、自分の成長に従って徐々に徐々に浮き上がってきていた──もう一つの、血の衝動。

　世界が変わるほどに幸福な気持ちだったから。

　シーナ様に一生を捧ささげようと決めてしまう体験をして、好きだと自覚してしまったから。

　奥底の衝動に促されるように、混ざり合っていたもう一つの血の衝動も躍り始める。

　好きなものを、食べたいなと。

　月に導かれた血の衝動も、囁ささやき始める。

　本当の姿に、なるがいいと。

　好きなもの。本当の姿。自分。好きなもの。彼女。本当の姿──ああ、ああ、ああ。

　自分が彼女になれば、本当に、ずっと一緒にいられるんだ。

　本当の姿は、それ。そう望む。だって彼女が好きだから。彼女のようになりたいと思ったから。それが幸福で、一緒にいることが何よりも幸せだから。

　衝動に、欲望に、抵抗することはできなかった。

　抵抗しようという考えすら浮かばなかった──




　彼女はあまりにも、今までの人生において、幸福がなさすぎた。

　その概念がどのようにして得られるものなのかを知らなすぎた。

　だからそれは自らの奥底、根源的すぎる欲求として、直接に結びついてしまったのだ。

　水を初めて飲んだ者が、水を飲み過ぎれば死ぬということを知らないように。

　彼女は躊躇ためらわず、幸せになろうとした。

　理由は、ただ、それだけだった。




　もう一度、床板を軋きしませた。

　覗のぞき込こむ。血が求めてくるものは、彼女の胸の中。

　尖とがったものが必要だったけれど、道具はなかった。だから自分自身を使うことにした。

　額に手をやって。

　そこに生えていた角を、静かに折って。

　痛みと恍こう惚こつの中、その自分自身を彼女の肉の中に深々と突き入れて、そして──




　……何か理由があったのかもしれないし、ただの気き紛まぐれだったのかもしれないが。

　一度だけ、彼女が肌を触れ合わせてくれたことがあった。

　そしてそれが。

　自分が彼女になった日だった。
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　選択肢は、なかったのだ。

　そのとき精霊杖練介は身動きの取れないシーナの手で横の地面に突き立てられていた。

　練れん介すけは高速で精霊樹化し、力ある樹じゆ枝しを茂らせる。触手のように伸ばして振るい、カリンの斧おのがシーナの心臓に到達する一瞬前に、なんとかその身体からだを巻き込むようにしてシーナの上から退どかした。しかし冷たい目のカリンが、枝に引き寄せられている最中に斧おのを振るう。精霊樹の幹が両断される──樹きの上部が鈍い音を立てて倒れた。

　精霊樹は動けないというのが一番の弱点だ。

　残った根元付近から、人間の身体からだを再構成した練れん介すけはめきめきと樹じゆ肉にくを搔かき分わけて立ち上がる。普段シーナが出迎えてくれるのとは違う、息苦しく寒々しい、強引な人間体の目覚め。

　辛かろうじてカリンは引き離せた。だが。

「ご、ふっ……れん、すけ……」

　シーナの胸の傷は深い。今の一瞬で心臓を抉えぐり出だされなかったのは奇跡的だ。

　血を吐く彼女の口から、それ以上の言葉は零こぼれない。ただ目で何かを伝えてきた。練れん介すけはそれを見ないことにして、カリンに向き直った。

　この朝あさ倉くら練れん介すけには何もない。裸だ。魔術なんてものも使えない。

　それでも、そこを動くことはできなかった。

　このハーフオーガの怪物に、もう一度、シーナを喰くわせるわけにはいかなかった。絶対に。

「土の中でぼんやりしながら、聞いてましたよ。エルフとの戦い」

「……」

「シーナ様が勝つのは当たり前です。ええ、種族がどうとか正しさがどうとか、そんな理由で戦って、エルフなんかが勝てるわけないじゃないですか。シーナ様みたいな、身勝手で、問答無用で個人的な、好き放題な意志の強さ……それこそが本当の強さです」

　ダークエルフに似た、しかし決してダークエルフではない贋にせ物ものが。

　シーナとは似ても似つかぬ歪ゆがんだ笑みで、足を踏み出す。

「私にはわかっています。だって私はシーナ様が好きで、好きすぎて、私自身がシーナ様なんですから。そんな私との勝負は、当然、個人的な我わが儘ままの比べ合いですよ。エルフみたいな味のない前菜とは違います。本当に個人的な、ダークエルフ式の戦い──」

　そこでカリンはすっと表情を消した。

「つまり。どっちがシーナ様を好きか勝負で、あなたごときが私に勝てると思ってます？」

「そう言い換えてくれるならありがたいな」

　練れん介すけは拳を握る。

　それしかもう頼るものはなかった。

「その勝負には、どう考えても負ける気がしない」




　けれど。

　想おもいでは負けていなくとも。

　現実は、そんな例え話だけで、結末を変えはしない。




　夜を征くシーナのように素早く、敵を殴るシーナのように容赦のない斧おのは、立ち塞がる練れん介すけの身体からだをいとも容易たやすく分解した。先程の精せい霊れい樹じゆよりも、遥はるかに念入りに。

　ぼんやりと思考する頭部に繫つながっているのは、もはや胸から上と、右腕だけ。他の部分はどこかに行った。左腕は近くに落ちているかもしれないが、下半身は特に念入りに壊されていた。地面に散らばる木片しか残っていない。

　燃料はとうの昔にガス欠。シーナから伝わってくる魔力もそうだし、水分もそうだ。干ひ涸からびている。潤いはない。力が入らない。この身体からだは以前と同じ感覚ではないがそれでも痛みがないわけではなく、意識を持ったまま全身を分解されるのは痛くて痛くてこころがこわれそうになっていてふざけるなおれはまだ大丈夫だシーナをシーナがシーナにシーナだけは

「ああ……お待たせしました……」

　恍こう惚こつとした吐息を吐くカリンは、既に練れん介すけという残骸を踏み越えている。

　巨大な闇色の斧おのを引きずるように、一歩一歩、歩を進めている。

　だめだ　　　　だめだ　　　　　だめだ駄目だダメだ！

　動け、朝あさ倉くら練れん介すけ。今すぐ動け！　それができなければ──

　全てが。ここで。

「ッ、が、あッ……ぉ……！」

　渾こん身しんの力を搔かき集あつめても、指先しか動かない。呼吸も瞬まばたきも要らない。それでもまだ足りない。そもそも足がないのだから進めない。知るか。指が動くなら指で這はえ。とにかく行け。彼女のところに行って、護まもれ──！

　だが、力が、ない。

　エルフとの死闘で。これまでのカリンへの対処で。全てのリソースを使い切った。

　それはわかっている。だが必要なのだ。

　だからもはや、願うしかなかった。自分ではない誰かに、請こうしかなかった。

　頼む。頼む。お願いだ。お願いですから、誰か。

　たすけて──




「助けてほしい？」




　幻聴かと疑うほどの、小さな声。

　焦点を懸命に合わせてそれを見たら、さらに幻覚ではないかと自らの感覚を疑った。

　すぐ眼前の、地面の上に。




　人形のようなサイズになった枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かが、立っていた。
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　返り討ちに遭って、死にかけていたのは確かだった。

　粘体のほとんどを斧おので斬り飛ばされ、完全に地面に押しつけられている状況。次の瞬間に自分というモノの核は捉えられ、そして全てが終わるだろうと確信した。

　忍び寄るのは、あの路地裏と同じ──ひとりぼっちで自分が終わるのだという、恐怖。

　嫌だった。まだそんな欲があることに自分でも驚いたが、自分はまだ──

　幸せに、なりたかった。

　それを諦めてはいなかった。

　だから無駄と知りつつも本能的に足あ搔がいてしまって、

「ああ、心臓……心臓……食べなきゃ……」

　それが偶然、功を奏した。カリンは身動きの取れなくなった唯ゆい夏かの胸に手を突っ込み、その心臓を抉えぐり出だし、がつがつと食べ始めたのだ。

　スライムの肉体は変幻自在。当然、心臓がそのまま核というわけではない。唯ゆい夏かは最後の足あ搔がきとして、スライム種族の根源魔力である核だけを分離させようとしていた。もし相手が根源魔力を狙ってそれを奪おうとする種族であれば、それはまったく意味がない行為であったが──オーガは《心臓》を求めていた。心臓を食べることが彼女の勝利条件であって、分離して地中に潜らせて逃がした根源魔力の一部分を回収しきることではなかった。

　だから枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かという存在は、かろうじて自分を残すことができたのだ。

　けれどそれはあくまでも根源魔力の一ひと欠片かけらのみ。《スライムとしての力》は今までと比べてもごく僅か。最後に一回だけ姿形を整える程度がせいぜいで、もはや普通の食物を魔力に変換して身体からだを作り出すこともできないくらいの、魔マ術ギ種スとしてはほとんど終わったと言うしかない状態。

「…………」

　カリンがふらふらとどこかへ立ち去ったあと、唯ゆい夏かが選んだのは──

　いつもの着慣れた制服の姿。身体からだのサイズはどうしようもない。でも背中に翼を生やした。工事現場で初めて化け物として彼と出会ったときのように。これなら移動しやすいだろう。

　どこに行く？　こんな姿で。何も力を持たない状態で。

　からっぽに近い今の状況だから、笑えた。

　臨死体験で人は変わると聞くが、これもそうかもしれない。

　一番嫌なのは、ひとりぼっちで終わること。誰とも一緒になれず、孤独のまま、あの路地裏での悪夢のように終わること。

　それ以外だったら──まあいいか、と思えるようになってしまった。

　だから。せめて。




「……委員長、どうして……」

　今、眼前には、砕けた彼がいる。

「久く瀬ぜの自宅くらいは私でも事前に調べられたわ。そこから痕跡を追ってきただけ。こんなサイズだと飛ぶのも楽なものよ」

　きっと、彼が求めていたのはそんな答えではなかった。わかっている。

　もし、最悪の結末の一歩手前。一人だけでなく、誰かと一緒の終わりであったなら。

　誰かと一緒だと思える、終わりであったなら──

　それでもいいかと、妥協することにしただけだ。

　その相手？　知らないオーガなんて御免だ。自分は正しいなんて目しかしないエルフも最悪だ。だったら消去法で、自分と同じようにくだらなく、頭が悪く、場当たり的な生き方しかできないダークエルフしか存在しない。

　あのダークエルフ、シーナに自分という存在が、魂のようなものが丸吞のみされたら。

　それは、この彼と一緒の状態になった、と言えるのかもしれない。

　今の枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かには──心の底から、それならそれでいいか、と思えた。

「そう思えるってことは、もう仕方ないわ。認めるしかない。気付いてしまったのよ」

「……？」

　自覚はした。理由も意味もなく、自分は、そうだったのだ。

　いつから？　それを考えることにも意味はない。クラスで最初に話したときからだったのかもしれないし、テストで初めて負けたときからかもしれないし、死体同士としての契約を交わすようになったときからかもしれない。

　わかるのは、ただ、この答えが今までの自分と矛盾してはいないということだけだった。

　だから意外と、気分はいい。

「あのね。私はずっと、《普通》になりたかった。突出しない、特別じゃない、普通……みんなと同じようになりたかった。それでね、ようやくわかったのよ。体形以外にも、みんなが当たり前のようにする《普通》も見ていなくちゃ駄目だったんだって」

　怪け訝げんさの滲にじむ彼の目を見て、唇を曲げる。

　彼自身が証明だ。

　世界から一人だけ外れていると感じているようなふて腐れた雰囲気を上手に隠し続けてきた噓うそつきで、朴念仁で、人間失格。

　そんな彼でさえ、そうだったのだから。

　──きっと、一生、恋をしない人なんていない。

「それが普通のことだったのね。《普通》って、誰かのことを《特別だ》って思って、誰かの《特別》になることだった。誰かの特別になるってことこそが、普通のことだった。だから突出しないように押さえつける必要なんかなかったのかもしれない。それが手に入れるべきものだったのよ。みんなそうしてきたんだから。みんな、そうして──生まれてきたんだから」

　だから、恥じることはないのだ。

　この自分の気持ちは。

　胸を張って、自分の中でだけ、認めよう。

「何を……言って……？」

「いいのよ、別に。これは私の話」

　私は、最後に、普通になれた。

　ただそれだけの話。

　唯ゆい夏かは小さな足を動かして、さらに練れん介すけの顔に近付いた。

　彼はダークエルフ以外はどうでもいい馬鹿だから、悟れと言っても無理だろう。だからわかりやすく態度で示すしかない。

「そんな目をしなくても助けてあげるわよ、朝あさ倉くらくん。私に残った力をあげる。でもその代わりに新しい契約を結んでもらうわ。あなたには私の願いを叶かなえてもらう」

「どん、な……？」

　人形のように小さくなってしまった手を伸ばす。ひび割れた彼の唇に向けて。

「私は孤立したくない。一人で孤独に死にたくない。解決策は、つまり、そういうこと」

　唯ゆい夏かはさらに自らの顔を寄せて、サイズがまったく違う唇同士を触れ合わせた。




　──好きよ、朝あさ倉くらくん。

　──だから一緒に死なせてね。
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　唇に小さな、柔らかい感触が生まれたのと同時、小さな唯ゆい夏かの姿が解ほどけるように溶けた。一塊の粘体。スライム種族の根幹の力、その最後の一ひと欠片かけら。

　それは練れん介すけの唇の隙間から、滑るようにしてその体内に入っていった。

　量としては少ない、しかし確かな魔力の味が全身に染しみ渡わたっていく。

「ああ……ああ、あ……！」

　口から呻うめきが漏れる。理解。彼女そのものが。枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かという人格を最後に構成していたものが、今、自分の中に入っていった。

　委員長。委員長。枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かという、女の子。

　その行為から何かに気付けないほど、練れん介すけは鈍くはなかった。どうして。どうして。

　けれど──今は──

　唾を飲み込む。嚙かみ締しめる。

　託されたほんの少しの力で自分がこうすることは、彼女にもわかっていただろう。そういう計算は、自分も彼女も得意だった。

　些さ細さいな些さ細さいな、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かという少女が大事に抱いてきた、彼女自身という資源で、練れん介すけは自分の下半身を再生させる。それはほとんど殻と皮だけの、脚の形をした木製の模造品。中に肉なんて詰まっていない。

　それでも、ここからシーナまでの距離を走るには、足りた。

「シーナ様……！　ああ、これでようやく、私は本当にシーナ様になれます。いただきます！」

　練れん介すけは十数メートル走って、飛び込むように、その声の下に身を投げ出して。

　シーナに覆おおい被かぶさり、彼女の代わりに、致命的な斧おのの一撃をその背で受け止める。

　自分の力でカリンを倒せないのはわかっていた。唯ゆい夏かが託してくれたのは、この距離を走れるようになるぐらいの最後の意地で、大逆転が可能な奇跡の力なんかではなかった。

　だからせめて、こうする。

（ふ、ぅ……）

　受け取った力を、最後にもう一度、こうしてシーナの顔を見るためだけに使ったのだと言ったら──怒られるだろうか。

　そんなのわかってたわよ。馬鹿じゃないの。と肩を竦すくめながら言う彼女の声は。

　どこからも、聞こえてこなかった。

　練れん介すけはすぐ真下にあるシーナの顔を見つめる。

　血の気の失うせた、それでも綺き麗れいな、彼女の顔。

「お前、バカじゃねーの。この状況で、ンなことして庇かばっても、状況、よくなんねーぞ」

「知ってた。でも、最後に話しとかなきゃいけないことがあったからさ」

「ちょいちょおい！　邪魔です！　邪魔ですってばクソ男！　シーナ様は！　私の！」

　自分の身体からだを割った斧おのが引き抜かれて、さらに乱雑に叩たたきつけられるのがわかる。自分の身体からだがまた砕けていく。執しつ拗ように。容赦なく。それでももう離れない。練れん介すけは腕でシーナの頭を抱きかかえるようにした。これでもう離れられないだろう。

「最後とか言うな。あたしの眷けん属ぞくのくせに情けない。殺すぞ」

「ああ。本当に、情けなくて……涙が出てきたな」

　それは自分に残った最後の水分だ。

　今まで二人ともが見て見ぬふりをしていた事柄を。頭の片隅に隠していた予感を。

　今この瞬間だからこそ触れられる疑問を口に出すために必要な、潤滑油。

　本当に、気付かなければよかった。

　想像しないほど楽天的であればよかった。愚かであればよかった。

　温かい水分をぽとりとシーナの頰に落として、

「新しい世界に……眷属は、いるのかな？」

　シーナは即答する。欺きと誤魔化しが得意なダークエルフだから。

「いるに決まってんだろ」

「だよな」

　けれど、一呼吸あって、言葉は付け加えられた。

　それがどれほど難しい噓うそであるかの証拠だった。

「──いなきゃ、神をぶっ殺すだけだ」

「はは。頼むよ」

　カリンの斧おのは止まらない。自分の身体からだがなくなっていくのがわかる。クッションの役目は刻一刻と果たせなくなってきていて、シーナの肉にも達し始めているようで、彼女の顔が歪ゆがむ頻度が多くなって、時間は残り少ないと悟る。

「いい加減に退どけ、練れん介すけ。それ以上削られたら……」

「ずっと、シーナといたかったけど。君がいなくなるくらいなら、俺は自分がいなくなったほうがいい」

「練れん介すけ！　アホ言ってんじゃ、ねえ……！　お前、お前も、いなくなったら駄目だ。マジで、絶対に……許さねえ、からなっ……！」

　彼女の力の入らない手が、肩が、自分を退どかそうとする。けれど練れん介すけは彼女の頭を抱きかかえる姿勢は崩さず、それを許さない。

「シーナは、大丈夫だろ。知ってる。ずっと見てたから。シーナは、最強で、格好良くて、綺き麗れいで、強欲な──ダークエルフ、なんだ。だからさ」

　本当に最後の水分を目から零こぼしつつ、練れん介すけは、笑った。

「とりあえず、さよならだ」

　今までありがとう。

　好きだよ、シーナ。




　そこで──カリンの斧おのが、この肉体を樹人ツリーマンという存在として繫つなぎ止とめていた最後の一点、自分の奥底の繫けい留りゆう部に到達する。

　どこか小気味良い音を立てて。

　朝あさ倉くら練れん介すけというモノを構成していた全てが、小さな木片に砕けきったのがわかった。
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（ああ）

　散っていく。

　目前で、練れん介すけだった笑顔が、ばらばらに散っていく。

（ああ、あ……）

　練れん介すけ。練れん介すけ、練れん介すけ。

　つい一瞬前まで身体からだの上にあった重みが、ない。空々しい空白。その向こうに見えるカリン。そんなのどうでもいい。虚無にも等しい軽さが嫌だ。手に入れたと思った宝物が目の前で消えてなくなってしまったような、喪失感が嫌だ。

　けれど。それでも。

　遺のこされた熱が、あった。

　頰の上に。彼の体温を湛たたえた、涙の雫しずく。

　そして自分の手の中には──本当に一握りできるだけの、楔くさびめいた木片。

　これは彼がずっと求めていたのと同種の熱だ。風ふ呂ろで、布ふ団とんで、あの家で。

　今なら認めてやろう。気恥ずかしいが、もう彼がいないのなら構うまい。

　それは自分が求めてきた熱でもある。

（あたしだって、温かけりゃ、温かいって思うんだぜ）

　崩れようとする精神と表情を、砕けるほどに奥歯を嚙かんで、屈服させる。

　彼に託されたものがある。それを忘れない。

　自分が、彼の大好きなダークエルフであることを、忘れない。

　そうだ。彼が信じた、強欲で抜け目ないダークエルフであることを──

　噓うそにするわけには、いかなかった。

　だから最後に残った全ての力を搔かき集あつめ、身を起こしながら腕を動かす。

　頭に振り下ろされていた斧おのが髪を掠かすめて、地面を穿うがったのと同時に。

　手中の尖とがった木片を、カリンの腹に深々と埋め込んだ。

　返ってきたのは、憐あわれみの目だ。

「シーナ様。ちょっとは痛いですけど、そんなもので止まるわけ、ないですよ」

「アホか。これで終わりって誰が言った。クソエルフにできることがあたしらにできないわけがねぇ。眷けん属ぞくの身体からだの欠片かけらさえあれば……なんとかしてみせるさ」

　カリンが目を見開き、顔色を変えた。

　シーナは既に呼びかけを始めている。

　ここには暗い精霊がいる。

　ひどく哀かなしく、絶望的で、別れに満ちて、重く、儚はかなく、限りのない──

　彼が最後に遺のこした、武器がある。

（……練れん介すけ。何度も言うぞ。何度だって言うぞ。お前は、あたしのモンだ。だから……砕けた程度で、逃げられると思うな）

　お前は、もう、あたしの森だ。

　枯れても折れてもまた生えて、永遠に循環して、その全部をあたしに捧ささげるものだ。

　だから今も使ってやる。お前が捧ささげた全てを。

　いいだろ？

　その代わり──あたしも。

　何度だって、生え替わったお前を、あたしの全部を使って抱きしめてやるからさ。




「私、私……シーナ様のこと。あんな男に負けないくらい、本当に、好き、なのに……」

「アホか。比べるまでもねぇ。お前は練れん介すけとは違う」

　シーナは鼻を鳴らして、はっきりと拒絶する。

「お前はあたしに依存してるだけだ。生き方がわかんなかったからしょーがねぇのかもしんねーけどよ……あたしはお前の母親にゃなれねーぞ。だから、諦めな」

「嫌。いや……シーナ様……」

　最後の吐息。

　彼らが呼びかけに応える。




「《涙の精霊に命ずる／満つる泉に溶けてなお光れテイアースピリツト・ノーエンドスプリング》」




　カリンの体内に潜り込んだ木練片介の中から、爆発的に溢あふれた泉水が。

　いかなる抵抗も許さず、彼女の身体からだを内側から破裂させた。
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　シーナ・グレイヴ・ゾァインメリはすべきことをする。

　欲しいものを手に入れるために。盗みたいものを盗むために。

　ダークエルフとしての、強欲の、発露。

　それをしながら、そう言えば口に出して言ったことなかったな、とふと思い出した。

　だから、少し気恥ずかしかったが、言ってみる。

　誰も聞いていなくて、聞いているとしたら彼だけだろうから、ちょうどよかった。

「……練れん介すけ。あたしも、お前のこと好きだぜ」

　月の光が静かに降り注ぐ。周囲の森は躊躇ためらいがちに葉ずれの音を奏かなでるだけ。他に動くものはない。生きたものは、ない。

「あたしのことを真顔で好きって言えるくらいアホなところが好きだ。アホなこと言ってるのにまっすぐ目を見てくるところが好きだ。落ち着く声が好きだ。いいカンジに筋肉のついた腕が好きだ。バランスがいい体つきが好きだ。料理が上う手まいところが好きだ。あたしを優しく触った指が好きだ。意外に不器用なところが好きだ。鼻の形が好きだ。唇の感触が好きだ。抱きしめると温かいところが好きだ。……こんなあたしが好きになっても、多分、お前なら受け入れてくれるだろうって思えるところが、好きだ」

　だから、いなくちゃいけない。

　お前はここにいなくちゃいけない。

　他人にはまったく意味のない我わが儘ままでも。失笑されるようなルール違反でも。

　それを盗み取るのがあたしだ。

　欲しいものを手に入れるのが。誰かに嫌われるほど自由なのが。

　ダークエルフだ。




「やれやれ。そういうのは止やめてほしい」




　声と足音が聞こえた。

　シーナはゆっくりと顔をそちらに向ける。

　自分が生み出した基本装備の矢を手に握って、自らの首筋にゆっくりとその鏃を突き入れていくという動きは止めないまま。

　ぬるりとした血が、首から下を不快に濡ぬらしていく。だがシーナは笑った。

　自分は多分、賭けに勝ったのだ。これを笑わずにいられようか。

「やっぱ、な。近くで、見てるはずだと、思ったぜ。神様、よぉ」

「どうせ勝者の前には姿を現すつもりだったよ」

「話でも、してぇんだろ？　最近、聞こえた声からして──何かを観察して、確かめてえ、みたいなニュアンスがあると、思ったぜ。だから、ああ、だから……」

「そろそろその手を放さないと、死ぬよ？　きみ」

「だからだよ。あたしに死なれたくなかったら、あたしの眷属を蘇らせろ。今、ここでだ」

　睨にらみながら、手は止めない。少しずつ、少しずつ、さらに喉の奥へ──

　現れた人影は、肩を竦すくめるような仕草を見せた。意外に人間臭い動きだ。

「──しょうがないなあ。まあ、奇跡ってほどじゃない。君にも余剰魔力が腐るほどあれば可能な物事を、少し肩代わりするだけか。彼の存在情報が詰まってる木片もまだ残っているしね。勝者への副賞ということにしようか」

　身体からだの近くで、みしり、と何かが軋きしむような音がした。目を遣やると、すぐ隣の地面、今まで木片が散らばっていただけの地面の上に──

　裸の彼が、寝ていた。

（ああ）

　手から力が抜け、矢が落ちる。もはや神を脅す必要もなくなった。

　シーナは彼の首筋に鼻を埋めた。彼の匂いだ。彼の温度だ。

　小さな呻うめき声。薄目が開く。

「……シー、ナ……？」

　こみ上げてくる何かを必死に堪えながら。

　シーナは、へへー、と犬歯を出して、

「勝手にいなくなるなんて、許さねぇっつーの。お前は、あたしのモンなんだからな」

　いつも通りに決めたはずだったが、彼の様子がおかしい。嬉うれしがってるのは確かだが、それに加えて、恥ずかしがっている、ような。ぴくりと眉を動かして、口を曲げて、

「……ひょっとして、聞いてたか？」

「何か、夢の中みたいな感じで、アレだったけど。いや、多分……うん。一つ言えるのは」

　彼の手が動いて、こちらの髪を触った。

「俺のほうが、シーナを好きな理由、たくさん言える自信があるぜってこと。勝負するか」

「……ばーか」

　気恥ずかしかったが、どうでもよかった。

　求めていた温度が、今、自分に触れているのだから。

「副賞を喜んでくれたようで何よりだ。意味があるのかどうかは疑問だけれど」

　声だ。結局は、その声と向き合わざるを得ない。

　そちらをもう一度見やる。練れん介すけもそれを見たか、驚きで身じろぎしたようだった。

　立っていたのは──金髪で、白衣を着た女。

　同じく白衣を着て目を閉じている黒髪の女性を、胸の前で抱きかかえている。

　天覧橋アルマだったものの中にいる存在は、ああ、と思い出したように、

「このままだと落ち着いて話ができないかな？　一応、見た目だけは治しておこうか」

　扼やく殺さつ死体として完全に捩ねじれていた首を、手も使わず、ごきりという異音を立てて元の位置に戻した。
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　そこにある表情は、死体の無表情のままだ。目を見開き、瞬まばたきをしない。

　静かに立っているだけだが、異様な存在感があった。

　台詞せりふも普通の話し言葉でしかなく、気安さすら感じるものだが、それが今見えている無表情な存在の口から出ているのだと認識すると、そのギャップで精神が歪ゆがみそうになる。

　練れん介すけはゆっくりと上半身を起こす。シーナが先に言葉を発してくれたので、その異様な圧力に押し潰されることは避けられた。

「……いつからそこにいやがった？」

「最初からとも言えるし、つい先程からとも言える。意味はない。この彼女を選んだのも偶然で、特に理由はない。彼女の人格、これまでの行為にも私は関与していない。私はただ見ていただけだ。基本的にはね」

　そこで練れん介すけの視線を追うように、自分が抱えているものに軽く顔を落とした。

「これか。私がこうして顕あらわれたとき、出会ってしまった。泣き叫んだので、精神の安定のために眠らせた。ここまで連れてくる必要はなかったかもしれない。これも特に意味はないよ」

　アルマの顔をしたものは、彼女と同じ声で、しかし彼女とはまったく異なる語調で言い、抱えていた希のぞ実みの身体からだを地面に下ろした。丁寧でも乱暴でもなく、ただそうするものだからそうしたというような自然さで。

「さて。改めて言おう──」

　死体の顔で、超越的な存在は、あっさりと言った。

「私は神だ。少なくとも、君たちがそう考える存在に近い」

「……ま、噓うそじゃねえだろうさ。あたしが転生してきたときに感じた気配は……こんなカンジだった気がするわ」

　シーナが呟つぶやく。つまり、敵ではない、のだろうか？

　練れん介すけのその内心の疑問に答えるように、

「私は勝者を祝福するために来た。おめでとう、ダークエルフ。君が今回の戦争の勝者だ」

「祝福、ねぇ。そんなんいいから今すぐ褒ほう美びをくれよ、って言ったらどうする？」

　シーナはあくまでもシーナだった。物もの怖おじしていない。それがひどく頼りになった。

　神は軽く頷うなずいて、

「わかっている。だが私は、こうした戦争が終わった際、一応の説明をするようにしているんだ。勝者への褒ほう美び、世界への権利を与えるにも、相応の準備が必要だろうからね」

「こういう戦争は……初めてじゃない、ってことか？」

　ひどく掠かすれていたが、練れん介すけにも声が出せた。背筋が震えるような圧迫感を無視することはできなかったが、身体からだにくっついているシーナの体温があれば、大丈夫だと思った。

「その通りだ。それも説明の一部となる。私には──目的がある。この戦争はそのために行っている実験的なものだ」

「実験だあ？　神様は何でも思う通り、とかじゃねーのかよ」

「私は世界の様々な事象に干渉できるが、全てを思い通りにできるわけではないよ。全知全能を神と呼ぶなら、私は神ではない可能性もある。先程言った通り、その概念に限りなく近いのは事実だろうけどね」

「呼び方とかはどーでもいいんだけどよ。で、目的って？」

　一呼吸の間。眼前の存在が呼吸をしているとは思えなかったが。

「『世界を任せられる種』を見定めることだ。これは戦争の勝者に与えられる権利とも密接に関係している」

　練れん介すけは少し首を傾かしげる。それは事前に言っていた通りのことではないのか。

「捕足しよう。私は主に二つの世界を運営している。一つは単一種族が繁栄する性質を持つ世界。もう一つは多種の種族が同時に繁栄する性質を持つ世界。君たちに理解しやすいように言えば、『科学が発展するこちらの世界』と『魔術が発展するあちらの世界』ということになるかな。世界は宇宙と言い換えても構わないが」

「まあ、お前があたしらをあっちからこっちに引っ張ってきたんだからな。お前はどっちの神でもあるってコトか」

「問題は、その世界がどちらも最終的には滅ぶことにある」

「……！」

　向こうの世界が滅んだのは、前提だ。シーナたちがこちらの世界に来て、自らの種族を復権させようとした理由。だが──こちらの世界も、いずれ滅ぶと？

　そう言われればそうかもしれない、と不思議に練れん介すけには納得できた。きっと誰もがわかっていることだろう。随分昔から言われている。異常気象。地殻変動。エコだなんだと騒がれるようになってはきたが、地球は刻一刻と限界に近付いてきている。このままいけば、数百年後か数千年後には、きっと。

「こちらの世界では人間という種が滅ぶ。あちらの世界では主に魔マ術ギ種スと呼ばれる知性種族が全て滅ぶ。これは何度繰り返しても同じだった。そう、私は、二つの世界の運営を幾度となく繰り返しているんだ。より正確には、運営の失敗を」

　おそらくは神のスケールでの『幾度となく』だろう。人間が想像できるような回数や時間の概念にこの存在が囚とらわれているとはとても思えない。

「何度世界のパラメータを変えて繰り返そうが、結末は同じだった。滅びの回避は不可能だった。だから私は新たな手段に出ることにした。二つの世界の要素を組み合わせることだ。魔術世界の種族たちの代表をこちらの世界において競い合わせ、最も適合した一種族のみを選び出す……というね」

「はん。それがこの戦争ってわけかよ」

「そうだ。想定外のパラメータ変動を観測するためにはそれが必要だと考えた。こちらの世界の言葉で言えば、荒療治というものが近いかな。戦争の勝者が持つ、他の全ての種に抗あらがうほどの生存本能、種としての力、運命の揺らぎを捉える力。それをこの世界の単一種として据えたとき、世界がどうなるかいう実験だ」

「だが、それでも上う手まくいかなかったんだな」

　練れん介すけは言う。この戦争が何度も行われているというのなら、そういうことになる。

「その通り。魔マ術ギ種スを科学世界の礎いしずえとして迎え、パラメータを微調整した新しい世界を作っても、やはり上う手まくはいかなかった。実際に滅び、そして今回のこの世界も滅びが不可避なコースに入っている」

　この世界は実験場だったというわけか。今回も駄目だと、滅びが避けられないのが見えたから、次の実験体を決めようと、蠱こ毒どくの場としてこの世界を使うようになった──待てよ？

「なら、この世界は前の戦争で勝った魔マ術ギ種スが作った世界じゃないのか？　なんで人間の世界になってる？」

「そのように見えているだけだよ。前回の勝者は人間とほとんど変わらぬ姿を持つ魔マ術ギ種スであり、さらに新しい世界の初期条件……『どのような世界を作るのか』を決める際、魔術という概念を捨てることを選択した」

「はあ？　わざわざ不自由になったっていうのかよ。なんでだ？」

「その理由は私が関与するものじゃないね。勝利種族の選択に私が殊更に干渉するのも、求めるパラメータの揺らぎには有害だ。ただ、戦争の最中における、他魔マ術ギ種スとの関係性から類推するに──勝者は『優しい』と評される性格であったらしい。故に争いのない世界を願い、不必要だと思えるものを捨てたのだと考えられる」

「その結果が、今のこの世界の始まりだっていうのか」

「そう。即すなわちこの世界は、私が作った数多あまたの世界に変化が与えられたものだ。様々な部分で自然なパラメータ変化を見せている。言語、文化、宗教、歴史、地名──君たちが当たり前だと思っているそれは、前の世界ではそうではなかったかもしれないよ」

　神は軽く視線を空に動かして、続けた。

「滅びを回避することはできなかったが、この世界では想定外の現象も生まれた。君たちの概念で言えば、バグだ」

「なに？」

「前回の種族が魔術を捨てた結果として、今を生きる人間に近い原生種からは別のものが少しずつ流れ出るようになっていたのさ。原初的な感情、欲望に起因する力だ。魔術世界で言うところの、限りなく魔力に近い概念因子。それが少しずつ抜け出ていった結果として、現行種は歪ゆがみ始めた」

　よくわからないが、今の人間たちが歪ゆがんでいるというのならそうだろう、と練れん介すけは思った。周囲に押し潰されかけていたあの空気を思い出す。欲望を押し込めるしかない世界。正しさしかない世界。正しいこと以外は認められず、殺されてしまう世界。多様性を謳うたっておきながら、多様性を憎む世界──

「そしてさらに、その形のない欲望の力は長い時間をかけて集まり……一つの存在を形作った。生命に似た何か。分離する前の人間を本能として追い求め、同化しようとする何か。それが君たちが輝き獣じゆうと呼ぶ存在だ」

「…………！」

「現行の人間がその源の力を集め、利用するようになり──私は世界の滅亡がさらに加速したと悟った。輝き獣じゆうの出現と、現行人類によるその利用は、世界がいよいよ軋きしみ始めたという証拠だ。だから私は次の戦争を起こすことを決意し、魔術世界から種族代表を転生させた──」

　そこで一旦、神は口を噤つぐむ。

　ややあって、

「以上が背景だね。この説明により、君たちが勝者の権利というものを正しく理解してくれると考える。即すなわち、勝者に与えられるのは、君たちの種族が新しく世界の第一種族としてやり直すにあたっての微調整の権利。世界を作り直すプログラミングを行うのは私でしかないが、その初期パラメータを決定する権利を与えるということだよ」

　改めて、その生気のない、しかし超然とした瞳をシーナに向けてくる。

「さあ、君は──ダークエルフが、どのような世界で新しく生きることを望む？」

「いや待て。ちょーっと待て。一方的に話しやがって。世界を作り直すときの……初期パラメータだぁ？　んなでっかいのか細けぇのかもわかんねーことは抜きにして、質問だ」

　シーナは気丈にその超存在を睨にらんで言った。

「その次の世界を作るとき、今ここにいるあたしや眷属はどうなる？」

　神は平然と言った。

「引き継がない。そうする理由がない。眷けん属ぞくを蘇よみがえらせた意味について問うたのはそのためだ」

「っ──」

　シーナの身体からだが引ひき攣つったのがわかった。練れん介すけも同じだ。

　絞り出すように、シーナが言う。

「ふざけんな。話が違う」

「そちらが勝手に想像していただけじゃないかい」

「最初に言わないてめーも悪いだろうが。とにかく駄目だ。あたしは認めねー。よーし、そんなら今からでもそこのカリンの死体に根源魔力戻してやっかな。んでずーっと決勝戦を続けてやる」

「──そんなことを。許すとでも。思っているのかな？」

　語調にも態度にも、一切の変化はなかった。

　それでも刹那にして、気絶しそうなほどの圧が周囲に満ちた。吐き気がする。脂汗が止まらない。これは……駄目だ。いくらなんでも、本当の、神には。

　ダークエルフの我わが儘ままも、届かない──

「……待て、よ、クソ。わかった。なら、別案で、いかせろよ。話を聞いた限りじゃ、とにかくお前は、次の世界を任せられる種族を決めたいんだよな。あたしたちダークエルフが、そういう世界を任せられる種族になりさえすりゃあ問題ないんだよな」

「まあ、そうだね」

「でも今までに何度も繰り返してるんだろ、そのやり方は。だったら次も失敗するかもな」

「────」

　ああ、と練れん介すけは震えた。

　シーナは、神と交渉しようとしているのか。なんという恐れ知らずなダークエルフ。

　でも、それでこそ。

「なら今回は別の手でやってみようぜ？　そしたら意外と上う手まくいくかもしれねーじゃん」

「別の手、とは？」

「それは──ええと……」

　神は小さく頭を振る。

「答えのない提案はしないことだね。時間稼ぎでしかないというのはわかってしまうよ。種族を復活させるという意義は最初に伝えていた。論理的に考えれば、世界を最初から作り替えるのが最も早いと予測できるはずだ。それ以外にどうやって種族の復活が果たせると思っていたんだい？」

　その問いは神の呆あきれで、問いではなかったのかもしれなかったが。

　シーナは視線を明後日あさつてのほうに飛ばして、そして……もごもごと、答えた。

「そ、そんなのは……決まってんだろ。世界がどうこうとか考えてもみなかったんだからよ。もっと当たり前の──その、つまり」

　彷徨さまよっていた目が、一瞬だけ練れん介すけを経由して。

　また何かを思い出したように逃げて。

「……普通に子供作って、とか、だよ」

　神はまたも呆あきれたような空気で、

「迂う遠えんにすぎる。そもそも君たち魔マ術ギ種スは属する世界のルールが違うんだ。向こうでしか生殖は不可能だろう。種族全体のパラメータを最初からこちらに合わせてやり直すのでなければね」

「だったら」

　練れん介すけの口が動いていた。深く考えてはいなかった。ただシーナの言葉を肯定し、神に一杯食わせたかったから、揚げ足取りのように自然と口を突いて出たというだけだ。

「だったら、向こうの世界で試してみればいいじゃないか。その普通の方法を、新しくな」

「…………」

　少しの間が空いた。

　次に練れん介すけの感覚を揺らしたのは、単純な音の波と、超越存在が醸かもし出だす感情の揺らぎ。今までの会話で少しでも慣れていなければ発狂していたかもしれない。

　はは。ははは。と──神は、死体の無表情のまま。

　笑い始めたのだ。

「ははは。なるほど。一人の赤子から？　始めようと？　それは愚かだ、愚かで邪悪だ！　生態系を普通に一から破壊し尽くそうとするのに等しい！」

　ぴたりと笑い声だけを止めて、静かに言葉を続ける。

「だが、発想としては新しい。愚かすぎて新しい。私にはやろうとも思えなかったことだ。あちらの世界では単一支配種はどうあっても生まれないものだと思っていたが、外部因子を入れれば変化が生まれる可能性はある、か。本当にそれが可能で、何らかの結果をもたらすのであれば……意味はあるかもしれない」

　シーナは大きく深呼吸したようだった。ここが勝負所だ。

「任せとけよ。自信、あるぜ」

　にやりと、いつものように自信満々に笑って言った。

　神の言葉が返ってくるまで、無限とも思える時間が流れて──

「できるものならやってみてもらおう。何世代かかろうが、絶滅するまでは見守ってあげようじゃないか。なに……神にとっては、時間など気にすることじゃない」

　シーナの身体からだから強こわ張ばりが抜けるのがわかった。練れん介すけは逆に彼女を抱くその腕に力を込めて、その温度と柔らかさで確かめた。

　自分たちが、自分たちのまま──

　ひとまずは、《この先》を手に入れられたことを。




　神に最後に与えられた猶予時間。

　すべきことなどそう多くはなかった。

　練れん介すけは、神が先程足下に置いて、それきり眠り続けている一人の人間に歩み寄る。神の力で起きないようにされているのだろう。それでちょうどよかった。

　目を閉じて眠る、自分と似ているような、似ていないような姉の顔。

　何を言うべきか。言う必要があるか。

　──いや、今更そんな義務感などどうでもいい。

　最後なのだから、素直に。

　何を言いたいか、だった。

「俺は幸せになるよ。後悔なんてしてない」

　これから色々大変だとは思うけど。

　世界が滅ぶまで、こっちはこのまま続くって言うし。

「だから、まあ……姉さんも、幸せになりなよ」

　そう呟つぶやいて、練れん介すけは苦笑した。死んだ自分が幸せになれるのだから、それは無理な話ではないはずだ。どれだけ哀かなしいことがあったとしても、きっと。

　立ち上がると、神がシーナに最後の確認を取っていた。

「今この状態の君たちでいいんだね？」

「そうじゃなきゃ駄目だっつったろ」

「……まあ、いいか。そうするに足る理由もある。既に仕込まれているなら手間が省けるしね。すぐに死んではつまらないから、戦う力は持っていかせてあげよう。今ここにあるもの、君たちが身に着けている基本装備ぐらいかな」

「まあいいか、それで……いや、待て」

　不意に何かを思いついた様子で、シーナが練れん介すけに身を寄せてきて。

　いきなり口を吸ってきた。舌も入れて、手加減なく。

「ど、どうした……？」

　別に嫌ではないけどそんな状況だろうか、何の意味が、と練れん介すけは困惑したが、身を離したシーナはなぜかジト目。練れん介すけを見てはいたが、練れん介すけの向こうにある別のものを半眼で見やっているような、そんな感じでもあった。

「何でもねーよ。一応だよ一応。恩に着せられるのはムカつくからな」

「？」

　シーナはちらりと神を見て、

「もう一度言うけどよ、この状態のあたしら、だ。中も外も変えたりすんなよ？」

「……ふ。サービスしておこう」

　どうしてか、神はまた、微妙な笑いの感情を漏らしたように思えた。




「さて、それでは始めよう。私が普段行うのとは逆の、この現代からの転生を。そうして始まる、君たちだけが知る戦争を──」




　その言葉が最後。

　心構えする暇もなかった。

　神が手を持ち上げると、そこから凄すさまじい光が溢あふれ、そして全てが──
















　最初に感じたのは、風だった。

　大きく柔らかな布でくすぐられているような、遮るもののない空を泳ぐ空気たちの、道行き途中の気き紛まぐれな一ひと撫なで。

　自由で温かみのあるそれらに促されるように、練れん介すけは目を開ける。

　蒼あおだ。

　今まで見たこともないような、高い、高い空が広がっている。雲が流れているのが視界の端に見えなければ、蒼あおい穴に墜おちていっているのだと錯覚したかもしれない。

　息を吸い込む。肺に滲にじむほどの草の匂い。ととっ、と軽く胸の上で何かが弾むような感触があり、彼女の指かと思ってそちらに目を向ければ、可愛かわいらしい小動物と目が合う。こちらをきょとんとした顔で眺めていた──翼の生えたリスのような生き物が。

　それが胸を駆け下りていくのを感じながら、ゆっくりと身を起こす。

　見渡す限り一面の草原。波のように、緑が風で揺れている。太陽の明るい日差しは心地ここち好よく、遮るものは何もない。

　その温かな光が、きらきらと、彼女の髪を輝かせていた。

「おっ。起きたか」

　腰に手を当てて前方を眺めていた彼女が、振り返って言ってくる。明るい色の髪。尖とがった耳。浅黒い肌、生命力を感じる肉体、悪いた戯ずらっぽく笑う顔──

　シーナだ。ああ、シーナだ。

　涙が零こぼれそうになるのを堪えながら、立ち上がって近付く。彼女がいつもの制服姿なのと同じように、気付けばなぜか自分も学校の制服を着ていた。神のサービスだろうか。

　彼女と同じ視点に立って、同じものを見る。

　そこに立ってみなければわからなかったが、その先は少しだけ窪くぼんだようになっていて、いいのかコレと思うようなものが寝かされていた。

　それについての疑問を思い浮かべるのと同時、頭の中で声が聞こえた。同じタイミングでシーナも耳を揺らしていたから、同じものが聞こえたのだろう。

「君の希望通り、時代は標準的に設定している。厳密に言えば違うが、生前の君が知る文化レベル、歴史経過に近いものとなっているだろう。そこには数多あまたの種族が暮らしている。全ての種族が競い合っている時代だとも言える」

「退屈はしなさそーだな」

「全ての種族と言ったが、当然ながら、この世界にダークエルフは君一人だ。君たちが最初のパラメータである以上はそういうことになる。そこから殖やせるのだと大見得を切ったのだから、見せてもらおう。君たちはここから『生きて』『繁栄して』──種族同士の戦争に、勝利しなくてはならない」

「はっ。上等ォ！」

　犬歯を剝むき出だしにするシーナを頼もしく思いながら、練れん介すけは聞いてみる。

「で……あれはサービスなのか？」

「戦う力がないと困るだろう。基本装備は送ると言ったはずだが」

　そうなのか。あの場にあった基本装備。神にとってみれば、シーナの弓矢と同じような、適当に渡しても差し支えのない装備でしかないのかもしれない。

　草むらに寝かされていたのは、練れん介すけのＲリボＶルヴだった。騎士団製のプレーンな状態ではなく、練れん介すけが一体化したものと似たような、鋼と樹きの部分がほど好よく混じった形。

「普通に魔力で動く形に改造されてるみてーだな。背中のタンクも魔力を溶かした水とかでいいっぽい。なんか樹きの杖つえの中とかに仕舞えそうな感じもあるな」

「こちらで使いやすい形に改良しておいた。記念すべき新しい実験だ。それぐらいのサービスはあっていいだろう」

「礼なんて言わねーぞ」

「構わない。さあ、私が君たちに干渉するのはここまでだ。戦うといい。君たちの力を存分に振るって──私に、君たちにこの世界を任せられるという証拠を、見せてくれ」

　そしてそれきり、神の威圧感は消えた。頭の中からも、周囲からも。

　シーナと顔を見合わせる。これからどうする、と聞く前に、シーナが苦笑いするように肩を竦すくめているのに気付いた。

「あたしらの力、なあ。トーゼンわかってんだろうから、これもサービスか？」

「なんのこと？」

「あー、ちょっと待て。口で説明するよりは見たほうが早い。いや逆だ、あたしは今からゲロを吐くから見んなよ」

「は？」

　何かの冗談かと思ったが、シーナはそのまま後ろを向いて、おえっと嘔え吐ずいた。見るなと言われたが、体調が悪いのであれば大問題だ──と、彼女に近寄ると。

　彼女が何かを吐いたその地面には、小さな人型の何かがいて、仏ぶつ頂ちよう面づらでこちらを見上げていたのだった。

「これ以外の出し方はなかったのかしら。最悪ね」

「い……委員長……？」

　唯ゆい夏かだった。最後に見たときと同じような、掌てのひらに載るようなサイズ。けれどその造作も、不機嫌そうな眼まな差ざしも、抑揚のない不機嫌そうな声も、全てが彼女のままだ。

「な、なんで──？」

「こいつはまあほとんどお前ん中に溶けて消えてたが、やっぱスライムだったからよ……お前らが言うところの細胞、遺伝子？　みてーなもんの一ひと欠片かけらぐらいは残ってたんだよ。で、練れん介すけの中にそれを入れとくのも癪しやくだったんで、あっちの世界であたしの中に吸っといた」

　シーナはふんと鼻を鳴らして、

「別にこっちまで持ってこれる確証なんてなかったけど、あの状態のままのあたしらを転生させるって神の野郎は言ってたからな。消化しなかった腹の中もそのままで済んだってこった」

「それは、ええと、つまり……今の委員長は、どんな状態なんだ？」

「少なくともスライムじゃねぇ。中身はそのままで、身体からだだけをあたしの干渉できる樹きとかの要素で作り直した……なんつーか、使い魔？　みてーなモンだ。そうだな、練れん介すけ、多分お前と本質的には一緒だよ」

　さらにシーナは苛いら立だたしそうに自分の頭を搔かいた。

「……ったく。お前のおかげで練れん介すけが動いたのを見てなけりゃな。他の誰よりも、お前に借りを作ったまま終わんのはムカつく。これからずっとイライラしたまんまなのは腹が立つ。だからだよ。マジでそれ以外の理由はねぇかんな」

「そんなところだろうと思ったけど。──一応、必要なだけの礼は言っておくわ」

　人形サイズで制服姿の唯ゆい夏かが歩いてきた。練れん介すけは腰を屈かがめて、何も考えずに手を差し伸べる。掌てのひらに載ってきたので、顔の前まで持ち上げた。

　無感動な目と、見つめ合う。いつも教室でそうしていたように。

「私は何も噓うそはついてない。もう、誤魔化すことも言い繕うのも止めたわ。こんな姿になっても、私の目的は変わらない。私は幸せになりたい。だから」

　けれど──今の彼女はふと、表情を緩めて笑うのだ。

「ここからは、普通に誰かを愛するだけよ。自分は誰かを愛せるくらい普通なんだって、思いたい」

「でも、俺は……」

「ああ。わかってるわよ。いくらなんでもこんな姿なんだから、何かが返ってくるなんて自うぬ惚ぼれてはいないわ。今の私はただの小動物で、愛玩動物……そうね、猫みたいなものでしょう？」

　不思議と唯ゆい夏かは、今までに見たことがないような肩の力が抜けた顔で、くすくすと喉を鳴らしていた。

「猫が主人のことを好きだとして。その主人にたとえば彼女とか恋人がいたとしても、猫はそのことを気にするかしら？　全然別の問題だとは思わない？」

　しゅっと視界の端からシーナがカットインしてきた。

　掌てのひらに載せた唯ゆい夏かの後ろから、ジト目で、

「その恋人が目め障ざわりな猫を殺すかもしんねーだろ」

「それはないと思うわ。主人だって護まもってくれるでしょう。だって猫は可愛かわいいもの」

　後ろの殺気から逃れるように、唯ゆい夏かは練れん介すけの掌てのひらから跳んだ。ぴょんと練れん介すけの肩に飛び移ってくる。木製の人形のような、しかし確かな、重み。

　顔のすぐ横に来て、まるでダークエルフのように悪いた戯ずらっぽく、彼女はまた笑って。

「もう少しだけ一緒にいさせてよ、朝あさ倉くらくん。本当に、それだけでいいの」

　あの向こうの世界での別れのときと同じように。あるいはそれをやり直すように。

　その小さな唇を、練れん介すけの頰にそっと触れさせたのだった。




「中身はいろいろ変わってるけど、操作感はだいたい同じだな。これなら何とかなりそうだ」

　巨人を立ち上がらせる。

　その視界で見ても、周囲は爽快だった。風が走る緑の原野。

　どちらの方向に何があるのか。そんなものはまったくわからない。きっと、どこに行っても見たことのない光景が待っているだろう。危険な種族や、おかしな動物や、初めて見る植物や、想像もつかないような場所が──新しい世界が、この先には広がっている。

　不安なんて、あるわけがなかった。

　ＲリボＶルヴの肩の上にはダークエルフがいて、同じ方向を不敵な笑顔で見ている。さあこれから何をして楽しんでやろうかと、欲望を抑えることなく企たくらんでいる顔。さらに彼女の肩にはマスコットのように小さな唯ゆい夏かがいて、少し不満げに口を尖とがらせている。練れん介すけと同じように胴体席ボデイスペースの中にいようとしたがシーナが引き剝がしたのだ。今後は二人のおかげで賑にぎやかな旅になることだろう。

　自分たちのこれからの目的は。戦争とか生存とか繁栄とか、いろいろあるけれど。

　一言で言えば、きっと──

　幸せになることだ。

　旅をして、邪魔な敵を倒して、欲しいものを手に入れて、したいことをして、楽しいことをして。そして落ち着ける場所を見つけたら──幸せに、子供を育てたりする。

　それはなんて単純で、なんて純粋な生き方なのだろう。

　高揚していた。

　昔の、向こうの世界ではけっしてできなかった生き方。

　本当にありのままに暮らせる、楽園のような場所を、いつかきっと自分たちは手に入れるだろう。そんな確信がある。

「よっし。それじゃあ行こうぜ、練れん介すけ！」

「ああ。楽しみだな」

　温かな風が吹いてくる方角に、大きく足を踏み出す。




　それは、この世界に新しいダークエルフの森を作るための、最初の一歩だった。


完










あとがき






　お待たせいたしました。

「ダークエルフの森となれ」完結巻となる４巻をお届けします。

　正直なところシリーズを始めたときには続刊が出せる保証とか予定とか完全にゼロだったので、こうして完結巻を出すことができて非常にほっとしております。これも全てこの物語をここまで読んで応援してくださった褐色ダークエルフマニアたち、すなわち愛すべき読者の皆様のおかげです。感謝しかありません。

　前述のとおり予定は未定だったわけですが、始めた以上は当然終わり方もぼんやりと頭にはあったわけで（ないときもありますがこのシリーズはあった）、今回は「だいたいこんな感じで終われたらいいな」と考えていたとおりの着地ができたのではないかと思っております。あとがきから読む方もいらっしゃるので詳しくは言えないのですが、こう……終わって始まる……みたいな伸びのある感じにしたかったというか。ちなみにエッセンスが同じな『ぼくと魔女式アポカリプス』の終わり方とは違いますのであしからず。こちらも何らかの形で完結の形を見せられたらいいなと画策しております。いつか余裕があったら同人誌でも作ろうかなとかずっと前から言い続けていますが、うーむ、どうなることやら……。




　今作に話を戻しますと、わりかし「昔ながらの」感のあるこういうお話が４巻も続けられたのに正直驚いていたりもします。ガワとか読み味とか工夫はしたものの、根本的な部分で「今風じゃない」ような気はしていましたので。

　１巻のあとがきにも少し書きましたが「まだ自分に小説が書けるんだろうか、書くとしたら何なのだろうか」というところから始まった、ある意味リハビリ的な感じで「自分にできること、自分の好きなものをとりあえず真っ正面からぶつけてみよう」と始めたこの作品をちゃんと終わらせることができて、とりあえず最低限の部分は自分を信じてもいいのかなと思えるようになりました。なので今後も──どれだけ間が空くかはわかりませんし、発表場所やジャンルも変わっているかもしれませんが、きっと自分は自分の好きなものを自分らしく書いているのではないかと思います。

　最後に謝辞を。

　１巻のイラスト＆キャラクターデザインのコダマさん、２巻からイラストを担当されたニリツさん……お二人ともに文句なしの最高のダークエルフを見せていただきました。そしてメカデザインの黒くろ銀ぎんさん、担当編集の阿あ南なんさん、その他関係者の方々……完結できたのは皆様のおかげでもあります。本当にありがとうございました！

　それでは、またどこかでお会いできたら幸いです。


水みな瀬せ葉は月づき　
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-現げん代だい転てん生せい戦せん争そう-
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